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本書は，’93年12月の新型サンバー発売に際し，既販車と 

の相違点の概要，仕様，構造，作動などの技術的内容と 

整備要領を解説したものです。

下記資料と併せて，本書をご熟読の上サービス並びに販 
売活動にご活用いただきますようお願い申し上げます。

51=1111131^1^ 電気配線図集

3八只 新型車解説書

3八㈣八尺 整備解説書（上）
3 整備解説書（下）
5八只 電子制御装置

トラフ'Vレシューティング

3八㈣八只 電気配線図集

3八㈣八只 新型車解説書，
整備解説書(乙？6車）
新型車解説書

3八難八只 整備解説書
3八㈣八尺 電子制御装置

トラフ、'ノレシューティング'

3八河8八尺 電気配線図集
新型車解説，整備解説書

5八1\18八11 電気配線図集

，93-12 乂7301八 

’ 90-3じ7271入 

’ 90-3 07271八 

，90 - 3 07272入

，90-3 ？7271厶 

，90 - 3义7271入

’90-7 117273八 

，9卜9じ7281厶 

’9卜9 07281厶

，9卜9 ？7281八 

’9卜9又7281人 

’92-10 117291八 

’92-10又7291人

なお，本書の内容は’93年12月発売の車両を基に作成して 
あります。車両の仕様変更等により今後の車両と内容が 

一致しないことがありますので，あらかじめご承知おき 

ください。今後，仕様変更などがあった場合には，テク 

ニカルインフォメーシヨンその他でご連絡いたします。
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開発の狙い/主な改良^変更内容

1-1團発の狙い -

90年3月発売のサンバー660は，今回3度目のマイナーチェンジにあたります。本年改では新市場の開拓お 

よび店頭への集客力の強化を狙いディアスクラシックを新規展開するとともに，低価格車の展開および市 
場要望に基づく商品改良を開発の狙いとしました。

1 -2主な改良，変更内容
〔1〕車種展開

(1)「ディアスクラシック」の展開

ーディアスクラシック」は，軽1^01車唯一の4気筒エンジン搭載によるスムーズな走りやスタイリッ 

シユなデザインが好評を得ている「サンバーディアス」のシリーズモデルをベースに，‘50年代のボン 

ネット型車両をイメージさせる外舞見にリファインしたもの0また，外観と同時に内装も「趣味の良い上 

質さ」をもたせ，仕事も遊びもおしゃれにこなせる新ジャンルの160叉を基本コンセプトに，デザイン 

上の「おしやれ感」「面白さ」と機能性の両方を満たす新感覚の1301カーです。

サンバーディアス，クラシック

く車種構成〉3型式〔2獨0 (5麗4双0(5腿1)〕
ぐ主な商品仕様〉
ディアスエクストラー3をベースとしていますが，以下の仕様が専用となっています。

1)外観
^専用フロントまわりデザイン（クラシックタイプ）

〔フロントパネル，フロントバンパー，グリル，ヘッドランプ〕

#専用2トーン塗装〔クラシカルグリーン/クラシカルアイボリー〕

-Vヤクォーターブラインドパネル 

-クロムメッキ大型ドアミラー 

#クロムメッキリヤゲートカバー

- 塗装ホイールリム（アイポリー〉十センタ1ーキヤッブ 

鱗リヤクラシック ラベル
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主な改良，変更内容

2)内装装備 ..，：:

-専用トリコットシート

，クロスアクセント公モール付ドアトリム

- 2本スポークソフトステアリングホイール（ウレタン）

-スピードメータおよびヒータコントロールバネルのホワイトブリントイ匕

(2)その他の追加車種

① トラックダロ3スペシャル（標準ルーフ2^0/4^0 51\1^

廉価さを重視した車種として，展開しました。

く仕様〉311)に対する変更仕様 

-丸型へッドランプ

-運席シートスライドなし，助手席アシストグリップなし，トリップメーターなし，助手席側ドアキー 
ロックなし，ドアポケット（運席）なし

② ディアスエクストラー3サンサンルーフ（2肌） 5町/ぢ(:界）

現行車での特装車（ディアスェクストラー5サンサンルーフ）を，標準展開車としました。

(3)車種整理

車種の改廃により，簡潔な車種体系としました。 

ぐ廃止車種：下表の23型式〉
車型 駆動 ルーフ グレード 丁/^ 車型 駆動 ルーフ グレード 谓

トラック 2^0 標準 3方開30父3(： 51^丁 バン 4^0 標準 2シーター郵政 51^11

4^0 3方開営農スーパーカスタム 5^1 ハイ 2シーター郵政 5^1

2, ハイ フロア付シャシー 5^/1丁 N11子梯子格納30

キャブ付シャシー 5^ - “打子梯子格納30 5^

パネル
バン

2^0 ハイ 3101^6 51^11 ディアス 2, サンサン ディアス 51^11

郵政 51^丁

4^0 郵政 51^11 ハイ ディアスII 5丁

バン 2^10 ハイ 3^ 日〇乂丁 巳〇ソ丁

3^ 50 5闡丁 4西0 サンサン ディアス 5从丁

4^0 30父80 5ば^ ディアスパワステ 51717

2^0 標準 2シーター郵政 51711 ハイ ディアスII 日〇ソ丁

ハイ 2シーター郵政 51^1



主な改良，変更内容

〔2〕安全対応

(1)沾8装着車の展開（ディアス2サンサンルーフ4界〇

急制動時あるいは雪道などの滑りやすい路面でも，車輪がロックせずより確実な制動性能とステアリン 

ダ操作による危険回避を可能とする4輪アンチロックブレーキシステム（仙8)をこのクラスに初めて 

展開しました。

このシステムは，4輪全てにセンサーを設け，対角2輪（対角2系統配管）毎に油圧でコントロールす 

る方式を採用しています。

(2)内装材の難燃化の拡大（全車）

シート，トリムなどにも難燃化を実施しました。

難燃化の部位 難燃化の部位
シート

セーフティビロー

#シートベルト

ルーフトリム

アームレスト

ドァトリム

关サイドトリム

力ーペット

マット

サンバイザー

サンシェード
#ホイールハウスカバー

#ステアリングセンターパッド

#印は，既難燃化の部位を示す 〇

(3)シートベルト未装着警報ランプの採用（全車）

運転者がベルトを装着するまで連続点灯するウォーニングランプをメーター内に設けました。

タコ無しメータ タコ付きメータ

11(111(1 I

(111 II
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主な改良，変更内容

〔3〕機能および商品性の改善

(1)ラジアルタィヤ装着車の展開拡大

市場要望により，バン80乂にもラジアルタイヤを装着しました。
これにより，バンのタイヤは3丁0および郵政車を除き全てラジアルタイヤ装着となりました。

⑵フューエルリッドオーブナーの採用（トラック8丁0スペシャル及び81！)を除く全車）

給油時の便益性改善のため，運転席からリッドを開くことができるオープナーを装着しました。

(3) トリップメーター装着車の展開披大

トラックおよびバンの8丁0, 80X (赤帽車を除く）に，トリップメーターを装着しました。

(4) リヤビューミラーの前方可倒角度の変更（赤帽車を除く全車）

後方からの衝撃に対し，前方に十分回転できる形状に変更しました。

前方可倒角度55度（従来車15度）

(5) エアコン新冷媒の採用

自然環境保護のため，新冷媒（11134。を採用しました。
コンデンサーの容量アップにより，冷房能力は従来車に比べて遜色ありません。

(6) ブルーガラス（フロントガラス）の採用拡大

バン（赤帽車を除く）のフロントガラスにブルーガラスを採用しました。

(7) カセットラジオの採用拡大

2スピーカーのカセツトラジオをディアスエクストラー8 2胃（サンサンルー 

フ）にも採用しました。

(8) 照明点灯時消音式バックブザーの採用（赤帽車専用）

照明点灯と運動させてバックブザー音をストップさせる機構を採用しました。
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主な改良，変更内容

〔4〕その他の主要変更点

(1) インヒビタスイッチの取付位置の変更（瓦〇冗)ヴィヴィオ系との丑〇冗システム共通化の為，インヒビ 
タスイッチをセレクトレバー部から，トランスミッション側へ移動しました。

(2) フルタイム4评0〜2^切換機構の廃止

変速機前部に設置の4胃〜211)切換機構を廃止しました。

これにより，車検時などテストローラー上でテストを行なう場合にはフリーローラーが必要となります。

(3)ステアリングギヤレシオの変更（全車）

全車統一のギヤ比に変更しました。
これに伴ないハンドルの最大回転数が変更となります。

新型 従来車 ハンドルの最大回転数

一般車 23.0 19.8 3.8回転—4.4回転
パワステ車 23.0 18.8〜22.7 (バリアブル） 4.2回転—4.4回転

(4)フロントスタビライザー採用車種の削減および仕様変更

ディアス系以外の車種（赤帽を除くトラック&パネルバン）の装着を廃止しました。

又，ディアス系のフロントスタビライザーの径を《18111111に変更しました。（従来車ダ21111111)

(5)タイヤ仕様の変更（トラック8丁0) 

リヤのタイヤ仕様を変更しました。

フロント 5.00-124叩

リャ 5.00-12-6？！^ 従来車は，フロン リヤとも5.00必4？11

(6) フロントアンダーガードの廃止（从を除く 4评1)全車）

(7) 七ンタアンダーカバー及びエンジンルームカバーの採用

，トラック全車及びバン.デイアス系のエアコン付車を除く全車にセンタアンダーカバーを装着しました。 

- 80車，，エアコン付車を除く全車にエンジンルームカバーを装着しました。

(8) 荷台ゲートフックの個数変更（トラック）

-赤帽車は，サイドゲードフック（内側）を4個に変更しました。（従来3個）

-丛を除く車種は，リヤゲートフックを2個に変更しました。（従来3個）



主な改良I変更内容

(9)フルホイールキャップのナットデザイ部の採色廃止。（フルホイールキャップ装着車全車) 

色差しを廃止しました。

(10)シート表皮材の変更

-表皮の柄（デザイン）を変更しました0 (トラック，バン，ディアスII .80,ディアス系) 

，ヘッドレストの表皮を変更しました。（営農車を除くトラック，パネルバン，バン81)1，赤帽）

-フロント回転対座シートのマチ部にレザー表皮を採用しました0 (デイアス11)

(11)フロントシートベルトの変更（バン，ディアス系全車）

ベルト長（バッフル側）を，240111111に変更しました。（従来車270111111)

(12)内装装備の改廃

，フロントシートバックレストポケット（助手席）の廃止。（ディアス11)

-リヤサイドアームレスト廃止。（ディアス系，エクストラ8)

-助手席ドアポケット廃止。（トラック，バン全車）

，後席灰皿（コンソールボックス）廃止。（ディアス，ディアス2)

-運席乗降用グリップの廃止。（赤帽，営農を除く全車）

，助手席乗降用グリップの廃止。（ディアス，ディアス11)

，リヤトレイの廃止。（トラック30又31)1，3〇..キャブ付シャシ，フロア付シャシー) 

-後席ヒーターの廃止。（ディアス，ディアス11)但し，〇卩取付けは可能

(13)ストライプ装着の削減

-「ェクストラ8」ストライブの装着をサイドのみに変更。（ェクストラー8) 

-「01郎2」ストライプの装着をサイドのみに変更。（ディアス11)

(14)ラベル装着の削減

，ディアスおよびディアス0以外の車種には，ボディサイド面への装着を廃止。 

-「瓦071」ラベルを全車廃止。（丑〇冗）

(15)エアベント機構の廃止〇 (从) 

一般車と同仕様にしました。
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1 一3 車両.エンジン.トランスミッション型式一覧

臞型式一覧表（特販車を除く)

エンジン 義 痛 —^ % 9 霧1 グレードホァづ 車両型式 駆動方式 トランス 
ミッション

車両型式記号 〇？
コード

類別区 
分番号

\

I
11

一方開
眷參導鲁4參#籲攀馨餐參馨錄睡暴#蠢摯參参.鬌
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:11 似
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-

三方開
50乂 17コン付 ノノ 3跗 121

ラ1
1

フ 50 50乂 5[: ノノ 321 051

！
1

(

似
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I 4
ハィ
ル-フ

1
1

50乂 5町 ^53132^ 061

: 50乂 17コン付 ノノ 321¢ -人乂 200

ク
矗

510 1(5403^ 010
1

1-
1 標 510スペシャル ノノ 35尺 160
: ( 準' 50父

#
ノノ 32“ 031

1 ル
5パ柳

50乂 173ン付 )) 32以 090
(

1
:

I
三方開

50乂卩ホイ-ル+1}?フロック ノノ 32付 031
|

) フ
50

皿5 [: ノノ 32^ 041

|

， 1 50乂 5¢ドホイイ1+只デフ0ック 个 041

ハ
イ

| 弧 「ぃ 腿32？1 061

ル
| 50乂 17コン付 个 140

一者V今.4泰參嫦|

1
フ

: -
50乂ドホイ-ル十1^デフロック ナ -狀 061

パ
ネ
ル
ノ弋
ン

㈣…響…攀，

ハ
イ

1
1
\

2卵 510
5141 狐81材

,籲參癱鬱擊镛鲁釁#99翁勢，费參丨镰搴擎聲，

210

ル
1

—
ど[:VI ノノ 81入 590

フ 卜， 5パ柳 510 5レ5町 腿8州 190

撰
準
ル

1

2シ+
:

$10 卿5指 010
1) 11

: 4シ+
1\

卜03
5丁0 5町 ガ511*1 030

バ
1

フ
2即

50ズ )) 52^1
導#龜鲁鲁參鲁參春着#.鲁###摯譬曹禱馨#，
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#\ 2シ+ 510
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/ \
イ
ル

1
フ
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1 50 50乂 5。 ；； 5孔 112
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車両.エンジン.トランスミッション型式一覧

類別区 
分番号

010

020

250

031

121

051

車両名称

スバルサン/丨-トラック5了0 —方開標準ル-フ
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エンジン型式

ノノ 7乂04人0

トランスミッション型式
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十

个
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丁8401仙5入0

フロントデフ
型 式
(識別記号）

主要装備
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〇

フリ 
-ホ 
イー 
ルア 
クス 
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スバルサンバ-バン5丁0 2シ-夕-標準ル-フ

)) ⑽4人0
驗零#秦暑馨，霉，鲁#着#钃0讎齡謬霉鲁看參鲁鼸響糠####雖

//⑺組〇

)) 0心4六0

丁8401以3入0
I镰蠢籲鲁籲籲鲁奉#######.#籲#參#鲁蠢鲁唇##纏#齡籲

16018“八〇

頂80“八3人0

乂1(酬

4シ-夕| \

50\

0

060

860

092

272

112

十 个
510 2シ-夕“；丨イルづ

丁8401鼷3八0

50乂 4シーター

さわやか I

孤5¢ 个

)) ⑺似人〇

ノノ （:乂似人八

/; 丫乂04八0

11601大ん3人0

丁8401隱〇

〇

回
転
対
座
シ-

-トー

八
8
3

::

—一

—

::
卜:

！

—

厂…一.

—
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車両.エンジン.トランスミッション型式一覧

1 ，ホデイ 車両型式 エンジン 駆動方式 グレード トランス
ミッション

車両型式記号 0？
コード

類別区 
分番号

！，^ 31*0 圆51付 020

パじ
4シ-夕- №4

5パ4卯 狐52以 062

ンけ さわやか 个 -丫八
鲁鲁譬鲁看鲁^蠢離##鲁鲁參秦##き馨龜參#，

232

丨フ 50 ドパ㈣ 50乂 5。 五[:VI XV41525
馨讎鼸き泰參#馨參秦礫#鲁鲁鲁儒癱儒#參#鲁.

082

0！&3 Iクストラ5
5町 XV315514 132

ノノ 55八 510

0！&3.クラシック
5町 ノノ 5711 680

デ ハ
ツ-—

ノノ 57八 690
^111)

ガ05^1 -“ 570

ィ ィ
01&3 Iクストラト5サンサンル-フ

卞 -狀 570

580

ァ ル 1 -灯 580

50 01&311サン步ントフ
5町 乂乂3隠 -奵 411

ス 1 ガ061 421

5/14^0
01^5 Iクストラ5 041^ 112

フ 01&3クラシック ガ57付 500

01&5〇 ガ56只 132

V - 04
〇1^5〇 Iアコン付 \ -々X 271

01妨11サンサンルーフ 041X61？ 331

50 7/14^0 01^2サンサンル-フ回転対座シ-卜 -几 331

01狂3立サンサンル-フ八85 十 331

01&3 0サンサン)トフ XV41065 341

01&50サンサンル-7回転対座シ-卜 个 341

4

01^30サンザンル-フ人85 ！ 341

58：標準ルーフ

1-10



車両.エンジン.トランスミッション型式一覧

1110メ-力-オブシヨン

類別区 
分番号 車両名称 エンジン型式 トランスミッション型式

フロントデフ
型 式
(識別記号）

主要装備

X
ァ

ン

パ
7
ス

フリ 
-ホ 
ケ 
ルア 
クス

リセ
デフ
07
ク

サン
サン
ル-
フ

回
転
対
座
シー
1.

人
6
3

020 スバサンバ-バン耵04シ-夕-標準ル-フ5/了 4卵 谓〇題入〇
ル- 卜

062 个 50X1 ハイルーフ 个 1 个 个

232 个 さわやか个 个 个 す
#き镄孀癱鬱#礞看龜泰鲁癱翁###痛#，#.#傷##春###蒙管#攀響#，攀#拿##聲管##孀

\ 个 〇

082 す 30义5¢ 个 ち仙7丫乂04八0 打401？85八0

132
ディアス01^3 ”ストラ5パイル-フ

)) ⑺似八〇

510 ； )1 ⑽4八〇. 丁8401麵0

680
个01&3クラシック 十

ガ[:州4入0 麵題太〇
譬鲁導攀擎鲁擎髻.警碡 鬌1鲁鲁串參參蠢響#鑭

690 )) び04八0 丁8401眶0

570

个01&3 Iクストラ5サンサンル-フ

// ⑺似八八 ぴ60“八3八0 〇

570 1)⑺“八〇 1 个 〇 〇

580 /; ⑽4八八 丁8401麵[: 〇

580 ))[:乂04入[: 个 〇 〇

411
个01&32サンザンルーフ

)) パ⑽八〇 び601八83八0 〇 〇

421 /; 丫丫04入0 丁8401麵0 〇 〇

112 \ 0183 Iクストラ3 5パ4卯 /; び04入0 口6018ん4人0 VII酬

500 I 01&3クラシック 个 \ 个 个 馨

132 \ 01&30 卩/丁 4卯 測〇?麵綳 17601。画 十

271 个0！狂3〇エアコン付 十 V 八似人八 个 \ 〇

331 个0ヒ3〇サン步ンルーフ 个 )) 个 个 〇 〇 〇 〇

331 个〇卜30サンサンル-フ回転対座シ-卜个 个 个 个 〇 〇 〇

331 个〇1&3〇サンサンル-フ化5 个 个 \ 个 〇 〇 〇 00口

341 | 01&5 0サンサンル-フ 个 已付07"〇4入0 測1？85六(； 〇 〇 〇

341 十0卜311サン兮ンル-フ回転対座シ-卜す 1 个 个 〇 〇 〇 〇

341 个0ね3〇サンサンルーフ八85 | \ 十 个 〇 〇 〇 卿丄
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車両.エンジン.トランスミッシ=1ン型式一覧 

II型式一覧表（特販車；赤帽，」众，N11)

1？(^
№3

50

三方開

50

赤帽 1(531301^

2对0 赤帽
5町

ガ 300

赤帽5¢
5町 )) 301(

^ 7フロック付

5パ棚

^フリ-ホイ-ルアクスル付

特別防錆8

コンテナ対応鳥居

#人/〇

限定私.

“スペシャル

ドパ柳 ^ 50

だ(:VI ノノ 3乩

乂5403八以

个

I

\

071

071

081

091

一似

七

-11

だ1十5町

漏3卵

ノノ 35尺

ぢ[:VI ノノ 3八5

IX

031

031

031

031

031

090

031

160

051

トバ3 50 2卯

赤帽
，擊##擊齡嬸#讎讎.秦藝#讎馨#看##蠢蠡癱

赤帽5¢

5町

1^0 赤帽び〇 5町

V - "4 5パ柳 赤帽 E^^1

03し8⑽

ノノ 8孔

231

630

ノノ 800 231

XV札卯付 211

N17
トパ3 2肝0 5町

N17人/〇

N11
卜綱 5パ棚

赤帽

狐5⑽ 052

)) 5⑽ 251

腳58以 032

XV 札51^ 051

ハイ
ルー

似

1？0
5パ棚 〖1^+5町

)) 300

071

071

服：ル(；トフ

ホディ 車両型式 エンジン 駆動方式 グレード トランス
ミッション

車両型式記号 0？
コード

類別区 
分番号

ル
—
フ

ラツク

有方両

む

1

於

標
準
ル
—
フI

服

バネルバン

V

ン
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車両.エンジン.トランスミッション型式一覧

鲁 主要装備

類別区 フロントデフ X パ フリ リセ チン 回 八
分番号 車両名称 エンジン型式 トランスミッション型式 型 式 ァ フ -ホ 71 步ン 転 6

(識別記号） フ ス イー. 0フ ル- 対 3
ン )17 フ 座

クス シ-

071 スバ㈣ンバ-トラック赤帽 三方開ハイルづ £N07[:州400 誦遞八〇
-ル 卜

071 ナ 赤帽1^(3 个 ノノ ^400 个

081
I 赤帽5¢ 个

))八”400 頂601八83人0
9秦鲁#癱攀拳.攀黎鑭 響響.馨學.癱義霧奉籲 ，譬華聲參#参.##4 豢訾镳齡.镰秦鲁鲁蒙讎 癱擎讎纖搴磨學畚攀#籲

091 ノノ XV0400 麵1舰0

031 \ ^三方開標準ル-フ5パ4仙 ノノ 071)480 丁服018六4入0 丫1(麵
镛籲籲鲁鲁籲鲁癱馨蠢蠼 蠢豢蠡春###零#華鑛 鲁等零鬌#響攀譬攀零攀

031 个び八デフロック付 十 个 ))480 个 〇

031 す #フリ-ホイールアクスル付个 个 ノノ 18人400 乂1(び81) 0

031 I』八特別防錆8 个 \ ガ18人400 个 0 〇

031 个# 3：/テナ対応鳥居十 个 ノノ 腿入〇 V綱以

090 ； 今ぬ/0 个 丑仙7以1)48入 十 \
癱馨.曝#擊參#夢蜃确

〇
费籲雖響#聲聲擊動#1

031 个限定#. 个 ノノ 圖480 个 个

160 个』八スペシャル | 十 个 个

051 个」八50三方開標準ル-フドパ4界0 打401？85八0 窗〇汉

071 个赤帽三方開ハイル-フ5パ4界0 )) 071)400 11601884入〇

071 ^
胃翁###詹參嘯##.蠢蠢馨暑，#譬擊.擊钃

个赤帽1^(5 个
馨馨着#####鞭鲁鲁#修參#曝#######奢###.會鲁豪镛#學##擊畚##籲馨#9籲零###罾镳警署參#####4鲁書##龜籲#癱馨—秦癱拳，籲龜赢争攀塵饞學廛警譬龜學攀參馨麵謇摯癱拳麵看.論曹會倉售翁蠢會謂

ノノ 1^1)400
癱鲁蠢镰#詹龜#寒###鲁鲁馨蠹馨專#拳藝##鲁蠢#參秦籲蠢蠢蠢毳#薷雜娜奢#畚蠢籲秦參離箏籲|

)1麵八〇 \
擎鲁.#鲁暑..參蠡，

231 スバルサン;トバネル/じ赤帽両方開ハイトフ ))(:丫财〇〇 漏態人〇

630 个 赤帽5[: 个 ))XV0400 18401眶0

231 个 赤帽个 ；；醒〇〇 髓1賴1)

211 \ 赤帽両方開八イル-フ5パ4肋 ))⑺11400
#.9馨春.##############拳###暴着#####き####響###攀暴參籲擎#钃

601884八〇
馨馨#參嫌#####參#參鲁#####秦鲁#參籲鲁#善##饞暴秦蜃擎籲擊蠢###^

71(园
參参###礞###黪4 鲁擊零###等##攀鑭 籲藝讎眷鲁#馨暑傷磨.

052 スバルサンバ-バンN17 4シ-夕-標準ル-フ ” ⑺“人〇 讓〇福八〇

251 个 N17八/〇 个 ))[:ヅ似入人 个 〇

032 个N17 4シ-夕-標準トフ5/丁 4即 ノノ⑽4人0 口601884人〇 乂1(誦

051 个赤帽4シ-夕-ハイル-フ5/丁 4即 1 1 1

1-13



車両.エンジン.トランスミッション型式一覧

I車両型式記号の説明

入…2卵五(:VI

卜见5速4^0+30 

尺"；速2…0+30

レ.. 2^0瓦抓十3〇 
N…5速2^0 

N…EL5速4^0

シ^5X0スペシャル

1-511)

2…狐

330又クラシック 
4…〇ね5

5…〇ね5,エクストラ3

6…0丨站11

7“ -1)1^8#クラシック

〇…郵政

0〃#0八6付シャシ

1----- 方開

3ソ.三方開 

5…5ドア

〇…標準ルーフ

3-660 2^0

8…トフック 

尺…軽シリーズ

ド…好/丁 4肌)だ乙5速

1(- F/T 4貿 1^5速 
+ 30

3-^/14^0五〇ソ丁
+ 50

丘…フロア付シャシ 

ド…)八0八8付シャシ 

0…赤帽

9…ミニハンディ（:
I…ミ丁〇 2シータ 

尺…郵政2シータ 

し…赤帽2シータ 

IV[…了八スーパ-奴タム以3 

…限定！A 
ド-ゅ丁丁梯子格納 

丁，“低床0ム8付シャシ

8…パネルバン 

〇…サンサンルーフ

，“ノ、イノレーフ

4…660 4觀

ゾ…バン，パネルバン，

0133

マ…平成2年排出ガス規制適合車
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車両.エンジン.トランスミッション型式一覧

エンジン型式記号の説明

0 :八/〇,卩/3なし標準 8 :ド/3付
八：八/。付 

八：標準 8 :
0 :八/〇 +卩/已付 

0 :赤帽

1 — 2 — 3…本書では2, 3, 4を使用 

0 :尺尺2界〇瓦〇又丁 I； : 5/14—1) 51\11

V :卩/丁 4腳51\1丁

尺：F/T 4\\^)

X : II 只2^0 51\1丁

V :商用系

0 : NA.キャブ'レータし：匕尸〇
V : 50.芭腿

07 : 66000 

N1軽系4気筒

五：エンジン（注）3/丁 ：セレクティブ

卩/丁 ：フルタイムの略号

トランスミツシヨン型式記号の説明

八：標準 8 : 001サークリツプどめ
(：：00了サークリツブどめ十インヒビタ5^付 
0:00】サークリツプどめ十セレクトレバー 

ボリュウームし？
八：標準 0 :デフロック十フリーアクスノ咐 
6 :デフロック（〇/し）付 
0 :フリーアクスル（八,）付

1—2 —3 —4本書では2, 3,4を使用
[八：NA*キャブレータエンジン 
6 : 30瓦1\1？丨エンジン

0:赤帽用エンジン
^ : 5^ ^ 2^0 
6 :圮乙十51\1丁3灯4：腳 
0 :…〇 
N1 圮〇乂丁 11112-0 
？:五〇ゾ丁 ¥11： 4^0
，:サンバー660系トランスミッシヨン

60 :1\1丁（メーンシフト〜ドラピン間）
40 : 6(:VI(プーリ芯間〈140〉を下2桁で表示）

8 : 2^0 [〇乂丁，河： 2界1) N11：，V :ド/丁 4^0 
I :卩/丁 4^0五〇乂丁，界： 3/丁 4^0 ^

丁：トランスミッション

く
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打刻番号の位置

トランスミツシヨン製造⑸〇.ラベル
(例） 5 717 4 5 、

トランスミッシヨン型式ラベル

(例）观601ん\3他

籲エンジン型式（錡出し）

(例）丑順

(シリンダブロック上面)
籲エンジン製造N0.(刻印）

(例）10 .18 8 3 5

車台番号（刻印）
^83-083001黒皮のまま 

(右側フレーム外側面中央）

圓打刻開始N0.

く車両〉 くエンジン〉 くトランス ミッション〉

^5 3 083001 £N071018835

^5 4 180001 〈注記〉 丁界60 ^ 571745
^3 118401 迟以070(キャブ、)，£N077 17 60,
XV 4 099001 (スーパチヤージャ）の区 丁 8 4(^

卜603039
分なく混合連番で採番し TT40^

ている。

〈注記〉マニアルトランスミッションは，丁1\160，
丁墀60, 丁丫60は， 混合連番，ぉ〇ン丁系は，

丁640, 丁丁40を混合連番で採番している。
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1-8 車検時の測定要領
フルタイ厶4^/70車測定時の注意事項

フレーキテストふスピードメーターテスト（1^1丁車、E0V丁車）------------------------------------------------ --

従来車では，継続検査，点検整備，および故障時に於ける被けん引時に2輪駆動を必要とする場合，手動での強 
制4^00 2^1)の切換え装置を設けていたが，今回の年改車はこの4…〇¢=>2界〇切換え装置が廃止されたので， 
以下車検時等の対応，注意事項などの要点を記す。

注意

車検時のブレーキテスト，およびスピードメータテストは，最小限1軸フリーローラ設備上で行なうこと。

ぐブレーキテストン

⑴

⑵

サイドスリップテスト終了後，ブレーキテスタ手 
前で一旦停止する。
前輪がブレーキテスタ，後輪がフリーローラー上 
になるようにセツトする。

⑶電光板指示に従ってブレーキペダルを踏み，ブレ 
ーキの引きづり，および前輪制動力の計測をする.。

注思

車輪ロック付近で車両が後方にずれ，テスタおよび 
フリーローラから外れることがある。ブレーキぺダ 
ルを踏む前に後方に人がいないか安全を確認するこ 
と。後方にずれた時は，ブレーキペダルを踏み続け 
ること0

(4)次に車両を移動し，後車命がブレーキテスタの手前 
となる位置で停止し，後輪をブレーキテスタ，前 
輪がフリーローラ上になるようにセツトする。

リ
-口 4

ホイールベース
フレーキテスタ

⑸指示に従ってブレーキペダルを踏み，更に駐車ブ 
レーキレバーを引く。ブレーキの引きずり，後輪 
制動力，および駐車制動力を計測する。

注意

この時，車両がずれることがあり。前記⑶注意参照

ぐスピードメータテストン

⑴ ブレーキテスト終了後車両を移動し，後輪がスピ 
ードメータテスト手前となる位置で停止し，後輪 
をスピードメータテスタ，前輪がフリーローラ上 
になるようにセツトする。

(2)車両を直進状態にして，ステアリングホイールを 
軽く保持し，車両のスピードメータが40ヒ1/11を 
指示したら，所定のスイッチを押す。また指示に 
従ってブレーキペダルを踏み，スピードメー タを
検定する。

注意

テスタのモータ出力不足により，401011/11に達しな 
い場合がある。その場合には，テスタをモータ駆動 
から，自動駆動に切換えて貰い，エンジン出力によ 
って加速し検定を行なう。

⑶以上テスト終了後車両を前方に移動し，フリーロ 
ーラを元の状態に複元する。
以下へッドライトテスト等通常の手順と同様に行

く参考〉
-フリーローラのセッティングが3回必要となる。 

ホィールベース相当距離にセットするため，
巻尺，チョーク等を準備する。‘

，フリーローラの軸は，車両の横方向へのずれや， 

片効き等を防止するため，各テスタのローラと平 
行になる様にセッティングする0
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2 エンジン
変更項目のみ記載，記載なき項目は， 
^2-10新型車解説書，整備解説書を参

照下さい。

2-6 エアインテークシステム

1構造.作動.......................................................... 2-2

フロントエアインテークダクト..................2-2

エアクリーナ.........................................  2-3

2-7 - 8 フューエルシステム

1構造.作動.......................................................... 2-5

卩I用日〇じ.................................……2-5
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国主要変更点

(1)クラシックカー展開に伴い，フロントマスク新造形に合わせて，フロント.エアインテークダクトを新設。（ク 

ラシックカー専用）

⑵5 0 VI車のインヒビタ3界が[上部へ移設された為,エアクリーナ取付寸法を上方へ移動。

⑶上記に関連してホースエアクリーナの形状寸法を変更。同じくエアクリーナステー取付寸法を変更。

(4)八8 5車の展開に伴い，丨用玨〇1！は八33強調制御の他，八：8 3関連制御を追加し新製。

⑸雨中走行時や水溜り走行時等に於ける点火系の信頼性を高めるため，I 0コイルカバーを新設。（全車）

⑹デイストリビュータ換気ホースをデイストリビュータ本体にクランプ止めし，サービス性を向上。（NA車）

⑺八3 3車の展開による叼3\4？丨用芯〇1！のシステム内容変更に伴い，「電子制御式燃料噴射システムートラブル 

シューテング」を八5 3との関連を取り入れ，トラシューの内容を変更。

(8)八3 3車の展開による用兄011のシステム内容変更に伴い，セレクトモニタカートリッジを新設。
カートリッジ部品番号（新) 498349800



~0 ェアインテークシステ厶

圓構造，作動

纏

フロントエアインテークダクト（クラシックカ

クラシックカー展開に伴い，フロントマスク新造形に合わせて，フ〇ントエアインテ 

一専用に設定した。

〈クラシックカー》

クダクトをクラシックカV，，旧，

① フロントエアインテークダクト
② フロントェアインテークブーツ

@フロントエア

インテークダクト 
(|)フ〇ントエア

インテークブーツ

クラシックカー専用として

形状を変更して新設した。
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ェアインテークシステム——構造.作動

エアクリーナ

〈変更内容〉
远〇マ丁のインヒビタ5评が，車体のセレクトレバー根本部よりトランスミッション上部への移設に伴い，イ 

ンヒビタ3界周辺のスペースを確保するため，エアクリーナ八3 3 7取付位置を上方に5.5111111移動した。 
このため，エアクリーナ取付用ステー，およびエアクリーナホースの寸法.形^!犬を変更した。（丑〇ゾ了車のみ）

適用車種

…八〉
キャブレう？ 
5 0ソ丁車

変更後 変更前

ホース（エアクリーナ)

2矢視曲げ形状追加

2-3



エアインテークシステ厶——構造.作動

エアクリーナ

適用車種

(5〇
已I 

已0 V丁車

问八. 3 0 
日0ソ丁

全車

変更後 変更前

ホース（エアクリーナ)

~^

巧?!一11&11

一

3 0用 N八用
ステー（エアクリーナ)

3 0用 N八用

ステー（エアクリーナ)

バッテリケーブル

固定用^ 7穴追加

の

0\1(N1

ステー（エアクリーナ)

44-^2/ 44^

—，- 00
00

2—4



國構造，作動

—日，I用日（：リ------------------------------------------------------------------——-一..

〈変更内容〉

今回の年改車では，八33 (アンチロックブレーキングシステム）機能が新展開されたことに伴い，冗V？1 
用圮011システム内容の変更，およびセレクトモニタカートリツジを新製した。

項 目 主な 変更 内容

1用

已011

-バン用巳011 (2 2 611冗八3 9 0)新製 

-トラック用已011 (22611仄八380)新製 
-八：8 3作動時の協調制御追加 

-八3 3作動時の減速時燃料ヵット禁止制御追加 

，，3作動時のI3 0全開制御追加

，5作動時ドI〇〇 〇Nによるアイドルアップの追加 
-八3 3作動時八/〇のコンブレッサカットの追加

セレクトモニタ用 

カートリッジ
(新） （旧）

498349800 498348900

フューエルパイプ？（に^卩I

〈変更内容〉

迟0 V 了のインヒビタ5诃が',車体のセレクトレバー根本部よりトランスミッション上部へ移設に伴い，フ 
ーエルパイプ？の取付け寸法を変更した。

〈変更後〉 〈変更前〉

パイプ形状変更

1 \\

―1

長穴化

2-5



2— 12 エンジンエレクトリカル

圓構造‘作動（ 2 )点火装置
-——イグニツシヨンコイル    --------------- -——

〈変更内容〉
雨中走行時や水淄り走行時等に於ける被水を防 
止して点火系の信頼性向上を図るため，イグニッ 
シヨンコイルカバーを新設した。（全車）

〈構造〉
イグニッシヨンコイルカパーはブラスチック製 

で，I 0コイル下側からのはめ込み式で，ワンタ 
ツチで組付け可能な構造である。汉及車用と3 
0車用の2種類設定。

(注）本図は顺車用を示す。

——ディストリビュータ（1\！众車）一一----------- ----------------- ----------- ------------------------------- ——--------------------

〈変更内容〉
お八2—0車およびが八赤帽車に使用している三菱製ディストリビュータの換気ホースを，ハイテンション 
コードクランプ止め方式からデイストリビュータ本体への一体止め方式に変更し，サービス性の向上を図っ 
た0

〈変更後〉 〈変更前〉

2-6



国電子制御トラブルシューティング準備品

〇! スバルセレクトモニタ
3

5 丁
2 (力一トリッジ498349800)

5丁一 11

サーキットテスタサーキットテスタ テストリード,線

(アナログタイプ） （デジタルタイプ） ワニロクリップ

身
右.，レ

57—12

オシロスコープ

3

フローブ

計器
5丁 一 13

燃圧計

工具

その他

5丁一14

脅 コンパウンドゲーシ 

(ニッサルコ£61508)

3丁一 15

辽〇じ入出力信号や制御データを 

モニタし，不具合系統の診断を 

行う0

各電圧，回路抵抗測定

各信号波形観測

燃料圧力測定用

過給圧測定用

ターミナル圧着ペンチ コネクタ端子の修理

〇
5丁 一 16

聴診器（サウンドスコープ) ンジヱクタ作動音点検用

5丁 一 17

クリップコード（このようなコードを自製しておくと点検時に便利)

|\\
点検時の回路ショートや電源供 

給時に使用。

3丁一 18
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システム全体図

國システム全体図

已171卩1システム全体図

-電気経路 

^空気経路 

'—燃料経路

3丁一19

2- 8



システム構成表

國システム構成表

区

分

構成部品 機 能

燃
料
噴-
射
制
御

点
火
時
期
制
御

ア
イ
卜

ル
回
転
数
制
御

フ
ュ

1
エ
ノレ
ポ
X 一

プ
制
御

3：
I7
コ

制
御

白
己
診
断
制
御

入
力
信
參口
I

ン
サ

ラジェータファン8… ラジェータファンの作動を検知する。 〇 〇

へッドランフ3^
し〇 ヘッドランプの点灯（口ービーム）を検知する。 〇 〇
N1 へッドランプの点灯（ハイビーム）を検知する。 〇 〇

リヤデフォッガ リヤデフォッガの作動を検知する。 〇 〇
エアコン信号 ェアコン撕の作動を検知する。 〇 〇

クラッチ信号佐〇は車のみ） 電磁クラッチが結合状態になったことを検知する。 〇 〇

アイドル⑽ スロットルバルブ全閉状態を検知する。 〇 〇 〇 〇 〇

ヒータブロア ヒータブロアの作動を検知する。 〇 〇 〇

スロットル開度センサ スロットルのバルブ開度を検出する。 〇 〇 〇 〇 〇

車速センサ〔リード3\^〕 車両速度を検出する。 〇 〇 〇 〇
デイストリピュータ クランク角 

センサ クランク角を検出する。 〇 〇 〇 〇 〇

ノックセンサ ェンジンのノッキングを検知する。 〇 〇

〇2センサ 排気ガス中の酸素濃度を検出する。 〇 〇

水温センサ 冷却水温を検出する。 〇 〇 〇 〇 〇

吸気温センサ シリンダに吸入される空気温度を検出する。 〇 〇

圧カセンサ 吸入管圧力を検出する。 〇 〇 〇

テストモードコネクタ 1)チェックモードへの切換を検知する。 〇 〇 〇

リードメモリコネクタ リードメモリモードへの切換を検知する。 〇 〇

電動パワステ用巳〇リ パワステの作動を検知する。 〇

八83用日〇リ 旭5の作動を検知する0 〇 〇 〇 〇
制御部 巳闓円用E0リ 各種入力に応じ、それぞれの制御に対し演算し出力する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇

出
力
信
口

類

ア
ク
チ
ユ
エ

1
夕

インジェクタ#1 #1気筒への燃料噴射を行う。 〇

インジェクタ# 2 #2気筒への燃料噴射を行う。 〇

インジェクタ# 3 #3気筒への燃料噴射を行う。 〇

インジェクタ# 4 #4気筒への燃料噴射を行う。 〇

フューエルポンプリレー フューェルポンプの作動を制御する。 〇

130バルブ アイドリング回転数を制御する。氺1 〇 〇

イグナイタ 点火タイミングを制御する。 〇

エアコンド100 エアコン01^1時アイドルアップさせる。 〇

コンブレッサリレー ェアコンのコンプレッサを作動させる。 〇

チェックエンジンランプ ェンジンの異常を警告、及びトラブルコードの表示を行う。 〇

№5作動時、全開となる

2- 9



入出力図

〆インリレー

セレクト
モニタ

ラジエータ 
フアン3^
ソ

3\^ 〇
リヤデフォッ

5…昼-
ヒータブロア5西

車速センサ

ックセンサ

メインリレーアース

セレクトモニタ受信

ラジェータフアン信号

ッドライトし〇\^信号
へットフイト㈠丨す吕号
リヤデォッガ信号

ヒータブロア信号

車速センサ信号

ノックセンサ信号
アースへ

し^飞^1ノ
ィストリビュータ〇2センサ信号

クランク角

アースへ
-广し㊉

センサ I/ク,ランク角センサ信号\ 0

電動パワステ已〇1(

エアコン3诃

パワステ信号アースへ

ェアコン3西信号（エアコン付車)

已(:VI ど01)

八已5日〇リ

クラッチ信号』已…丁）

スロットル開度 
センサ

アースへ（54,1)19)
アースへ

分

水温センサ

吸気温センサ

57(520)一-----------
水温センサ信号

吸気温センサ 
信号

----- ーアースへ
(匕4ル丨9)

圧カセンサ

已〇ソ丁車接続

5ソ電源巾20)
吸入管圧力信号

|—〇 〇

アースへ（64,619)
車種識別（已…丁/附識別）

—アースへ…しN2)

センサ系アース

2-10

入出力図

巳1\；1131システム入出力図

バツテリ

777

一入力側一

リードメモリコネクタ

テストモードコネクタ

10, 3^

アースへ（1)しN2)
スタンバイ電源（バックアップ)

已(:リ電源

点火コイル

—出力.側一

616
522厂

1)17

1310
621

513

615

324

312

313

326
323

37

1)5

62
53

36

322

311

制御機能
319 チェックエンジンランプ信号

氺燃料噴射 

^点火時期

氺アイドル
回転数

氺フューエル
ポンプ

氺エアコン

518
匕6’

68 コントロ

39
ユニット

59

38

ル

1)14

32

314

315

318

317

320

33

34

520

316

325

61
612

匕19

セレクトモニタ送信

1
〇,〇,0,0 0'〇.〇-口 〇^〇-〇 0*0*0*13 
0*00.0

セレクト
モニタ

第I番気筒燃料噴射信号

第2番気筒燃料噴射信号

第3番気筒燃料噴射信号

第4番気筒燃料噴射信号

エアコンド丨〇〇 (エアコン付車)

チェック 
エンジンランプ 

(:随已呢哑
F\^0

エアコン

マグネットクラッチ 

コンプレツサ
制御信号

コンプレツサ 
リレー

(エアコン付車）
フューエルポンプ信号

130信号

フユーエル
ポンプリレー 

150バルブ

点火信号 '^〇マ】イグナイタ

5ソ電源
圧カセンサ 
スロットル開度セン勺

は〇〇側端子配列）

EIVIF)丨コントロールュ ソ

( 3コネクタ） ( 6コネクタ）

パワー系アース

パワー系アース

制御系アース

制御系アース

3丁 一 20

參讀蠢

V
參

00000
# 
參蠢孀

9

10
〇

麯鲁鲁

9
看

00000

&&&&&



入出力電圧値

国入出力電圧値

1 2 3 4 5 冬 7 8 9 10 11 12 13 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1011
14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 12 13 )4 15 16 17 18 19 20 21122

(3コネクタ) (匕コネクタ)

5丁一21
㉚ひ

57-22

コネクタ
N0.

電圧測定
4.111 ^

点検系統
電压値

備考丄山^

珊子
N0. 線色 10 5^ 01\1汩ル停止） アイドリング

1 インジェクタ#1 出力 12マ（〇孖ド） IV 以下/12乂((^70？の ^パルス幅((^時間）

11=2.0〜3.511132 0し インジェクタ#2 出力 “V ((^) IV以下/
3 6丫 150バルブ 出力 IV㈣） IV以下/127(0！^0ド的
4 丫评 点火信号 出力 IV (〇ドド） 2〜3ン，卩以下(〇⑽〇ドの
5 (⑽ 仙3信号 入力 12マ（〇ド的 作動時IV以下
6 し只 パワステ信号 入力 1V以下/4,5ゾ以上((^/〇卩ド）

1118

7 6 車速センサ 入力 1V以下/4,5ゾ以上((^/〇孖ド）
8 巳 車種識別 入力 N[1 :12火迟⑺丁 ： 0 V
9 乳 吸気温センサ 入力 20°(：:約3.5、80て：約〇フゾ
10

11 Vし クラッチ信号 入力 1が Xレンジ：“V
0レンジ：IV以下 瓦〇ゾ丁車のみ

12 只V へッドライト3翟（レ） 入力 ロービーム01^時：IV以下、〇孖卩時：12又
13 四 へッドライト3禪(N0 入力 ハイビーム01^時：IV以下、〇ドド時：12乂
14 6只 インジヱクタ#3 出力 別（(^) IV以下/12マ(01^(^ド) パルス幅(〇1^時間）

11=2.0〜3.5111315 6西 インジェクタ#4 出力 12マ（(^) IV以下/12マ((^70ドの
16 日し パワー系アース 出力 0 V

17 し丫 八/〇コンプレッサリレー 出力
八/〇 3襌（^ :12マ

〇孖孖： 0 V
八/〇 3巩（^ :1 V

: 0 V

18 し闩 ェァコン耵〇〇 出力
八/〇 3\ダ01^かつ、ヒータ0N :IV以下 
六/〇 3, 01^かつ、ヒータ〇ド卩：12又 
八/〇 3貿〇ドド ：12^

八/〇無し車： 〇ゾ 
加速時：12ゾ

19 し巨 チェックェンジンランフ。 出力 IV以下㈣) 12又（(^)

20 し8 フューエルポンプ 出力

10 5^ 01\1後2秒間 
:バ以下（〇⑽

10 5^ 後2秒以後
:12ン（(^)

1V以下

：：：1

21
—

22 し ェアコン信号 入力 ェアコン〇忖時：12% 〇ドド時：1V以下 八/〇無し車： 〇ン

23 巳「评 ヒータブロア3砰 入力 ヒータフ、、ロア01^3寺：1V以下、〇卩卩日寺：12丨
24 丫西 ラジェータフアン3界 入力 ラジェータフアン〇!^時：IV以下、〇严ド時：12乂

25 6し 八ワー系アース 出力 〇又
26 し丫 リヤデフォッガ3界 入力 リャデフォッガ〇時：12マ、時：IV以下
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入出力電圧値

コネクタ
電圧測定XIIIマ哪子

点検系統
電圧値

備考N0. 1111 マ補5子 線色N0. 16 5\^ 〇⑸化/〇停止） アイドリング
1 6 制御系アース 出力 〇又

2 西 クランク角センサ（十） 入力 0 V 電磁ピックアップ波形 丑/〇 2回転で13パルス
3 6 クランク角センサ（一） 入力 〇从
4 66 センサ系アース 出力 0 V
5 西 02センサ 入力 約〇ぶ 〇〜IV (フィードバック中)
6 只 スロットル開度センサ 入力 スロットル全閉時：IV以下、全開時： 3.57以上
7 只 ノックセンサ 入力 約2別
8 \^8 水温センサ 入力 20。〇：約3,5乂、80て:：約に7ヤ

9 丫(3 圧カセンサ 入力 約2別 約1別

1116 10 只 ユニット電源 入力 12乂
11
12 8 制御系アース 出力 〇ゾ

13 8 メインリレ^ーアース 入力 IV以下 會.

14 只8 セレクトモニタ送信 出力
15 8只 セレクトモニタ受信 入力
16 日「 テストモードコネクタ 入力 テストモードコネクタ接続時： 〇ゾ、分離時：12マ -

17 リードメモリコネクタ 入力 リードメモリコネクタ接続時： 〇乂、分離時：12乂

18 し アイドル3巩 入力 スロットル全閉時： 0 V、全閉以外：12ン

19 66 センサ系アース 出力 〇乂

20 只V 5乂電源 出力 5.2〃 圧カセンサ^スロットル
開度センサの電源

21 只 ユニット電源 入力 12从

22 額 バックアップ電源 入力 12又

2-12



フェイルセーフ機能

IフIイルセーフ機能

トラブル

コード
診断項目

^ 售參

フェイルセーフ制御内容

21 水温センサ系

鲁13(：を固定制御とする。
拳ェアコンを常時カットとする。

鲁代用値を用いて制御する。

22 ノックセンサ系 ノックコントロールは停止する。（点火は基本マップに基く）

23 圧カセンサ系
鲁130を固定制御とする。

籲代用値を用いて制御する。

24 130バルブ系

26 吸気温センサ系. 代用値を用いて制御する。

31 スロットル開度センサ系 代用値を用いて制御する。

32 〇2センサ系 オープンループ制御をする。（〇2フイードバック補正を行わない。）

33 車速センサ系
籲13¢：を固定制御とする。

拳代用値を用いて制御する。

42 アイドル3襌系 130を固定制御とする。

52 クラッチ信号系

54 吸気系 エンジン回転数1，500叩111で燃料カットする。

62 電気負荷信号系

63 ヒータブロア信号系

2-13



トラブルシューティングのステ ヅ
.0

トラブルシューティングのステ ヅ
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基本点検

⑴基本点検

電源の点検

(1)バッテリの電圧と比重測定

瞧

バッテリ電压 12ソ

比 重 1.260以上

(2)ヒューズ，ヒュージブルリンク，ワイヤリングハーネス，コネ 

クタの接続状態およびアース状態点検

勢
1)
0

5丁 一 23

—各キャップ類の点検-------------------------------------

(1) フューエルキャップが確実に閉つていること。

(2) オイルフイラキャップが確実に閉つていること。 

⑶オイルレベルゲージが巧萑実に差込まれていること。

(4)クーラントのリザーバタンクのキャップが確実に 

閉つていること。

5丁一24

チェックエンジンランプの作動確認

(1) テストモードコネクタ，リードメモリコネクタが共に分離されて

いることを確認する。

(2) 10 5\^ 0^エンジン停止の状態で，チェック’

エンジンランプが点灯することを確認する。

⑶上記の条件で点灯しない場合は

—チェックエンジンランプ

5丁 一 25

を行う
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基本点検

点火時期の点検I調整

エンジンを始動し，充分に暖機を行う。

テ又トモードコネクタを結合し，リードメモリコネクタを分離させる 

タイミングライトでクランクプーリ部を照らし，点火時期が 

基準値にあることを確認する。

スー/くーチヤーシヤへノレ

点火時期が基準値を外れている場合には，ディストリビュータの 

ロックボルトを弛めて，本体を回転させることによって調整する。

オルタネータベルト

810014°

610010°
81004°
100

#1，#4ピストン 
上死点位置

5丁一26

アイドリング回転数の点検，調整

アイドリング回転数の点検.調整は，ェンジンを充分に暖機し，

点火時期の点検.調整を行った後に行う。

-ヘッドランプ，ラジェータフアン，リヤデフォッガ等の電気負荷のない状態で;^う 
くタコメータを用いる場合〉.

(1) テストモードコネクタ，リードメモリ,コネクタ共に結合する。

(2) タコメータをセットして，アイドリング回転数が基準値 

、にあることを確認する。

〇

⑷アイドリング回転数が基準値を外れている場合には，スロットル 

ボデ'一のアイドルアジヤストスクリュを回して調整する。

リードメモリ
モードコネクタ

今(1極黒)

テストモード 
コネクタ 
(2極縁) セレクトモニタ 

コネクタ
(9極黄)

5丁 一 27

点検，調整終了後は、 
に分離ずること。

テストモードコネクタ，リードメモリコネクタ共

くセレクトモニタを用いる場合〉

(1) セレクトモニタをセツトする。

(1-2トラブルシューティングの進め方〔1〕基本作業を参照）

(2) テ又トモードコネクタ，リードメモリコネクタ共に分離した状態で

あることを確認する 〇
灯 一28

(3)セレクトモニタのファンクションコード匣12丨をモニタし，13(：の

パーセンテージが基準値にあることを確認する 〇

⑷13(：のパーセンテージが基準値を外れている場合には，

スロットルボデーのアイドルアジャストスクリュを回して調整する。

V
^
/ 

\—

/ 
\---

/

1
2
 
3

-
-
- 
-

-
V 
/
(
\
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基本点検

燃料圧力の点検

(1)燃料压力の除去する。

① フューエルポンプのハーネスコネクタを分離する。

② :エンジンを始動させる。

⑧エンジンがエンストするまで放置する。

④エンスト後，さらにスタータを約5秒間クランキングしてか 

ら16 51 〇卩孖にする。

⑵燃料圧力計を取付けて燃料圧力を測定する。

① フユ'ーエルフイルタ〜フューエルホース間に燃料圧力計

を接続する。.

② フューエルポンプのハーネスコネクタを接続する。

⑧16 3抓01^1にした時の燃料匣力を測定する。

④エンジンを始動させ暖機を行った後にアイドリング状態 

で燃料圧力を測定する。

灯 一29

リターンライン デリバリライン

燃料圧力の測定終了後は再び压力を除去してから 

燃料圧力計を取外し，ホース，コネクタ類を接続する。

アイドルバキュームの点検

(1)エンジンを充分暖機した後，スーパーチヤージヤのニツプルに 

バキュームゲージを取付ける。

⑵エンジンがアイドリングの状態で負圧が基準値にあることを確認する0
翁?^^ 縫^！？^^

:，-.， ノ〆.，パ，，レ％へ-、'、''‘一珍.、'，./ ぺンバ，^ こ.' .ゞ，/
基準値

-
’、，二：、 ハ....シ.人、ン.，ノ ソ， : .............. :、：

171丁 一350〜一470⑺⑺吨

—330〜一450⑺⑺㈠2

ぐ注記〉

-基準値はゲージ圧である。

，アイドルバキュームが基準値を外れている場合には， 

エンジン本体の機械的な摩耗，故障等が考えられる 

ので整備解説書 ” 2 ― 2エンジン調整”を参照のこと 5丁一31
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エンジンが始動しない場合の点検

(2)エンジンが始動しない場合の点検

2-19



エンジンが始動しない場合の点検 に〇リ電源系統点検

1.E^LI電源系統点検

——診断内容---------------------------------------- ——不具合現象----------------------------------------

^E^ IIを作動させるための電圧が各部に加えられ 籲エンジンが始動しない

ているかの点検

点検手順

回 路

@)

1 2 3 4 6 フ 8 9 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20 22 23 24 25 26

㉞
1 2 3 4 5 6 フ 8 9 10

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

メインリレー

厂-0 0—
―〇 0

鬥
1| 16151 3

5

2
4

6

(^28)

水温センサ 
スロットルセンサ

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

13 14 15 16

3丁 一 32
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エンジンが始動しない場合の点検——ど⑶電源系統点検

メインリレー作動確認

メインりレ

フューエルポンプ. 
リレー

已|^^丨用巳〇じ
5丁 一 33

10 3贾の〇N/0FFを繰り返し、メインリレーの作動音が 

するか確認する。

メインリレーの電源、およびアース回路の 
ハーネス、コネクタ点検

㊃

^|070

4 3

5丁 一 34

(1)13 5琢〇X
⑵1119のボデー側コネクタの端子とボデー間で電圧測定

コネクタ段ターミナル 基準値

只19—3〜ボデー

バッテリ電压卩19—4〜ボデー

卩19—5〜ボデー

7^)
4 3

.6 5

57-35

(3)アース側の端子とボデー間の導通点検

コネクタ汝ターミナル 基準値

卩19—6〜ボデー 導通あり

く注記〉

導通がないときは，テスタ棒の㊉㊀を逆にしてチヱック 

すること。

(1)10 3双

(2)瓦011コネクタを結合させたまま氓16)の端子とボデ

一間で電压測定

コネクタ汝ターミナル 基準値

(^16)—10〜ポデー

バッテリ電圧(^16) 一21〜ボデー

(^6) 一22〜ボデー
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エンジンが始動しない場合の点検——已〇リ電源系統点検

2 - 22
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2 -点火システム点検

エンジンが始動しない場合の点検-------点火システム点検

一一診断内容一

^点火システムの作動点検

—不具合現象

鲁エンジン始動しない

点検手順

2-24



エンジンが始動しない場合の点検一点火システムの点検

回 路

(^40)

クランク角センサ メインリレー

门
2

(^)

1

2

£0 1)

13

2
3

8

㈧
(3

〇 〇

間

〇〇2

4 丫㈧

㊃

@

2
4

3

5 3

1 1 2 6 5 4

@)

仰
3

5

4
6

@)

〇
№12 30八

⑱滕@)^4

(^31)

60八

16 5^

㊃

3 (^59)

2

1

厂"I
+ V V V

水入水水

イグナイタ
1(3コイルディス^?^ュ-夕

1
1 2 3 4 6 7 8 9 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20 22 23 24 25 26

厂 1
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

㉘ (559)

1 2

3 4

门
2

51—38
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エンジンが始動しない場合の点検——点火システムの点検

電極のすき間

汚れ，損耗 ひび割れ

ガスケットの損傷 損傷 37—39
(1)点火プラグを外し、くすぶり、かぶりがないか点検 

する。

⑵プラグギャップが基準値にあるか点検する。

基準値 1.0〜1.1 01爪

(3)ハイテンションコードが断線していないか点検す 

る。

5丁 一 40

(1)各気筒の点火プラグコードにタイミングライトを装 

着し、アクセルを全開にしてクランキングした時に 

それぞれタイミングライトが発光することを確認す

る 〇

⑵任意の気筒のプラグキャップを取外し、それに新品 

のプラグを取り付け、その電極をエンジンに接触さ 

せた状態でアクセルを全開にしてクランキングをし 

た時に点火プラグに火花が飛ぶことを確認する。

く注記〉

プラダは外さないこと。プラグキャップに他の新品ブラ 

グを取付けて行う。そのため，ガソリンが噴出すること

はない。

㉚

51-41

(1) イグナイタの$41)コネクタ分離

(2) 10 3抓〇]^の状態で車体ノ、ーネス側コネクタとボデ 

一間の電圧測定

コネクタ6ターミナル 基準値

卩41—3〜ボデー バッテリ電圧

㊃ 「
1 2
3 4

5丁一42

(1)イグナイタの1141コネクタ分離 

⑵10 3界〇孖卩状態で車体ハーネス側コネクタとボデ 

一間の導通点検

コネクタ6ターミナル 基準値

卩4彳一4〜ボデー 導通あり
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ェンジンが始動しない場合の点検——点火システム点検

1(3コイル単体点検

(1) 10コイルの(§59)のコネクタ分離

(2) 10 3^ 〇ドドの状態で一次コイル、二次コイルの抵 

抗測定

コネクタ汝ターミナル 基準値

卩59— 1〜只59—2 約10

卩59—彳〜センタコードそう入部 約10防

(^5？) ¢559)

[&1 171
11111

し 4 き —/ し -# き 」
37—43

⑶イグナイタ及び点火コイル尽59)のコネクタを 

分解し、イグナイタ〜コイル間の電源ライン点検

コネクタ公ターミナル 基準値

円41一3〜闩59-2 導通あり

(^59) ㉘

九
51—44

(4)イグナイタ〜コイル間のアースライン点検

コネクタ6ターミナル 基準値

闩41 一2〜闩59—1 導通あり

(059)

し九

@)

5丁 一 45

ど(:じ〜イグナイタ間のハーネス、コネクタ点検

(1) 五〇じの（^)コネクタとイグナイタの兩石）コネクタ 

分離

(2) 双方のボデー側コネクタの端子間で導通点検

コネクタ6ターミナル 基準値

卩18—4〜唞1—1 導通あり

@) ㊃

1 2 3 4 6 7 8 9 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20 22 23 24 25 26

2
4 3

5丁 一 46

⑶识ゼ）コネクタの端子とボデー間でショートしていな

いことの確認

コネクタ没ターミナル 基準値

^41—1〜ボデー

導通なし
卩41—2〜ボデー

0.
參

㊃ 「14=11-
2 1
4 3

51-47
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エンジンが始動しなしヽ場合の点検 点火システム点検

クランク角センサ、ハーネス点検

4- 1

〇 0
1—1

11 10 9 8 フ 6 5 4 3 2 1

22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12

5丁 一 48

(1) 已〇；の¢17)コネクタ分離

(2) ボデー側コネクタの2端子にオシロスコープの㊉側 

プローブを3端子にアースリードをセット

(3) エンジンをクランキンダして波形点検

:關:

議纏

〇し

喻丨聊ソ

斤,

ソ2〜ソ3き22〇^

51-49
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エンジンが始動しない場合の点検 フューエルポンプ回路点検

点検手順，

2 - 30



ェンジンカぐ始動しなI、場合の/^検——フューエルポンプ回路点検

回 路

メインリレー

レー

㉚
一......... 一-^ ―^-

1 2 3 4 6 7 8 9 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20 22 23 24 25 26

⑩

㉚ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

(^24)

2)

3 4

5

广

6

ハ
1 2

(^2〇)
1 2

3 4

5丁一50

2 - 31



エンジンが始動しない場合の点検——フューIルポンプ回路点検

7ユーエルポンプの作動音点検

10 3抓を〇以にした時フューエルポンプの作動音がするか 

確認

基準
10 5西を01\1にした後、2秒間だ 

け作動音が聞こえる

2 フューエルポンプリレー電源回路点検

(1)フューエルポンプリレーの1120コネクタを結合したま 

ま1& 3,を01^させ、リレーコイル側の電圧測定

コネクタ6ターミナル 基準値

820—1〜ボデー バッテリ電圧

⑵リレー接点（入力）側の電圧測定

コネクタ役ターミナル 基準値

尺20—2〜ボデー バッテリ電圧

(^2〇)

51-53

(^20)

51-54

フューエルポンプリレーの1120コネクタを結合したまま10 

を01^させ、リレーコイル回路の電圧測定

コネクタ冱ターミナル 基準値

闩20—3〜ボデー

01^後2秒間

IV以下

01^後2秒以降

バッテリ電圧

4
フューエルポンプリレー〜巳〇リ間の 
ハーネス、コネクタ点検

1 2 3 4 6 7 8 9 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20 22 23 24 25 26 3

(^20)

5 丁一 55

(1) 10 3^ 〇ドド

(2) 五(：1；コネクタ1118、フューエルポンプリレーコネクタ

1120分離

(3) 双方のボデー側コネクタの端子間で導通点検

コネクタ6ターミナル 基準値

卩18—20〜只20—3 導通あり
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エンジンが始動しない場合の点検——フューヱルポンプ回路点検

2 - 33



エンジンが始動しない場合の点検-------インジIクタ回路点検

-------- 診断内容----------------------------------------- --------- 不具合現象----------------------------------------------

籲インジェクタ回路の点検 春エンジン始動しない...

点検手順

0ド

N6

N<3

N6 巳〇リ〜インジエクタ間のハーネス， 
コネクタ修理、又は交換

2-34



エンジンが始動しない場合の点検"ーインジェクタ回路点検

インジ:！:クタの作動点検

0

㉚

14
2 3 4 6 7 8 9 11 12 13

16 17 18 19 20 22 23 24 25 26

51—60

(1)迟011の1118コネクタ結合のまま、オシロスコープのプ 

ローブを1、2、14、15の各端子に、アースリード 

をボテーアースにセット。

注意
オシロスコープの替わりにインジヱクタ波形が測定可能 

なエンジンスコープを使用しても良い。

(2)エンジンをクランキングしてインジェクタの作動点

検

注意

スコープがない場合は、インジェクタの作動音確認でも

よい0
’へ'....:.:

-- \ :く.:'?’.’

基準
:

^^0縫^^^
，十ノ ー-、，パ... ，# 'くべ..者 #-

---'.へ-:.:人

〇リ
¢50 -

1
01)

41)

20

〇.
/V

5丁 一 61

インジ;I：クタの電源電圧測定

@) (593) (^92) (@)

11111[1&

V
0

31—62

(1) 各気筒インジェクタのコネクタ1191、1192、只93、1194分

離 ，^

(2) 10 3胃0Nでエンジンハーネス側コネクタとエンジ

ン本体間の電圧測定

コネクタ沒ターミナル 基準値

只91—2〜ボデー

バツテリ電压
892—2〜ボデー

只93—2〜ボデー

卩94—2〜ボデー

インジェクタ単体点検

@) (^93) (^92) (¢9])

11111 酌

120 ノ

前

51—63

(1) インジェクタのコネクタ1191、1192、1193、1194分離

(2) 各コネクタ端子間の抵抗測定

コネクタ8¢ターミナル 基準値

卩91—1〜卩91—2

10—140
1^92—1〜892— 2

卩93—1〜闩93— 2

1^94―1〜闩94— 2
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エンジンが始動しない場合の点検——インジ：！：クタ回路点検

2-36
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チェックエンジンランプが点灯しなし、場合の点検

(3)チユックエンジンランプが点灯しない場合の点検

診断内容--------------------------------------- -1

〇チェックエンジンランプ系の断線、

又はショート

——不具合現象------------------------------

癱チェックエンジンランプが点灯しない。

6チェックエンジンランプが点灯したまま。

点検手順

回 路 図

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 1フ 18 19 20 21 22

コンビネーションメータ

チェックエンジン

@)

E 0^

㉚

101^1

19

16

25

し9 ⑱ し9
㉘

㉘

№3
〇

8し

8し

12
(^28)

㊃

㊃
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

\ タコ無 タコ付

3 15 15

6 18 20

60八

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

13 14 15 16

㊃ 1 2 3 4 6 フ 8 9 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20 22 23 24 25 26

(車体ハーネス側)

5丁 一 65
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くチェックエンジンランプ〉

チェックェンジンランプを取外し、切れていないか点検

基準値1 ランプは切れていない

11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12

@)

0

51—67

コンビネーシヨンメ ータ取り外し

丘011のコネクタ1118分離

双方のボデー側コネクタの端子間で導通点検

く/くツテリ〜コンビネーシヨンメータ間のハーネスコネク

夕〉 ‘.一

11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12

タコ付 20

タコ無 18 5丁 一 68

(1) コンビネーションメータ取り外し

(2) コンビネーションメータのボデー側コネクタド16の端 

子にテスタ棒の㊉側，㊀側ボデーアース

(3) 10 3^ 01\1で電圧測定

くヒューズ，メインヒューズ〉

麵
メインヒューズ 

ミックス

5丁 一 69

各ヒューズが切れていないか点検

基準値 ヒューズは切れていない

14
2

15

3

16

4

17
6

1819 20
8 9

22 23
11
24

12
25

13

26

^—㊀㊉

51-66

(1) 迟(：1；のコネクタ1118分離

(2) 1118のボデー側コネクタの端子19にテ又夕棒の㊉側、 

㊀側ボデーアース

⑶10 3界01^で電圧測定

く[〇リ〜コンビネーシヨンメータ間のハーネス.コネクタ〉

1 2 3 4 6 フ 8 9 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20 22 23 24 25 26

巳〇リ〜コンヒネーシヨンメータ〜バツテリ間のハーネ 
スコネクタ、ランプ、ヒューズ、メインヒューズの点検

コネクタ6ターミナル 基準値

闩18—19〜ド16—15 導通あり

コネクタ汝ターミナル 基準値

闩18—19〜ボデー バッテリ電圧

コネクタ汝ターミナル 基1準値

ド16—19〜ボデー（タコ付）
ハッテリ電圧

ド16—18〜ボデー（タコ無）

チェックエンジンランプが'点灯しない場合の点検

\
)
/ 
V
----
-

- 
\/

1 
04
 
3

-

-̂
 
-
-
\ 
7
(
\
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トラブルコードー覧

⑷トラブルコードー覧春チェックモード

チェックモード 機 能
テストモード 

コネクタ
リードメモリ 

コネクタ 状況 チェックエンジンランプ

1)チェックモード
走行中にシステムの異常を検知して、 
ユーザーに警告する。 分離 分離

始動時 点灯
始
動
後

異常あり 点灯

異常なし 消灯

0チェックモード

システムの点検を行うモードで、所定の0チェックパター 
ンを実行後に、システムに異常がないかを判定する。

結合 分離
点
検 異常あり 点滅（トラブルコード）

異常なし 点滅(〇尺コード）

上記点検後、システムに異常がない場合にバックアップメ 
モリ内のトラブルコード(過去の故障履歴)をクリアする。

結合 結合
点
検
中

始動時 点滅(車種識別コード)

始動後 消灯

リードメモリモード
，トラブルコードの、
\読出しモードノ

じチェックの自己診断において、
① 現在異常がある場合

② 過去に異常があった場合 
双方の異常箇所を読み出す。

分離 結合

始
重石
時

②の異常あり 点滅（トラブルコード）

②の異常なし 点滅(〇尺コード）
始
動
後

①の異常あり 点滅（トラブルコード）

①の異常なし 点滅(〇尺コード）

9トラブルコードー覧表

トラブル
コード 診断項目 検出 内容 備考 該当

ぺージ

21 水温センサ系 水温センサ本体、信号系統の断線、又はショート. ？48
22 ノックセンサ系 ノックセンサ本体、信号系統の断線、又はショート ？50
23 カセンサ系 圧カセンサ本体、信号系統の断線、又はショート ド52
24 150バルブ系 130バルブ本体、電源、信号系統の断線、又はショート ？56
26 吸気温センサ系 吸気温センサ本体、信号系統の断線、又はショート ？60

31 又ロットル開度センサ系
スロットル開度センサ本体、電源、信号系統の断線、
又はショート

卩62

32 〇2センサ系 〇2センサ本体、信号系統の断線、又はショート ？64
33 享速センサ系 車速センサ本体、信号系統の断線、又はショート、メータケーブルの外れ 卩66

42 アイドル3界系 アイドル3评本体、信号系統の断線、又はショート ？68

52 クラッチ信号系 叼〇ソ丁用五〇じ本体、信号系統の断線、又はショート 車のみ ？72
54 吸気系 吸気系ダクト、ホース類の外れ、破れ、弛み 卩74

62 雹気負荷信号系
電気負荷(へッドランプ、リヤデフォッガ、ラジェータファン） 
信号系統の断線、又はショート

0チヱックのみ 卩78

63 ヒータブロア信号系 ヒータブロア3界、レジスタ、ハーネスの断線、又はショート 〇チヱックのみ ？84

くトラブルコードの読み方)

チェックエンジンランフ 
トラブルコードを読み；±

。の占、:成/.，トパブ
丨す:.一へ… トラブルコ，漏漏 I

51—70
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自己診断

(5)自己診断鲁セレクトモニタを使用しない場合

一一。チェックの手順一----------- —……-------------------------------------------------------------------------------------------

IIチヱツク状態において，チェックエンジンランプが点灯した場合に，異常箇所を見つけ出すための方法である。

(1)10 3^ 〇ドドの状態で，テストモードコネクタが分 

離，リードメモリコネクタが結合の状態にする。

⑵エンジンを始動させる。

(3)アイドリング状態において，チェックエンジンラン 

‘プの点滅をチェックする。

- 0^コード出力の場合……自己診断は現時点で全て 

が〇尺と判定しているため，リードメモリコネクタを 

分離した後，チヱックエンジンランプが消えている 

ことを確認する。

-トラブルコード出力の場合……コードを読み取った 

後，リードメモリコネクタを分離する。

(9極黄)
5丁一71

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5
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自己診断

丨0ナエックの宁順-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- -------------------------------------------

0チヱックモードは、現時点でのトラブルを診断する 

モードで、，テストモードコネクタのみを結合させた状態 

で点検を行う。良否の判定はチヱックエンジンランプの

点滅により判定する

くフューエルポンプの作動音点検〉

10 5^ 01^にした時，01^1後2秒間だけ作動音がすること 

を確認する。

注意

く車種識別コード点検〉

(1)エンジンを充分に暖機した後，3狐を〇ド卩にす
I

る0

(2) テストモードコネクタが結合，リードメモリコネク 

夕が分離の状態にする。

(3) 10 31を01^にして，チェックエンジンランプの点 

滅コードを読み取る。

車種識別コード

町：[01] 

日…丁： 「021

フューエルポンプが作動しなかったり，2秒以後も 

作動し続けたりする場合には

2-3厂フューエルポンプ回路点検1？30

を行う。

く I 3 0バルブ作動の点検〉

10 5^ (エンジンは〇ドド）にした時，130バル

ブの作動音が0，5秒ごとにすることを確認する。

注意

15¢バルブが作動しない場合には

トラブルコード24「1$(：バルフ糸I卩56

5丁 一 73

を参照する。
注意

異なるコードが出た場合には車種識別用のハーネスを 

修理する。

5丁 一 74
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自己診断

--------0チェックの手)暝---------------------------------------

く0チェック実施手順〉

(1)エンジンを始動させる。

⑵車速5 一/わ以上で走行後，車両を停止させる。

(車速信号が入力される）

(3),へッドライトの〇]^，〇孖ドを各1取少以上続ける。

(電気負荷信号が入力される）

⑷ヒータの〇队〇卩卩を各1秒以上続ける。

(ヒータ信号が入力される）.

⑸エンジンを2，000〜3，00011>111で1分以上保持する。 

(02センサを活性化させることによって，信号が入力 

される） ヤゝ心

(6)エンジンをアイドリング状態にしたまま，0チェッ 

クの良否判定を行う。

く 0チヱックの良否判定〉

注意

，良否の判定は必ずェンジンがアイドリングの状態で行 

うこと。

，0チェック実施中に，ラジェータファンが作動しっ放し 

になると，電気負荷信号が異常となってしまうので， 
必ずラジェータフアンが止った状態でチェックするこ 

と。

(1)チヱックェンジンランプの表示による方法

チェックェンジンランプの点滅コードが〇尺コード 

であることを確認する。

-複数のトラブルコードが出力されてる場合には，その 

〇.の小さいものから点検を行う。

#修理が終った後，再び0チヱックを行って，そのコード 

が消えていることを確認し，他のトラブルコードが出1

く0チェックの終了〉

0チヱックの終了後は，必ずァストモ^ー ドコネクタ，リ— 

ドメモリコネクタ共に分離された状態にすること。

叫
ァストモード/

コネクタ/ 

(2極緑)バ

リードメモリ
モードコネクタ 

(1極黒)

セレクトモニタ 
コネクタ 
(9極黄）

5丁 一 76

力されている場合には，そのコードについても点検. 

修理する。

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

----トフフル コード22

0.3 0.3 5丁 一 75
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自己診断

一ーリードメモリの手順--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

車両が過去に起こしたトラブルを呼び出すモードであり，(:Xランプが，すでに消灯し 
ていても，その原因を探し出すことができる。
とくに，ハーネス，コネクタ類の接触不良を探し出すのに有効である。

(1) 10 5\^ 〇卩卩の状態でテストモードコネクタが分 

離，リードメモリコネクタが結合の状態にする。

(2) 10 3貿を〇Xにする。（エンジンは始動させない）

リードメモリ 
モードコネクタ 

二(1極黒)

テストモー 

コネクタ
(2極緑し セレクトモニタ 

コネクタ 
(9極黄）

51—77

(3)エンジン停止状態において，チェックエンジンラン 

プの点滅をチェックする。

- 〇尺コード出力の場合……〇尺コードにもかかわらず 

不調の場合には，セルフダイアグノーシス機能では 

判断できないトラブルである。

#トフブルコード出力の場合........コードを読み取った

後，リードメモリコネクタを分離する。
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自己診断

# セレクトモニタを使用した場合

リチェック

(1) 10 5砑〇ドドの状態でテストモードコネクタ，リード 

メモリコネクタ共に分離されていることを確認

(2) 53]V[接続後，10 31

(3) 53]V[の電源5评〇，ファンクションモード孖80を入 

力，トラブルコード読み取り

0チヱック

⑴[接続

(2) テストモードコネクタ結合，リードメモリコネクタ 

分離

(3) 1&，

(4) 331\1の電源3界〇X
(5) フューエルポンプの作動音確認 

⑹180バルブの作動確認

(7) エンジン始動，充分に暖機運転

(8) 車速51^/11以上で走行後，車両停止 

(車速信号が入力される）

(9) ヘッドライトの〇队〇ドドを各1秒以上持続 

(電気負荷信号が入力される）

⑽ヒータの〇凡〇ドドを各1秒以上持続（ヒータ信号が 

入力される）

(11)エンジン回転2000〜3000卬瓜で1分以上保持

(02センサを活性化させることによって信号が入力さ 

れる）

5丁 一 80

(12) エンジンをアイドリング状態にする

(13) ファンクションモードぞ80入力，トラフルコード読 

み取り

注意
判定は必ずェンジン.アイドリング状態で行う。

0チェック実施中にラジェータフアンが回ったままだ 

と電気負荷信号が異常となってしまうので必ずラジェ 

ータファンが止った状態でチヱツクする。
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自己診断

リードメモリ

5丁 一 81

(1)3界〇卩ドの状態でテストモードコネクタ，リー 

ドメモリコネクタ共に分離されていることを確認 

⑵331接続後，3狐〇以

(3) 331\([の電源8禪〇以，ファンクションモードド81を入
力，トラブルコード読み取り

2—46



トラブルコードに基づく点検

(6)トラブルコードに基づく点検

トラブルコード21
V -

水温センサ系 ？ 48

トラブルコード22
V

ノックセンサ系 ？ 50

广

トラブルコード23
し

圧カセンサ系 ？ 52

トラブルコード24
V, ,,,雪面-画画飄 ..........................晒，—

150 ルブ系 ？ 56

トラブルコード26
V … -

吸気温センサ系 ？ 60

トラブルコード31
し

スロットル開度センサ系 尸62

トラブルコード32
V--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

02センサ系 ？ 64

トラブルコード33
V

車速センサ系 ？ 66

广

トラブルコード42
V

アイドル5评系 ？ 68

广-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

トラブルコード52
V

クラッチ信号系 ？ 72

トラブルコード54
V 一.一—ザ

吸気系 ？ 74

广

トラブルコード62
^----------------------------------------------------------------------------------------------------------------

電気負荷信号系 ？ 78

トラブルコード63
し-——- ——. -厂—^ 一—，-

ヒータブロア信号系 卩84
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トラブルコードに基づく点検 ラブルコード21

トラブルコード2丨水温センサ系

一一診断内容——

❿信号系統の断線，ショート 

水温センサ本体不良

—不具合現象
^始動不良 

#加速不良

鲁息つき

鲁アイドリング不調

点検手順

回 路

已〇リ
4

7

8

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

(^2？)

11

1 2 3 4

5 6 フ 8

9 10 11 12
13 14 15 16

(車体ハーネス側)

(5100) 水温センサ

2

1

(@)

マ[2—
51-82
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トラブリレコードに基づく点検——トラブルコード21

水温センサ単体点検

水温センサー

V一 /

51-83

(1) 水温センサコネクタ11100分離

(2) センサ側コネクタ端子間の抵抗測定

コネクタ汝ターミナル 基準値

…00—1〜…00 — 2
20。〇 : 2〜3防

50。〇 : 0.6—1 ^0

巳〇リ〜水温センサ間のハーネス，コネクタ点検

0-

11 -一
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 2

(^100)

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

12 13 14 15 16 1フ 18 19 20 21 22

3丁—84

(1)迟011コネクタ1116，水温センサコネクタ11100分離 

⑵双方のボデー側コネクタ間の導通点検

コネクタ5：ターミナル 基準値

闩16—8〜…00—1

導通あり卩16—4〜…00 — 2

卩16—19〜…00-2

(3) 11100のボデー側コネクタの端子とボデー間でショ 

卜していないか導通点検

コネクタふターミナル 基準値

闩100-1〜ボデー 導通あり

2

5 了一85
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トラブルコードに基づく点検一—トラブルコード22

-------- 診断内容----------------------------------------- -------- 不具合現象------------------------- -----------------

參信号系統の断線，ショート 鲁加速不良

ノックセンサ本体不良 籲燃費悪化

鲁ノッキング発生

点検手順

回路図

@)
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

ノックセンサ

(只96) I --------- 1

2 - 50

51—86



トラブルコードに基づく点検----- トラブルコード22

ノックセンサ単体点検

くオシロスコープを用いる場合〉

(1) ノックセンサのコネクタ1196分離

(2) ノックセンサ取り外し

⑶センサ側コネクタの端子2にオシロスコープの㊉側 

フローフ，端子1に了ースリード接続 

⑷ノックセンサに軽い衝撃を与え，その時の出力波形 

測定

::::::護議繼議議藝鰲:受 

戀戀纖I議續観:::
事':/準，

:::雙:讎靈議戀懸

灯 一87

ノックセンサ 5丁 一 88

(^96)

〇
1—1

5丁一89

くテスタを用いる場合〉

センサ側コネクタ端子間の抵抗測定

コネクタ没ターミナル 基準値

1^96一 1 ^只96— 2 約560X0

V^ —)
5?—90

ノックセンサ〜巳〇リ間のハーネス，コネクタ点検

(1) 丑011のコネクタ1116，ノックセンサのコネクタ1196分

離 4
(2) 双方のボデー側コネクタ間の導通点検

コネクタ6ターミナル 基準個

卩16—7〜卩96—2 導通ぁリ

そ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
12 13 14 15 16 1フ 18 19 20 21 22

5丁一 91

⑶1196のボデー側コネクタの端子とボデー間でショー 

していないか導通点検

コネクタ公ターミナル 基準個
只96— 2へ/ボデー 導通なし

ホ㊃

0-

51-92

2—51



トラブルコードに基づく点検 トラブルコード23

トラブルコード23圧カセンサ系

----------診断内容----------------------------------------- ——不具合現象------------——------------,
春アイドリング不調，エンスト

9信号系統の断線，又はショート 

压カセンサ本体不良
拳加速不良

#息つき

參燃費悪化

点検手順

回 路 図

5 0 1)

(^36) 圧カセンサ

20 
9 

4

19

4
1

し^

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

(536)

1 2 3
5丁 一 93

2 - 52



コネクタ攻ターミナル 基準値
闩16— 9〜1^36— 2

導通あり
卩16—20〜1^36—3

卩16—4〜闩36—1
卩16—19〜836—1

コネクタ公ターミナル 基準値
卩36—1〜ボデー 導通あり

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

51—9

10 3评

瓦(：1；のコネクタ1116,圧カセンサのコネクタ1136分離 

それぞれのコネクタの端子間で導通点検

圧カセンサ

5丁 一 94

圧カセンサコネクタ1136分離

ボデー側コネクタとボデー間の電圧測定

コネクタ6ターミナル 基準値
^36— 3〜ボデー 4ソ以上

圧カセンサアースライン点検

(^36)

57—95

圧カセンサコネクタ1136分離 

16 3砰〇X
ボデー側コネクタとボデー間の導通点検

トラプルコ‘ドに基づく点検一ートラブルコード23

\—

/ 
\

—
/ 
\

—
/

1
2
 
3

/
—
、 
/

—

\ 
/

—

\

\
)
/ 
\/
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12
 
3

7
(
\ 
/—
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/
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-

V

2
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/ 
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12
 
3

/
—

\ 
/

—
\ 
/―

^
\
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード23

⑷1136のボデー側コネクタの端子とボデー間でショート 

していないか導通点検

コネクタふターミナル 基準値

卩36 — 2〜ボデー

導通なし
卩36— 3〜ボデー

4 日〇じの入力信号電圧測定

⑴
⑵迟〇じのコネクタ1116の端子9にテスタ棒の㊉側，㊀側 

ボデーアース

(3) 10 3详〇Xさせた時，エンジンアイドリング時の電 

圧测定

コネクタ玫ターミナル 基準値

1^16—9〜ボデー

16 3^ 01\1 時

約2‘5ソ

アイドリング時

約し5ソ

2^54



隱|\^0
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード24

--------診断内容----------------------------------------- ——不具合現象---------------------------------------------

^信号系統の断線，ショート 鲁アイドリング回転数異常（高い，または，低い）

籲150バルブ本体不良 黌アイドル不安定，エンスト

^始動性不良

点検手順

回 路

2—56



ラブルコードに基づく点検 ラブルコード24

150バルブ作動音点検

13¢バルブ

51-101

(1) テストモードコネクタ結合，リードメモリコネクタ

分離
(2) 10 3巩01^にした時（エンジン始動しない），130バ 

ルブの作動音確認

基準値 0.5秒毎に作動音がする

2 150バルブ単体点検

150バルブ
-:卞I

欲

(^39^) 2

5丁 一 102

(1)130バルブのコネクタ1139分離 

⑵バルブ側コネクタの端子間抵抗測定

コネクタみターミナル 基準値

卩39—1〜阳9一2 約200

巳〇リ〜丨50バルブ間のハーネス，コネクタ点検

(1) 10 8界〇卩卩

(2) 迟011のコネクタ1116,1118,130くルブのコネクタ1139分

⑶各々のボデー側コネクタ端子間の導通点検

コネクタ没ターミナル 基準値

闩16—10〜闩39-2

導通あり⑺6—21〜卩39—2

闩18—3〜郎9—1

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

㊃但

01# 參

@)
(@)

1 2 3 4 6 7 8 9 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20 22 23 24 25 26

5丁一103

⑷只39のボデー側コネクタの端子とボデー間でショート 

していないか導通点検

コネクタみターミナル 基準値

卩39— 1〜ボデー 導通なし

2

01

5丁 一 104

2-57



トラブルコードに基づく点検ートラブルコード24

2 - 58



2 - 59



トラブルコードに基づく点検-------トラブルコード26

——診断内容---------------------------------------- ——不具合現象----------------------------------------

#信号系統の断線，ショート

⑩吸気温センサ本体不良

籲アイドル不調

点検手順

回 路

(車体ハーネス側) 51—106

2-60



トラブルコードに基づく点検——トラブルコード26

吸気温センサ単体点検

吸気温センサ

57—107

(1) 吸気温センサのコネクタ1198分離

(2) センサ側コネクタ端子間の抵抗測定

コネクタ玫ターミナル 基準値

闩98—1〜898 — 2
20。〇 : 2〜3沁〇

80〇0 : 0.6〜1似

吸気温センサ〜ど〇リ間のハーネス，コネクタ点検

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

1 2 3 4 6 7 8 9 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20 22 23 24 25 26

(1) 圮〇じのコネクタ1116, 1118,吸気温センサのコネクタ

1198分離

(2) それぞれのコネクタ端子間の導通点検

コネクタ6ターミナル 基準値

卩16—4〜闩98—2

導通あり只16—19〜只98—2

卩18—9〜闩98— 1

(3) 1198のボデー側コネクタの端子とボデー間でショート 

していないか導通点検

コネクタ没ターミナル 基準値

卩98—1〜ボデー 導通なし

㊃

2-61



トラブルコードに基づく点検——トラブルコード31

トラブルコード31スロットル開度センサ系 ）

——診断内容---------------------------------------- ——不具合現象----------------------------------------

籲信号系統の断線，ショート- ^加速不良

鲁スロットル開度センサ本体不良

蘑

春エンジン吹上がり不良

点検内容

回 路

@)

已0じ

史28) ㊃

20

吾
4

19

㈧

8 6

5匕 — —一癱...... . -,

14

12

8

抑

8

4

3

1 〇

スロットルセンサ

@)
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

13 14 15 16

「12 3 4

(車体ハーネス側) 5丁 一 110

2 - 62



ラブルコードに基づく点検 ラブルコード31

スロットル開度センサ単体点検

(1)スロットル開度センサのコネクタ1197分離 

⑵センサ側コネクタの端子間の抵抗測定

コネクタ5？ターミナル 基準値

闩97—2〜闩97—4 3〜7如

丨、4 3 2

37-11！

(3)スロットルバルブをゆっくりと開閉させて，センサ 

側コネクタの端子間の抵抗測定

コネクタ段ターミナル 基準値

卩97— 2〜阳7— 3
全閉: 0.2〜0.9^0

全開: 2.5〜6.2X0

注意
スロットルバルブの開度に連動してリニアに変化するこ 

と。

0

㊃名 3 2

5丁 一 112

スロットル開度センサ〜巳〇リ間の 
ハーネス，コネクタ点検

(1) 瓦(：11のコネクタ1116,スロットル開度センサのコネク

夕1197分離

(2) 各々のボデー側コネクタの端子間で導通点検

コネクタ没ターミナル 基準値

卩16—6〜阳7—3

導通あり
卩16—20〜卩97—4

闩16—4〜闩97—2

卩16—19〜闩97—2

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 2

沉一113

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

(| 1] 2「3 1:4

@) I )

51-114

(3) 1197のボデー側コネクタの端子とボデー間でショート 

していないか導通点検

コネクタ役ターミナル 基準値

卩97—3〜ボデー

導通なし
卩97—4〜ボデー

1 2 1 し1 只97

27—115

2—63



トラブルコードに基づく点検——トラブルコード32

トラブルコード32 02センサ系

——診断内容----------------------------------------- -------- 不具合現象-----------------------------------------

鲁信号系統の断線、又はショート 鲁アイドリング不調
〇2センサ本体不良 鲁排ガス浄化率悪化

点検手順

回 路

腿

0 2センサ

㉘
— 一 1 , |

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

51—116

2 - 64



トラブルコードに基づく点検ートラブルコード32

5丁一117

(1) エンジン暖機後，エンジン回転数300011)111以上で糸勺1 

分間保持

(2) 〇2センサのコネクタ1143分離

⑶センサ側コネクタの端子1にオシロスコーフ。の㊉側 

プローブ，エンジンブロックにアースリード接続 

(4)エンジンを空吹かしさせ，出力信号波形の電压測定

⑷

コネクタ公ターミナル 基準値

卩43—1〜ボテー 導通なし

3^ 119

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

立

57—118

1143のボデー側コネクタの端子とボデー間でショート 

していないか導通点検

10 3界〇卩ド

辽011のコネクタ1116, 02センサのコネクタ只43分離 

各々のボデー側コネクタの端子間の導通点検

コネクタ6ターミナル 基準値

卩16—5〜卩43—1 導通あり

@) (@)

基準間欠的に0,5ソ以上が出力されている

02センサ〜巳〇リ間のハーネス，コネクタ点検

\
—

/ 
\—

/ 
\

—

/

1
2 
3

/
\ 
/
I
\ 
/

—

\

〇
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トラブノレコード（こ基づく点:検----- -トラブルコード33

トラブルコード33車速センサ系

--------診断闪容----------------------------------------- ----------不具合現象------------------------------------------------

#信号系の断線、又はショート 春アイドリング回転戻り不良

籲車速センサ（コンネーションメータ内リード3狐 籲エンスト
本体不良

# メータケーブル外れ

点検手順

回路図

2 - 66



ラブルコードに基づく点検 ラブルコード33

車速センサ単体点検

タコ付

@) タコ無

8 7 6 5 4 3 ノ 2

11
22

10
21

9

20
8

19 18

6
17

5

16

4

15

3
14

2
13 12

5丁 一 121

(1) インストルメントパネルよりコンビネーションメー

夕取外し

(2) メータ側コネクタ卩17の端子3, 6，卩16の端子9に 

テスタ接続

⑶スピードメータケーブルそう入部をドライバ等で回 

転させ，テスタの針の振れを点検

基準 ケーブル部彳回転毎にテスタの針が4回振れる

車速センサ〜巳〇リ間のハーネス，コネクタ点検

1 2 3 4 5 6 7 8

タコ無 タコ付

㉞

1 2 3 4 5 6 フ 8 9 10 11 12 13

14 15 16 1フ 18 19 20 21 22 23 24 25 26

51—122

(1) インストルメントパネルよりコンビネーシヨンメ

夕取り外し

(2) 圮(：11のコネクタ1118分離

(3) 双方のボデー側のコネクタで端子間の導通点検

コネクタ6ターミナル 基準値

只18—7〜ド17—3(タコ無）
導通あり

闩18—7〜ド17—6 (タコ付）

⑷孖17のボデー側コネクタの端子とボデー間でショート

していないか導通点検

コネクタ6ターミナル 基準僅

「17—3〜ボナー（タコ無）

導通なし
「17—6〜ボデー（タコ付）

口^^

令 分, 一1…蓮"川〆

タコ付
5丁 一 123

(5)車速センサのアースライン点検

コネクタ段ターミナル 基準値

ド16—9〜ボデー 導通あり

立
9-

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

5丁 一 124
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード42

トラブルコード42 アイドルスイッチ系 ハ
-------- 診断内容----------------------------------------- ——不具合現象------------------------- ---------------

癱アイドルスイッチ（スロットルセンサ）本体不良
春アイドリング不調、エンスト

鲁信号系統の断線、又はショート
春アイドリング回転戻り不良

鲁加速不良、エンジン吹き上がり不良

翁走行中ショック

点検手順

〔主琴)

点検中はエンジンを充分に暖機した後に行うこと。

回 路

@)

已〇じ

㈣)

20

6
18

4

19

8丫

別
6

56

14

12

8

@)

㈧
6

4

3

2

〇

スロットルセンサ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

13 14 15 16

@)

(車体ハーネス側) 5丁 一 125

2-68



トラブルコードに基づく点検——トラブルコード42

アイドルスイッチ単体点検

0.

㊃

4 3 2 1)
3丁 一 126

(1) スロットル開度センサのコネクタ1197分離

(2) スロットルバルブを開閉させながらセンサ側コネク

夕で導通点検

コネクタ没夕ーミナル 基準値

卩97—1〜只97— 2

全閉時導通あり

2°以上開放時導通なし

スロットル開度センサ取付け状態点検調整

スロットルボデー

スロットルセンサ
(/ I \ リIゾい

ハ 疒、へ

スト〇ッ

アジヤストスクリュ

只97
4 3 2 1

5丁 一 127

(1)スロットル開度センサのコネクタ1197分離 

⑵次の条件に合うか，スロットル開度センサの取付け 

位置点検

①スロットルレノく一 とストッパの当る部分に0.65111111の 

シックネスゲージをそう入した時、0N

コネクタ公ターミナル 基準値

卩97-丨〜只97-2 導通あり

②シックネスゲージを0.85111111に換えた時、〇ドド

コネクタ汝ターミナル 基準値

卩97—1〜闷7— 2 導通なし

⑶条件に合わない場合は，スロットル開度センサ取付 

スクリュを弛め，本体を回転させて調整。調整しき 

れない時はスロットル開度センサ交換

注意

暖機不充分ではファーストアイドルカムの働きでスロッ 

トルレバーがストッハ。位置まで戻らないので必ず暖機運 

転を充分に行い，スロットルレバーがストッパに当って 

いることを確認後，点検-調整する。

2—69



トラブルコードに基づく点検----- トラブルコード42

アイドルスイッチ〜巳〇リ間のハーネス，
コネクタ点検

(1)五011のコネクタ1116,スロットル開度センサのコネク

夕丑97分離

⑵各々のボデー側コネクタ端子間で導通点検

コネクタ没ターミナル 基準値

卩16—18〜闩97-1

導通あり只16—4〜闷7—2

卩16—19〜只97—2

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22
2 3 4 )

@)
@)

泰

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

@)

2 3 4

V 着
5丁 一 128

(3) 1197のボデー側コネクタの端子とボデー間でショート 

していないか導通点検

コネクタ没ターミナル 基準値

卩97— 1〜ボテー 導通なし

㊃⑦
2 3 4 )

^^ -

5丁—129

2—70
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トラブルコードに基づ〈点検——トラブルコード52

—診断内容----------

鲁信号系の断線、又はショート 

參五0\丁用五〇じ不良

一不具合現象--------------

籲アイドリング不調、エンスト

点検手順

@)

1 2 3 4 6 7 8 9 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20 22 23 24 25 26

@)

7 6 5 1 1 4 3 2

18 17 16 15 14 13 12 11 10 9
灯一130

2-72



コネクタ汝ターミナル 基準値

卩48 — 6〜ボデー

问レンジ：

バッテリ電圧

0レンジ：

1V以下

8 7 6 5 1 1 4 3 2 1

18 17 16 X 15 14 13 12 X 11 10 9

5丁 一 134

10 3评

ぢ0又丁用601；のコネクタ卩48結合 

エンジン始動

瓦(:VI用已〇1！のコネクタ端子とボデー間の電圧測定

1 2 3 4 1 1 5 6 7 8

9 10 11 XI12 13 14 15 X 16 17 18

1 2 3 4 1 1 5 6 7 8

9 10 11 X 12 13 14 15 X 16 17 18

コネクタ段ターミナル 基準値

卩18—11〜ボデー 導通なし

㊃ 1 2 3 4 6 7 8 9 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20 22 23 24 25 26

5丁 一 131

(3) 1116のボデー側コネクタの端子とボテ、一間でショート 

していないか導通点検

㉚

1 2 3 4 6 7 8 9 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20 22 23 24 25 26

巳1\^用巳〇り点検

巳〇ソ丁用E^L；—EIVIF!^巳〇リ間のハーネス 
コネクタ点検

(1) 丑〇ン丁用瓦011のコネクタド48,五1\1尸1用丑01；のコネク

夕1118分離

(2) 双方のボデー側コネクタの端子間で導通点検

㊃

(1) 丑诞？丨用迟011のコネクタ尺18結合，圮(:VI用5(：11のコ

ネクタド48分離

(2) 10 31

(3) .丘〇マ丁用丑(：1；のコネクタ孖48のボデー側コネクタの端

子とボデー間の電圧測定

コネクタ汝ターミナル 基準値

ド48—6〜ボデー バッテリ電圧

トラブルコードに基づく点検. ラブルコード52

\
--
/ 
\
-
-
-

/ 
\
)
/ 
X
X
I
/

1
2 
3 
4

/
—

\ 
/
(
\ 
/

—

\ 
/

—

\
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トラブルコードに基づく点検 トラブルコード54

——診断内容---------------------------------------- -------- 不具合現象-----------------------------------------

吸気タクト、インテークマニホールド、及びホース、 籲アイドリング回転戻り不良
ニップル類の外れ、弛み、抜け等 鲁エンジン吹上がり不良

点検手順

点検はエンジンを充分に暖機した後に行うこと。
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード54

—回路図

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

(528) 1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

13 14 15 16

(車体ハーネス側)

(？36)

@)

5丁 一 135
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ラブルコードに基づく点検 ラブルコード54

吸気系のエア漏れ点検

エアバイハスバルブ

匕
\ スーハチヤーンヤ

51-136

次の点を中心に点検する。

(1) インテークマニホールドの外れ，弛みはないか。

(2) インテークマニホールドは指定の方法で接続されて 

いるか。

(ガスケットの抜け，ボルト-ナットの締付トルクの

不足等）

(3) ホース，ニップル類の抜け，弛みはないか。

圧カセンサからの入力信号点検

曾

ヅ プル

V

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

31—137

(1) ぢ(：11のコネクタ1116結合したまま，テスト棒の㊉側を 

端子4，㊀側ボデーアース

(2) 同時に吸入管負圧の測定準備

(3) エンジン始動，少しづつアクセルを踏み込む

(4) 吸人管压力の変化と電压変化の様子を点検 

く参考〉

吸入管臣カニ吸入管負圧十大気圧（750哪1^)

2

(4.5,1460)

(1.0，90)

2 4 6 810121416
吸入管圧力（><100㈣㈠9)

5丁 一 138

スロットル開度センサ取付け状態点検(調整)

〆I㈣徵
スロットルボデー

スロットルセンサ
I / I \ ^ \\ 1/ \\

-シクネスゲージ挿入

ロックナット 

アジヤストスクリュ

/~㊉

㊃
4 3 2

51—139
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トラブルコードに基づく点検^^ラブルコード54

(1)スロットル開度センサのコネクタ1197分離 

⑵次の条件に合うか，スロットル開度センサの取付け 

位置点検.

①スロットルレノく一 とストッパの当る部分に0.65111111の 

シックネスゲージをそう入した時， 0N

コネクタみターミナル 基準値

只97—1〜闩97— 2 導通あり

②シックネスゲージを0.85腿に換えた時，〇孖ド

コネクタ8¢ターミナル 基準値

只97-1〜闩97— 2 導通なし

⑶条件に合わない場合は，スロットル開度センサ取付 

スクリュを弛め，本体を回転させて調整

注意

暖機不充分ではファーストアイドルカムの働きでスロッ 

トルレバーがストッパ位置まで戻らないので必ず暖機運 

転を充分に行い，スロットルレバーがストッパに当って 

いることを確認後，点検-調整する。

4 スロットル開度センサからの入力信号点検

スロツトルセンサ
/ / I 义，II Iハ、 57—140

V

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

5丁 一 141

(1) 五(：1)のコネクタ，スロットル開度センサのコネクタ 

全て結合‘

(2) 瓦(：11のコネクタを結合したままテスタ棒の㊉側を端 

子6，㊀側ボデーアース

⑶スロットルバルブを徐々に開いていった時，電圧変 

化を測定-点検

コネクタ6ターミナル 基準値

1^16 — 6〜ボ丁 一
全閉時：IV以下

全開時： 3,5ソ以上

注意

スロットルバルブの開度に連動してリニアに変化す

ることを確認すること 〇

5 ド100バルブ〜巳〇リ間のハーネス，コネクタ 
点検(エアコン付車のみ）

㉘
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

⑴

了0.

5丁 一 142

迟(：11のコネクタ1118とド100バルブのコネクタ只26分

離

(2)双方のボデー側コネクタの端子間で導通点検

コネクタ5¢ターミナル 基準値

只18—22~ 只26 — 2 導通あり

⑶1126のボデー側コネクタの端子とボデー間でショート 

していないか導通点検

コネクタ公ターミナル 基準値

卩26— 2〜ボデー 導通な1

ソレノイドバルブ

37—143

(1) エンジンアイドリング状態，エアコン〇ドド

(2) 卩100バルブの大気側ニップルからホースを抜き，エ 

アの吸い込みがないことを確認
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード62

トラブルコード62電気負荷信号系

——診断内容---------------------------------------------------------------------------------------------------- ---------------------不具合現象----------------------------------:——

信号系の断線、又はシヨート ，パ，;.、.::.1. 春アイドリング不調

各電気負荷3…不良 鲁アイドルアップしない

点検手順
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トラブルコードに基づく点検 トラブルコード62

回路図

サーモスイッチ ラジェータファン

[-11
I

屮㊃

E 0 II

㊃

24
丫㈧ 令

12

13

26

只8

只㈧

(バン，
8しトライのみ)

④

ライティングスイッチ

令

12

9

3

\ 1 II
㈠卩 ㈠し ㈠？ ㈠し ㈠リ ㈠し N11

8 ？ ？ 9 ？ 9 9

7 6 6 6 6 6 6

巳 〇 〇 〇 9 〇

㈠し
古

㈠じ 〇
6 〇 6

@㉘
2

⑸0110 (叫）
№11(し㈠） 30八へッ下ランつ。

№9

60八

№6

㉘

№2

2

4

\ 51 0^ 众(：(： 0??

6 〇 9 ？

八〇〇 6
5丁

|〇 〇

只 6

丨(3スイッチ

リアデフォッガリヤデフォッ
スイッチ

@)

@)

1 2 3 4 6 7 8 9 11 12 13
14 15 16 1フ 18 19 20 22 23 24 25 26

@)
㉞

④

3

2
4 5

〔1 2 3 4 5 6、

7 8 9 10 11 12 13

5丁 一 144
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード62

备電気負荷部の単体点検

くリヤデフオッガ回路点検〉

リヤデ、フォツカ、、31の0N/0FFに応じ，コンビネーショ 

ンメータ内のリヤデフォツガモニタランプが点灯/消灯 

するか確認

基準
5西〇问—点灯

5西一;肖灯

くへッドランプし〇ビーム回路点検〉

ぐ^ 0

ライティングスイッチ

5丁 一 146

へ、、ノドランフ。をし0ビームにし，ライティングを〇!^/ 

〇尸卩させた時，へッドランプが点灯/消灯するか確認

基準
5西〇问—し〇ビーム点灯

5西〇ドド—へッドランプ消灯

くへッドランプ㈠丨ビーム回路点検〉

ライティングスイッテ

51—147

へッドランプを只丨ビームにし，ライティング3抓を〇〜/ 

〇ドドさせた時，へッドランプが点灯/消灯するか確認

くラジェータフアン回路点検〉

(1) ェンジン始動

(2) アイドリング状態で放置し，ラジェータファンが正 

常に作動するか点検

ど〇りへの電気負荷信号点検

(1) 6011のコネクタを結合したまま，16 3呢

(2) リヤデフオッガ5砰を〇させ，迟(：11への電気 

負荷信号の電圧測定

コネクタ汝ターミナル 基準値

卩18—26〜ボデー
〇问 バッテリ電圧
0^

0 V

1 2 3 4 6 フ 8 9 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20 22 23 24 25 26

㉚

㊀ソ㊉

5丁 一 148

⑶ ヘッドランプを乙〇ビームにし，ライティング3墀を 

〇^/〇ドドさせ，圮011への電気負荷信号の電压測定

コネクタ备ターミナル 基準値

闩18—12〜ボデー

〇问 1V以下

バッテリ電圧
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ラブルコードに基づく点検——トラブルコード62
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くライティング5评〜巳0リ間〉

@)

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

@)

㉚
1 2 3 4 6 7 8 9 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20 22 23 24 25 26

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

(&)

@)

(^18)
— 「1 1

1 2 3 4 6 7 8 9 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20 22 23 24 25 26

57—153

(1) 兄(：1；のコネクタ1118，ライティング3界のハーネス

ネクタド14分離

(2) 双方のボデー側コネクタの端子間で導通点検

3

コネクタ役ターミナル 基準値

卩18—12〜「14一 3
導通あり

卩18—13〜「14一 9

くサーモ5脊〜巳(:リ間〉

㉚
1

1 2 3 4 6 7 8 9 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20 22 23 24 25 26

(^99)

51—154

(1) 迟(：11のコネクタ1118,サーモ8界のコネクタ1199分離

(2) 双方のボデー側コネクタの端子間で導通点検

コネクタ沒ターミナル 基準値

卩18—24〜卩99-1 導通あり



^EIVI0
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トフブルコードに基づく点検-------トラブルコード63

トラブルコード63、ヒータブロア信号系 ）

——診断内容---------------------------------------- ----------不具合現象一一-------------------------------

❿信号系の断線、又はショー，卜 

鲁ヒータブロア5巩不良

籲アイドリング不調

參アイドルアップしない

鲁エアコンが01^しない。又はヒータ3界が〇卩卩

なのにエアコンが作動する。

点検手順

回 路

60八

日0り

㉚
23

3^

@)

し
N017

2

16,イッチ （「⑵
5了 ¢>N1 八〇〇 0FF

8 ？
八〇〇 6
51
10 〇
0 6

1 2

3 4 5

⑩

@)
1 2 3 4

し(3
0 2

㉘
ブロアファ 
モータ

0
0「㈧
0「8

4

㉘ ブロアファンレジスタ

1 2 3

4 5 6

ブロアファンスイツチ

〇「8

0㈧
〇
8

6

2
3

4

0FF

2^

3.

1 2 3 4 6 7 8 9 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20 22 23 24 25 26

0
⑱

5丁 一 155
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード63

1 ヒータブロアの作動点検 3 ヒータブロア5西〜巳〇リ間のハーネス， 
コネクタ点検

^スイッチ
溫調レバ. 内外気切換レバ.

モードレバー フアンスイッチ

㊃ 1 2 3 4 6 7 8 9 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20 22 23 24 25 26

4
2
5

3

6
51-156

(1) 10 3胃

(2) ヒータブロア3界を〇N/0FFさせ，ブロアファンの 

作動点検

⑩

基準

5育 〇ドド—ブロアモータ停止

1段—風量弱 

5^2段—風量中 

5^3段—風量強

5丁一 158

ヒ〇リへの入力信号点検

(1) 10 5^

(2) 远(：11のコネクタ1118,ヒータブロア3汎のコネクタ116分

、離

(3) 双方のボデー側コネクタの端子間で導通点検

@)

コネクタ6ターミナル 基準値

卩18—23〜116—6 導通あり

1 2 3 4 6 7 8 9 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20 22 23 24 25 26

31-157

(1) 10 3界〇X
(2) 6011のコネクタ1118を結合したままテスタ棒の㊉側を 

端子23，㊀側をボデーアース

(3) ヒータブロア3界を0N/0FFさせ，電圧測定

コネクタ攻ターミナル 基準値

尺18—23〜ボデー

バッテリ電圧

1段〜3段 1V以下
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セレクトモニタによる点検

⑺セレクトモニタによる点検#機能概要

セレクトモニタ（略称： 5 3 1\1)は、下記内容の項目について測定することで電子制御系の故障診断に活用できる。

ドモード
入力、出力信号類のデータを直接表示し、基準値と比較することでセンサ信号系統の断線、ショ 

一卜、センサ類の特性異常が判別できる。

ド八モード 入力、出力信号のと動作状態が1^0の点灯により判別できる。

ド8モード
じチェック、0チェック、バックアップメモリ内のトラブルコードを数字で表示する。

0チェックでは、自己診断手順を実施後に、トラブルコードを数字で表示する。

「モード パ、ックアップメモリ内のトラブルコードをクリアできる。

セレクトモニタ機能の「ド」モードにより，センサ，アクチュエータの特性を測定して基準データと比軽し，不具 

合原因となっている項目を点検。 ，、ヽ

——診断内容----------------------------------------- ——不具合現象----------------------------------------

センサまたはアクチュエータ系の特性異常 像リードメモリ，IIおよび0チェックの点検でトラ

ブルコードが出ず，また，現在，過去において，不

具合が発生している場合

点検手順
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セレクトモニタによる点検 厂モート

鲁ドモード

ファンクシヨンコード 入力，出力信号 

測定項目
表示 内容

コード|^|0， 略 称

「00 年式表示 モニタ接続時に当該車両の年式を西暦表示する。

「01 も バッテリ電压 用圮(:じに供給されているバッテリ電圧(ン)を表示する。

ド03 車両速度 用五01)に入力されている車両速度(1^/11)を表示する。

ド04 エンジン回転数
クランク角センサから入力されているエンジン回転数(叩111) 

を表不する。
尸06 冷却水温度 水温センサから入力されている冷却水温度(て）を表示する。

厂07 八〇バ 最終進角度
各センサからの信号を基準にして決定された最終進角度 

((1坪）を表不する。

ド09 スロットルバルブ角度
鲁

スロットル開度センサから入力されているスロットルバル

ブ開度“6“ を表示する。

ド丨1 丁旧 インジェクタ噴射時間 インジェクタに通電されている時間(爪3)を表示する。

「12 150 130バルブ 150バルブ開度(％)を表示する。

ド丨3 〇2 〇2センサ出力電圧 〇2センサから入力されている電圧(V〉を表示する。

「14 02隠 〇2センサ出力電圧最大値 〇2センサから入力されている電圧の最大値(乂）を表示する。

,「15 02圆 〇2センサ出力電圧最小イ直 〇2センサから入力されている電压の最小値(\〇を表示する。

ド16 八し户㈠八 空燃比補正量
〇2センサにより補正されている八/ド補正係数(％ )を表示 

する。

ド20 圓卜卩 吸入管圧力
压カセンサから入力されている吸入管圧力（哪只邑）を絶対圧 

で表示する。

「28 丁八 吸気温度 吸気温センサから入力されている吸気温度(て）を表示する。

ド29 V瞧 ノックセンサ出力電圧 ノックセンサから入力されている電圧値(ン）を表示する。



セレクトモニタによる点検——ド〇〇，ド01

—測定条件

10 3#が0^の時

—基 準 値------------
く表示内容〉

1993 (卩〇〇)

3八1^8八0 30日，

基準値外の時の点検

〇^〇1【 バツテリ電圧…日） )
—測定条件-----------------------------
(1) 10 3^ 01^の時

(2) エンジン暖機後のアイドリング(800邛11〇 

状態の時

——基
〈表示例〉

準 値

ソ8 (「01)

12.57

基準値外の時の点検
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セレクトモニタによる点検------- ド〇 3，ド〇 4

一一測定条件--------------------------------------
車体をリフトアップした後、エンジンを始動し、ギ 

ヤを入れて、スピードメータが401011/匕を示す様にア 

クセルを踏込む。

基準値外の時の点検

基準 値
く表示例〉

スピードメータ表示と33河表示を比較
[基準値|指示値の差：土10%

¢「0 4 ^^^^エンジン回転数汨卩巳ソ)
一測定条件------------------------------
エンジン回転数を一定にして測定する。

(^1)

エンジン回転数は64⑻印!!!を超えないこと。

—基 準 値——-----------------------
く表示例〉---------------------------------------- :---------- :

E^E V ㈣4)

8 0 0「口…

し基準値【タコメータと同様な数値である。.I

基準値外の時の点検
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セレクトモニタによる点検 ド〇 6，ド〇 7

基準値外の時の点検

点火時期（八0ソ5)
測定条件

エンジン暖機後の、アイドリング（800卬〇1)状態の

時0

基準 値
〈表示例〉

注意 ド0 7で表示される点火時期の数値は、 
一到しないことがある。

基準外の時の点検-------------------------

迟（：II内部での演算値であるため、実際に測定した場合の数値とは
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セレクトモニタによる点検-------ド10，「11

〇1 0 9【 スロットル開度（丁㈠ソ)
一測定条件------------------------
エンジン暖機後に停止して、16 3冒を 

01^1にした状態の時。

—基
〈表示例〉

準 値

丁！"！ V げ〇旬

22.00168

ン
-;

甘進辟

-

全閉：約11(3〜彳9)^62 
全開：約95(85〜1〇3)づ0运
全閉から全開の間でアクセル⑺ 
踏込みに比例して変化すること

-基準値外の時の点検一—

1 スロットル開度センサ 」スロットル開度センサ系トラブ)レコードに基づく点検
卬62)

(>111 インジヱクタ噴射幅（丁IIV0
一測定条件-----------------------------------
(1) エンジン暖機後のアイドリング（800で！)111)

状態の時。

(2) 電気負荷部（リアデフォッガ、へッドランプ，

ラジェータフアン）、及びエアコンが〇卩ドの時

基準値外の時の点検

基準 値
く表示例〉 7 1 IV！ (「11)

3.1^5

、叙.:::::( :；.---
基準値が^濟念::^、分'、::::

从丁 ： 2.0〜3.2⑴5 

巳(:ソ丁 ： 2.3〜3.5⑴5
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セレクトモニタによる点検------ ド12 ,ド13

一一測定条件---------------------------------------
(1) エンジン暖機後のアイドリング(800^111)の状態の

時。
(2) 電気負荷部（リヤデフォッガ、へッドランプ、ラジ

エータフアン）、及びエアコンが〇卩卩の時。

⑶バッテリ電圧が13ン以上。

(4疋07丁車では、1〃又は、ヽ？"ポジション。

基準値外の時の点検

基準 値
〈表示例〉

1 5 0 (「12)

3 0%

|基準値|15〜40%

516 :調整する際には25 土 5%にすること

013〕 〇2センサ信号（02)
一一測定条件-------------------------------------
エンジン暖機後に、回転数を30001に保持した状 

態で測定。

——基
く表示例〉

〇〜IV間で変化する]

準 値

02 (「13)

0,88ソ

基準値外の時の点検

1 インジXクタ噴射幅（丁丨⑷ ド1丨モードの点検（？ 91)

2 02センサ 〇2センサ系トラブルコードに基づく点検実施

？ 64)
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セレクトモニタによる点検 厂14，ド15

〔门4〔 〇2センサ信号!\^3乂（02⑴狀)
一一測定条件---------------------

籲エンジン暖機後、回転数を300011)111に 

保持した状態で測定

基準 値
嫌示例〉

02阳3ス (「14)

0、90ソ

0.5〜1.0V

基準値外の時の点検

(「15 〇2センサ信号!VI！门（02⑺丨门)
一測定条件-----------------------
籲エンジン暖機後、回転数を300011)111に 

保持した状態で測定

基準 値
〈表示例》

02^！^

0」2ソ

5)

0.0〜0,5ソ

基準外の時の点検
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セレクトモニタによる点検一一「16,尸2 0

-測定条件一一:----------------------------------

籲エンジン暖機後、回転数を300011)111に 

保持した状態で測定。

基 準 値
〈表示例〉

八し？卜|八 (ド16)

-3.2%

陰^^9-10- +10%の間で変化|

基準値外の時の点検

〇^2 0〔 吸入管圧力（从八1\1卜卩)
一测定条件----- ----------------------- -

鲁エンジン暖機後のアイドリング状態の時。

基準 値
〈表示例〉

げ2 0)

360⑴⑺啦

…丁 I 280〜400⑴⑺㈠莒 
E^VT : 300〜420咖㈠5

※値は絶対圧表示である

基準外の時の点検
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セレクトモニタによる点検 ド2 8，厂2 9

〔「2 8 吸気温信号（丁！"！八）
一測定条件---------------------------
エンジン暖機後のアイドリング状態の時。

基準値外の時の点検

基準 値
く表示例〉

丁㈠八 (「2 8)

4001620

「基準値120〇〇~70〇〇^
、外気温度、エンジン馳温度等により基準値を外れることがある

〔「2 9 ノックセンサ出力信号（ソド1\1ド)
測定条件

エンジン暖機後のアイドリング状態の時。

基準 値
〈表示例〉

ソ州ド (「2 9)

2,50ソ

み難

基準値外の時の点検
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鲁ド八モード

セレクトモニタによる点検 ド八モード

ファンクションコード
信号名称 し5 0の点灯条件

コードN0 略称 1^0 N0.

ド八〇

八" 1 八3 5信号入カモニタ 入88作動信号が〇贝したことがある時点灯する。

110 2 テストモードコネクタ入力 テストモードコネクタ結合で点灯する。

― 3 リードメモリコネクタ入力 リードメモリコネクタ結合で点灯する。

N8 4 ヒータブロア信号入力 ヒータ5^で点灯する0

八〇 6 エアコン3珂信号 ェアコン〇以で点灯する。

0し 7 クラッチ信号入力 走行レンジ（只，0,0 3)へセレクトした時に点灯する。

6し 8 電気負荷信号入力 電気負荷（ヘッドライト，リヤデフォッガ，ラジェータファン）0以で点灯する。

10 9 アイドル5…入力 アイドル5界〇以で点灯する。

0 1 4 I5。バルブ診断入力 I3〇バルブ〇抖で点灯する。

7 丘0VI識別線入力 圮〇マ丁車のみ点灯する。

八8 9 八83作動信号入力 八3 3作動時点灯する。

02 10 〇2リッチ.リーンモニタ 〇2出カリッチの時に点灯する0

卩八2

1 八/〇コンブレッサリレー制御出力 八/〇コンブレッサリレー〇以で点灯する。

0日 3 チェックエンジンランプ出力 チェックェンジンランブ〇以で点灯する。

八卩 4 エアコン孖I (：0出力 ェアコンドI〇〇 〇以で点灯する0

0只 6 クランク角センサ信号モニタ クランク角センサ信号入力後点灯する0

1 3 8 I 3¢：バルブ出力 I50バルブ〇以で点灯する。

5 ？ 9 フューエルポンプ出力 フユーェルポンプリレー〇以で点灯する。
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セレクトモニタによる点検——ド八〇

基準 値表示内容

し巳〇㈧〇. 信号 名 記号

1 八8 5信号入カモニタ

2 テストモード 110

3 リードメモリ 刚

4 ヒータブロア信号 N8

5

6 エアコン信号 八〇：

7 クラッチ信号（ど〇丁ソのみ） 0し

8 電気負荷信号 巳し

9 アイドルスイッチ 10

10

じ0 ^171 N8 —

0し 巳し 10 —

1 2 3 4 5

10-----  3丁 一 159

(1) イグニッシヨン0”後，沾8作動したことがある時 
:N0.11^0点灯
イグニシヨン〇^後、一度も入：68作動してい 
ない時：N0.11^0消灯

(2) テストモードコネクタ結合時：N0.21^0点灯 
テストモードコネクタ分離時：N0.21^1)消灯

(3) リードメモリコネクタ結合時：N0.31^1)点灯 
リードメモリコネクタ分離時：N0.31^1)消灯

(4) ヒータブロア3界が〇贝の時：N0.41^1)点灯 
ヒータブロア8界が〇ぞ尸の時：N0.41^1)消灯

(5) ェアコン8界が01^の時：N0.6ム迟〇点灯 

ェアコン8^が〇ド罗の時：N0.61^0消灯，

(6) 丑〇冗車において，ェンジン始動後 
0レンジの時：N0. 71^13点灯

レンジの時：N0. 71^0消灯
(7) 電気負荷部（リヤデフォッガ，ヘッドランプ，

ラジェータフアン）において

いずれか一つでも〇忖の時：N0.81^1)点灯 
全てのものが〇ドどの時：N0.81^1)消灯

(8) ェンジン暖機後

アクセル解放の時：N0. 91^0点灯 
アクセル踏込みの時：N0. 91^0消灯
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セレクトモニタによる点検——ド八1

2-99



セレクトモニタによる点検------- ド八1

表示内容

し £0 1\1〇. 信号 名 記号

1 -

2

3

4 150バルブ診断 01

5

6

7 E^TV車識別

8

9 八8 3作動信号入力 八8

10 〇2リッチモニタ::.，: 〇2

01

丁闓 八8 02

11I 2 II 3 Iし4」じ
61「71「81「91「10

5丁 一 161

—基 準 値----------------------------------------

(1) テストモードコネクタ結合で，1¢ 3评が〇X
(エンジンは〇卩孖）の時：N0.41^0点滅

(2) 已(：ン丁車の時：N0, 71^：0点灯 

1^1：車の時：N0.7 1^0消灯

⑶处8作動時：讨〇, 91^0点灯 

^8非作動時：讨〇 # 91^0消灯

⑷〇2フイードノべツク実行中に

八/ドリッチ信号出力中：X0.101^0点灯 

八/ドリーン信号出力中：0.101^0消灯

51-162

回 路 図

150
バルブ

㊃

E 0 II

12

@) 5

16

—- ^--- —

8
旧(:VI車のみ）

# —
〇ソ丁
已〇リ

3

〇
^メインリレーへ

ブレーキ3西 
(闇丁のみ）

〇

？

一 八83
—

(〇ソ丁のみ)

由

画

02センサ
57—163
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セレクトモニタによる点検 厂八2

(^八2【 スイッチ3 (5^3) )
表示内容

し £0 1\1〇. 信号 名 記号
1 エアコンコンブレッサリレー出力信号 八只

2

3 チェックエンジンランプ出力信号 (:巳

4 エアコンド丨0 0出力信号

5

6 クランク角センサ信号モニタ 〇闩

7

8 丨(：5バルブ出力信号 15

9 フューエルポンプリレー出力信号

10

八ド —

〇闩 15 印 一一

1 | I 2 I I 3 I I 4^) I 5
6 7 18119 1 | 10

5丁 一 164

—基 準 値---------------------------------------

(1) エアコンコンブレッサがの時：恥11^0

点灯

の時：N0.1し五〇消灯

(2) メータ内チェックエンジンランプが

点灯の時：吣31^：1)点灯 

消灯の時：恥31^：1)消灯

⑶アイドリング時八/〇 3禪が〇尺で，ヒータブロア 

3界が の時：恥乩五!)点灯

〇ド尸の時：耐1^0消灯

(4) 3界〇卩時（エンジンは〇ド卩）消灯’

エンジン始動後 N0.6 五〇消灯

⑸テストモードコネクタを結合させて，10 3贾 
を(エンジンは〇卩孖）させた時：恥81^：0

点滅

⑹10 3巩が〇X (エンジンは〇ドド）後，

2秒間：恥91^：1)点灯 

2秒以後：恥91^：1)消灯

回 路
150 フューエル
バルブポンプ

フューエル
ポンプリレー

ド100 
バルブ. 

マグネット众/〇 メイ 
クラッチ リレー 
リレー

高低圧 
カット洲 コンビネーションメータ

八/〇コントロー ル 
ガス温5奴ユニット

タコ無 タコ付

6 沪16)-15 『16)-15

〇 沪16)-18 (「16)-19

51-165
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セレクトモニタによる，存、検--------- 基準値以外の時の不具合症状
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -- - - - ------ ----- - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -一

，基準値外の時の不具合症状

モード 不具合 症状

厂0丨 V 8 ランプ類が暗くなる、ランプ切れ、エンスト、始動不能（バッテリ上がり）、

バッテリオーバチャージ（バッテリ劣化）、チャージランプ点灯

ド0 3 V 5 エンスト、アイドル回転戾り不良 ， -

ド0 4 E ^ E V エンスト、アイドリング不調、始動性不良

ド0 6 丁㈧ 始動性不良、燃費悪化、加速不良、アイドリング不調

尸0 7 八V 0 5 アイドリング不調

尸0 9 丁㈠V 加速不良、エンジン吹上り不良

^ 1 1 丁 丨 エンスト、アイドリング不調、加減速不良、アフタファイヤ

尸丨2 1 8 0 ェンスト、アイドル回転戻り不良、アイドル回転数低下、始動性悪化

尸 1 3 0 2 アイドリング不調

ド1 6 八し？㈠八 アイドリング不調

ド2 0 IV！八1 # ？ エンスト、アイドリング不調、加速不良、燃費悪化

ド2 8 丁㈠八 アイドリング不調、燃費悪化

「2 9 Vドド ノッキング発生

蠡

子八〇

し已〇 №.2 リ〇 0チェック不能、又はチェックエンジンランプの誤点灯

し巳〇 N0.3 ㈣ トラブルコード読出し不能、又はチェックエンジンランプの誤点灯

1^0 №.4 N8 エアエン作動不良、アイドルアップしない

し已〇 №.6 八0 エアエン作動不良

LE0 N0.7 0し エンスト、アイドリング不調

し巳〇 №.8 已し エンスト、電気負荷部使用時にもアイドルアップしない

1^0 N0.9 10 加速不良、アイドル回転戻り不良

ド八1

し巳〇 N0.4 0 1 エンスト、アイドル回転戻り不良、加速不良、エンジン吹上がり不良

し日〇 N0. 7 丁 IV！ エンスト、アイドリング不調、チェックエンジンランプ点灯

1^0 N0.9 八8 八3 3機能不良、八3 5作動不能、ェァコン機能不良

し巳〇 №.10 0 2 アイドリング不調

ド八2

し已〇 N0.丨 八闩 エアコンプレッサが作動しない

LE0 N0.3 0巳 チェックエンジンフンブ点灯不良

1^0 №.4 八0 ェアコン作動不良

し三〇 №.8 1 5 エンスト、アイドル回転戻り不良、アイドル回転数低下

1^0 №.9 「？ 始動性不良、エンスト
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セレクトモニタによる点検一ード日モード

国「日8¢ドモード

コードN0. 略 称…- 測定項目 表示 内容

厂8 0 〇㈤叩または脱0，11 自己診断機能 現在の故障箇所の自己診断結果を表示する。(1)チェック又は！)チェック）

尸8 1 〇^〇 -IV！ 自己診断機能 過去の故障箇所の自己診断結果を表示する。

ド0 0 バックアップクリア バックアップメモリ内に記憶されている過去のトラブルコードをクリアする。

トラブル

コード
入出カセンサ名称 略称

トラブル

コード
入出カセンサ名称 略称

21 水温センサ系、 32 〇2センサ系 02

22 ノックセンサ系 00X 33 車速センサ系

23 圧カセンサ系 ？，5 42 アイドル3评系 103^

24 130バルブ系 130 52 クラッチ信号系 0^50

26 吸気温センサ系 丁八 54 吸気系

31 スロットセンサ系 62 電気負荷信号系

63 ヒータブロア信号系
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不具合現象に基づく点検

(8)不具合現象に基づく点検

ここでは，不具合現象別推定原因を一覧表にまとめてある。

自己診断でトラブルコードを表示しない不具合のトラブルシューティングに活用する。
不具合現象別トラブルシューティングは，まず，問診内容と基本点検結果を整理し，不具合現象別推定原因一覧 

表と照らし合わせて点検の優先順位を決定し，系統別，部品別に順次点検を行い，トラブルシューティングを行う

注意 不具合現象が再現しているにもかかわらず，自己診断で異常が検出されない理由として，自己診断の異常

検出範囲外で不具合が発生している場合と，白己診断系統以外で不具合が発生している場合とが考えられる

く点検手順〉
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不具合現象に基づく点検
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クリアメモリの手I噴

(9)クリアメモリの手順 

ーセレクトモニタを使用しない場合

(1)10 3^ 〇ド孖

リードメモリ 
ードコネクタ 
:(1極黒)

テストモード 
コネクタ 
(2極縁) セレクトモニタ 

コネクタ 
(9極黄） 5丁一166

(2) テストモードコネクタ，リードメモリコネクタ共に 

結合

(3) 0チェック実施

〔4〕自己診断の項を参照

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

----〇にコード

トラブルコード22

1.2 0.31.2 0.3 0.3
0.3 0.3

(4) …チェックエンジンランプが〇尺コードを出しているこ

とを確認

く參考〉

〇チェック実施後でも〇尺コードが出力されないでトラブ 
ルコードが出力されている場合には対応する個所の修理 

を行った後，再度クリアメモリをやり直す。

(5) 16 3贾〇尸玨の状態でテストモードコネクタ，リード

メモリコネクタ共に分離

セレクトモニタを使用する場合

51—167

(1)セレクトモニタをセットし，ファンクションモード

を選択-実行

(2)セレクトモニタの表示

1^巳1^10闩丫 0し6？

^ 0 :丫巳5 1:N0

丄丫 £5

(3) 10 5评を〇ドドすればクリアメモリ完了
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3 動力伝達システム
変更項目のみ記載，記載なき項目は，
’92-10新型車解説書.整備解説書を参 

照下さい。

3-2 マニアルトランスミッションぃ.3- 2

3-3 E^VT.................................………3一3

〔3〕車上点検.......................................................3-4

〔7〕巳〇ソ丁システムトラブル

シューティング.........................................3-6

国電子制御トラブルシュー

ティング準備品“..................................... 3 - 6

国システム全体図...........................................3-7

国システム構成表...........................................3-8

II入出力電圧イ直.................................................3-9

IIフェイルセーフ機肯巨................................... 3-10

圓トラブルシューティングの

ステップ.........................................................3-11

⑴基本点検...................................................... 3-12

(2) 故障履歴およびクラツチ保護制御

作動履歴の読み出し................................. 3 - 20

(3) トラブルコードと故障履歴..................... 3-22

⑷トラブルコードに基づく点検................3 - 25

⑸サービスコードに基づく点横................3 -51

(6)セレクトモニターによる点検................. 3-54

⑺不具合現象に基づく点検-............. 、…3 -65

(8) 不具合現象箇所一覧表............................ 3 - 84

(9) クリアメモリ...................  3-86

3-4 ドライブシステムふアクスル….3-87

I主要変更点

(1)卩" 4胃車の㈠2界！)切換機構が廃止された。（皿で車，瓦〇冗車共）

⑵以で車のギヤシフトレバーとコントロールケーブルの結合を，ナット締付からスナップピン方式に変更した。

(3)車のインヒビタスイッチを，セレクタレバー根本取付からトランスミッション上部取付に変更した。

これに伴い，トランスミッション型式記号を変更した。

⑷丑〇\^車のアクセル開度スイッチ作動点のストローク量を変更た。

⑸瓦〇冗車のストール回転数を変更した。

(6) 瓦〇冗車の車速センサを，コンビネーションメータ内取付からトランスミッションケース左側取付に変更し 

た0

(7) ム53付車用のフロント，リヤアクスルシャフト，およびフロントのハブ，ハウジングを新設した。

(8) 全車のリヤアクスルシャフトのねじ径を，N20—]\124に変更。これに伴い，締付トルクを変更した。



3 マニアルトランスミッション

圓構造‘作動

(1)^ 4，0車の4^叮)㈠2评〇切換機構の廃止

継続検査，点検整備，および故障時における被けん引きなどに使用するド" 4界0車の4\^1)〇2界1)切換機構 

が廃止された。これに伴い，4界〇㈠2界〇切換機構部品であるトランスファシフタロッド，トランスファシフ 

タフオーク，スリーブ，ハブ，ブッシュなどの廃止，およびトランスファシャフト，ドリブンギヤ，クラッチ 

，ハウジングの形状を一部変更した。

ぐ変更後ン
4西〇㈠2西0切換え 

嚙合クラッチ

ぐ変更前ン

1^

31
手動切換え
シフタロッド

ざ)幻匚

(2)ギヤシフトシステムのシフトレバーとシフトコントロールケーブルとの結合をナツト締付からスナップピン

に変更した

ぐ変更後ン

シフトレバ

スナップビン結合

コントロールケーフル

3-2



3 — 3 巳0 V 丁

國構造，作動，整備要領

⑴^4呢〇車の4胃！)㈠2界〇切換機構の廃止

前項のマニアルミッションと同様，ぞ！ 4-0車の4双!)评1)切換機構を廃止した。

(2)インヒビタスイツチ，車速センサーを，トランスミッション側取付けに変更した。これに伴い，トランスミ 

ツシヨン型式記号を変更した。

く変更後ン

車 種 トランスミッション型式
腿車 2涵用 觀01獅八〇

80車 2觀用 13401腿5灰0

附獲!)用 灯401？脱0

く変更前ン

車 種 トランスミツシヨン型式

腿車 2聊用 龍01撤2仙

沈車 2漏坪I 401應4仙

附樣〇用 冗40肺棚

(3)車上でのアクセル開度スイッチの点検.調整

アクセル開度スイッチ作動点（〇队〇ぞぞ）のストローク量を変更した。 

-次の様な故障の症状がある場合，その原因について点検する。

人アンダーライン部が変更点バ 

また，（）内は変更前の値-

アクセル開度スイツチ
故!％モード クラッチが結合する時にショックがある。 低速域で再加速時にクラッチが滑りぎみになる。
原 大 作動点が16111111(—14.6311211)以下 作動点が20:01111(—18.0111111)以下

(尚，アクセルスイツチは変更なし〇)

-正常時のアクセル開度スイツチが〇が—〇ド，になるペダルストローク量は18 土 2ね加1(—16,6 土 2110111)である。

(4) 内部のベルト‘プーリ，および電磁クラッチ等の作用や，エンジン出力の良否を診断するストール回

転数を.変更した。

ぐ変更後〉

ストール回転数（で|通） 1800〜2400

(5)車速センサを，コンビネーシヨンメータ内から 

トランスミツシヨンケース左側取付（アクスルシ 

ヤフトの上部)に変更した。

く変更前〉

ストール回転数（印遺） 2300〜29⑽

(6)インヒビタスイッチのトランスミッシヨン側取付（詳細，別記）に伴い，オイルクーラーアウトレットバイ 

ブの一部形状を変更した0 (2質！)，4贾〇共）
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巳0 VI 車上点検

検
—インヒビタスイッチ 

く変更内容〉
インヒビタスイツチを，セレクタレバー根本取付からトランスミッション上部取付（エアクリーナ下部〉に変 

更した。

く変更後ン

トランスミッシ3

インヒビタスイッチ

ぐ脱着-点検，調整〉
(取外し)
①エアクリーナケースの取舛し。

，エアインテークダクトのクランプをゆるめる 

-ホース類をエアクリーナケースから取外す 
-エアクリーナケース取付ボルト，およびナツ 

卜を取外し，エアクリーナケースを取外す

0

〇

インヒビタスイツチのコネクタを外す 〇
③インヒビタスイッチ取付ボルト（2本）を外

し，インヒビタスイツチを取外す 〇

く変更前ン

セレクタレバ

〇

〇」
0

インヒビタスイッチ

0

(点検)
各レンジでの導通点検を行う 

(オスピンを該当端子に揷入し行う。テスタピン 

をむりやり差し込んではいけない〇)
注意

インヒビタスイツチの導通点検ほ，インヒビタ 

スイツチがトランスミツシヨンに取付けられて 

いる状態で行うこと 〇

〇. 0 1り 只 ？
1(3 (

(3
く 5

(3
く 5 V

〇
1

く5
25

(

12

10丨

如

4

！ 2 3 4

5 6 7 8
9 10 I I 12

6
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日0ソ丁——車上点検

——インヒビタスイッチ----------------一一一

(取付け，調整） -
① セレクトレバーをがレンジにする。

② トランスミッシヨン側シフトアームが汉位置 

にあることを確認する。

③ インヒビタスイッチの穴と，シフトアーム先 

端2面巾部を合わせて，インヒビタスイッチを

トランスミッシヨンケースに取付ける。

④ 特殊工具-ストッパピンをインヒビタスイッ 

チの穴からシフトアームの切欠き部に差込み， 

シフトアームががレンジからづれないように注 

意しながら取付ボルト（2本）を締付け，イン 
ヒビタスイツチを固定する。

⑤ボルト締付後，特殊工具-ストッパピンを” 
Iき抜く。

⑧特殊工具-ストッパピンを再度，インヒビタ 

スイッチの穴に差込み，軽く入ることを確認す 

る0
注意

ボルト締付後の特殊工具.ストッパピン引き抜 

き時に，ひっかかり感があった場合，また，再 

度差込み時，重い時や入らない場合は，取付ボ 
ルトをゆるめ，再度調整する。
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巳0ソ丁システムトラブルシューティング

〔7〕丁システムトラブルシューティング鼸電子制御トラブルシューティング準備品

3

エ 具

スノくノレセレクトモニタ

(カートリッジ498349800)

5丁 一 168

ターミナル圧着ペンチ

57—169

クリッフコード

51—170

丑011入出力信号や制御デー 

夕をモニタし，不具合系統の 

診断を行う。

電線の切断 

被覆の皮むき 

端子の压着

各部の配線点検

，V

各部測定用

サーキットテスタ 
(アナログタイプ)

サーキットテスタ 

(デジタルタイプ)

テストリード線 

ワニロクリップ

計 器
51-171

波形点検

オシロスコーフ 

プローブ 
アースリード

51—172
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ら0\；丁システムトラブルシューティング

圓システム全体図

X 
】…㈣

車遽センサ

アクセル3你
〇^〇-踏込時0「ド 

アクセル開度3奴
深度チド丄

甘 二

17°

レンジ3奴
0時〇"
〇骑〇㈤

只時

陶〇㈠
瞒0(^

エアコン信号
エアコンリレー

作動時0”
フレーキ3…

作動時0"
%30雜判別

開放：^130 
接地：隊

〇

〇
〇

〇

1： グ〇
ストップ
ランプ

) (十〉
28 8

10

3

22

19

18

21

13 

11

14

⑽了
£00

9

4

27

28

19
24

20

25
15
5
6

12

2 16

7

30

23

N30車
バックアンフ質源

イクニフシ3ン鬵濃
メインリレ—

イクニツシ3ン <4 バルス—~—1：
エI：

コイル ッシ3ン

22

17

18

21

私 I

キャブ車
ベックアツブ霄為 令

イグニツシヨン ぬ％%

ダグ::ンシ3ン

X
I

⑽〇

⑴

電石兹クラッチ

--------------------- ^
ド.—細，.................... ，川.“.80^，，川，

八83作動信号 泠83
£013

クラッチ信号 
(N50のみ）

4

，円モ00 |
アイドル.アップ要求

03ソレノイド

クラッチ溫警報ランプ

IX
セレクトモニタ 81^173

アクセル3你 
アクセル開度3你

81-174
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日0ソ丁システムトラブルシューティング

国システム構成表

87—175
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已0VIシステムトラブルシューティング

國入出力電圧値

系 統 測定端子 電圧および条件

車速センサ ⑧ 車両停車時，端子間電圧〇ソ
㉖ 車速30匕他時，端子間電圧 5ソ以上（入〇レンジ）

車速の増加に伴い，電圧は上昇する

イ7ニッシヨンパルス ㉑ (イグニッシヨンパルス系の点検の項参照？ 2—18)

アクセル5悍 ⑩ アクセル開放時：約〇 V アクセル踏込： 3入丁丁電圧

アクセル開度3墀 ③ ァク七ル門甜拄V 開度8界作動点までアクセ アクセル開放時，約0 Vルを踏んだ時： 3謂電圧

インヒビタ3坪 0 ⑬

〇5 ⑪ 各レンジセレクト時：約〇 V

入 镰

尺 ⑭
その他 ： 3八丁丁電2

①

力 ⑨

ブレーキ5界
籲

⑫ ブレーキ開放時：約〇 V ブレーキ踏込時： 8厶丁丁電圧

八/〇信号 ④ 八/〇コンブレッサ〇ドド：約〇 V 八/〇コンブレッサ〇X : 8八11^電压

^8作動信号
⑮

^8非作動時約12ソ 

^8作動時 〇ソ

電磁クラッチ ㊉
⑲
㉔

レンジ（逆励磁）： 6〜8マ 走行レンジでアクセル開放（ドラッグ）
0,7~2爪

出
丨丨 0 レンジ（逆励磁）： 7〜8ソ 走行レンジでアクセル開放（ドラッグ）

:約〇 V

クラッチ信号 ⑧ 1^.1^レンジ： 8八丁丁電圧 クラッチ通電時：約0.6〜0,7ソ

力
1)5ソレノイド ⑯ 〇5レンジ：約〇 V 〇5レンジ以外： 8八丁丁電圧

クラッチ温 
警報ランプ

⑦ ランプ点灯時：約〇 V ランプ消灯時： 3八丁了電圧

アイドルアップ
⑤

处8非作動時約12乂

要求信号 ^8作動時 0〃
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已0ソ丁システムトラブルシューティング

IフIイルセーフ機能

故障箇所 故障モード 故障時の制御 目的 車両挙動

アクセル5界系 (別表）
エンジン回転1350113111以上の時ア 

クセルモードとする
走行不能防止 (別表）

車速センサ系

走行レンジでクラッチ 

電流が流れているのに 

車速が入力されない

エンジン回転18501^111以上の時ア 
クセル踏込みモードとする

惰行時のエンジ 

ンブレーキ確保

アクセル開放で惰 

行した時エンジン 
回転18 5 未満

になるまでクラッチ 
切れない

クラッチ回路系 ショートまたは断線 正常に戻るまで逆励磁とする 五01；破損防止
クラッチがつなが
らない

インヒビタ3界

複数のレンジ3界が

01^となった

アクセル開放または？レンジ

3界が〇Xかつ車速12—ル未満の 

時はレンジ、それ以外は〇8レ 

ンジと判断する

走行不能防止

トランスミツシ

ヨン保護

セレクトレバーが

走行レンジにあっ

てもドラッグ電流 

が流れない

極低速でギクシャ 

ク感大

アクセルに足をの

せているとN40

にセレクトできな. 

い（ギヤ鳴き）

〇5レンジの状態から

無入力となった

他の3墀が〇1^1するまで〇3レンジ

とする

0レンジの状態から無

入力となった

車速12—/11以上：他の3评が〇X 
するまで0とする 

車速121011ル未満：他の3评が 
するまでド，：^する

IIレンジの状態から無

入力となった

他の3巩が01^するまで？レン

ジとする

レンジの状態から

無入力となった

他の3巩が〇するまで卩.レン 

ジを保持する
ギヤ鳴き防止 逆励磁：走彳了不可

ブレーキ3评系
ブレーキ3评が一度も 

変化しない
ブレーキ01^と判断する エンスト防止 特に変化なし

く別表〉アクセル5评，アクセル開度5育の故障モードと検出の可否

アクセル(浅い方）

正常 〇问のまま（開放） 01^のまま（踏込）

アクセル開度

3巩(深い方）

正常 正 常
说山和(エンジン回転13501'口!！') 
検①11以上で走行モード)

検出不可 
(クリーブ）

01^のまま 
(開度小）

検出不可（走打可） 検出不可（走彳丁不可）
検出不可 

(クリーブ).

〇ド^のまま 
(開度大）

丛山7〔エンジン回転13501〕 
検出1 1以上で走行モード]

始^屮万1"〔ヱンジン回転13501^111) 
細』1以上で走行モード 」

検出不可 
(クリーブ）

く注意〉秦0Nのまま...............ハーネスショート等も含む，検出不可の場合……トラブルコードは残らない

- 〇ド尸のまま............ハーネス断線等も含む
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巳0VIシステムトラブルシューティング

國トラブルシューティングのステップ
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基本点検

⑴基本点検
基本点検はトラブルシューテイングにおいて不具合発見を早めるので、必ず実施すること

万?、らの順/チ 1 1,1 1,1 —丨—1 -1 -------------- — 叩国- ( --------------------- -----一画 ，旧国国, 国

点検
順序 点検部位 チェックポイント

1 トランスミッション外観、オイルレべル 油もれ、にじみ、五〇ゾ丁フルードの適否

2
セレクトケーブル、シフトリンケージ、インヒ

ビタ3评
各々の位置関係

3 トランスミッションコントロールケーブル 調整の適否、ケーブルあそび量

4 バッテリ、電源、およびアース系
ノべッアリ比重、ノベ' ッアリ端子ゆるみ、アースボルトゆるみ、 

ヒューズ.ヒュージブルリンク切れ

5 アクセル3诃、アクセル開度3巩 動作順序

6 コネクタ類、ブラシ〜スリップリング部
コネクタがきちんと結合されているか。ブラシが折れたり、 

汚れたりしていないか。

7 エンジン 規定回転数、規定点火時期か（アイドリング時）

8 スI—ル回転数 ストールできるか

9 ライン圧 規定圧力にあるか

10 五〇じへの入出力（セレクトモニタにて） 入力，出力されているか

——トランスミッション外観、オイルレベル------------------

オイルパンガスケットテストプラグ，エアブリーザホ 

ース，エンジンとの合わせ面等からのオイルのにじみを 

点検する。
とくに，エンジンとの合わせ面付近にオイル漏れのにじ 

みの形跡がある時は，ブラシ〜スリップリング部にオイ 

ルが付着している可能性があるので，ブラシの点検を必

ず行う。
5丁 一 177

------ セレフトケーノノレー-.------- ---------------------------------- -------------------------------------- - -圓一

セレクトケーブルの位置が正しく調整されているか確認

する。

(1)トフンスミッション側アームをニュートフル位置に

する。

(ピンをアームの切欠きとケースの穴に立てる）

⑵車体側セレクトカバーをX位置に合わせる。

⑶取付ボルトをゆるめ，再び締付ける。画.5土().4^1
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基本点検

インヒビタ5育

圔点検

(1)インヒビタ3\マのコネクタを外す 

⑵各レンジでの導通点検（オスピンを該当端子に#入 

し行う。テスタピンをむりやり差し込んではいけない）

(1) 車体側セレクトレバ'一をXレンジにする

(2) インヒビタ3界取付ボルトをゆるめる（2か所）

⑶ ランスミッション側アームをニュートラル位置に

する

(4)インヒビタ3界のが位置決めをする（叆4のピンを卜

ランスミッションアーム，とインヒビター5\ダのアー 

ムそしてインヒビタ ー3,の本体の穴に差し込む）

⑸インヒビター3/诼取付ボルトを仮締めし珍4ピン 

を抜く

⑹規定トルク, 0,5±0,051^卜!XIで締付ける。
⑺ボルト締付後が4ピンがインヒビタ ー3八マ本体の 

穴までトランスミッションアームの”位置がずれるこ 

となく軽く挿入できることを確認する。

0 り 只
( 0

3
) 6

3
(5 0) () V

〇
5

)
(

(

7
12

10

2

4

6

み—

！ 2 3 4

5 6 7 8

9 10 1 I 12

ネンヒビタ8抑

--------- トランスミッションコントロールケーフル----------

(1) アクセルペダル全開の時，スロットルボデー（また 
はキャブ）が全開になっていること。この時，ァク 

セル全閉時にアクセルケーブルに余裕のあることを 
確認する。

(2) スロットルボデー（またはキャブ）のスロットルバ
ルブを全開にしてコントロールケーフルを引張り， 

遊びが基準値内にあること。

基準値I 0.5〜2.5關

⑶基準値内にない場合は，コントロールケーブルの口 

ックナットをゆるめ，長さを調整する。

81—180
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基本点検

バッテリ，電源，アース系

(1)バッテリの比重，電圧測定 くヒューズボックス〉

基準値
バッテリ電压

比重 1.2⑽以上

(2) ヒューズ，ヒュージブルリンクのチェック

(3) アースボルトのゆるみチェック

くメインヒューズボックスートラック〉 くメインヒューズボックスートライバン》

メイン匕ユーズ

くアースボルト〉

3了一顧

一ーアクセル3寶，アクセル闋度5鞸一

アクセルペダル上での両の作動点を確認 

鼸点検

各スイツチは図のようにペダルを離した状態から，それ 
ぞれの作動点で〇尺から〇孖ドになる。
-アクセル3观……4 土 2職ストローク時 

-アクセル開度3界……18± 2職スト〇— ク時
臞調整
カムを固転させて調整

ス1ツナ

カム

アクセルスイッ

アクセル開度スイッ

アクセル3奴

アクセル 
開度3奴

灯一182
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基本点検

--------- コネクタ，ブラシ〜スリップリング部-----------------

⑴瓦〇;とブラシホルダのコネクタが確実に結合されて 

いるか確認

⑵ブラシ〜スリップリング部点検

ブラシを取外し，油や水で汚れていないか目視点検。ェ

ンジンオイル，丑〇又丁フルード，グリース等で汚れている --------------------------

場合はエンジン，トランスミッションを降し，油もれの ------------

原因を処置。 ---------

また，ブラシが偏摩耗（片ベり）している時は，押しつ
け力不足で接触不良を起こすおそれがあり，新品と交 ーレ片ベ-り.

換〇

-------エンジン-----------------------------------------------------------------

アイドリング回転数，点火時期を規定値に合わせ，アク 

セル踏込み時のエンジンの調子（ボコツキ，息つき等が 

ないこと）を確認

基準値

17150

アイドリング回転数 800±50广口⑺ 900±50「|3⑴

点火時期(日丁〇〇/「叩） 10±3〇7800 6±3〇7900
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基本点検

ストール回転数

0レンジでストール状態のエンジン回転数を測定することによりトランスミツション内部のベルト.フ。ーリ等の作 

用，電磁クラッチ等の作用，エンジン出力の良否を診断

テスト前の準備

エンジンオイル，冷却水，お〇ゾ丁フルードを点検，充分暖 

機後実施

国テスト手順

① ユンジン回転計を運転席から見える位置に設置

② 前後輪に確実に輪止めをし，さらにハンドブレーキ 

を引く

⑧セレクトレバーを0レンジにセット

④ 左足でフットブレーキを強く踏みながら，アクセル 

ペダルをゆっくり全開まで踏み込む

⑤ ユンジンが一定回転で安定したら，その回転数（ス

トール回転数）をすばやく （5秒以内）読み取り， 

フクセルを戻す。

⑧七レクトレバーをレンジに入れ，アイドリングで休 

み，1分以上冷却 

⑦ストール回転数を記録

基準値
1^130 1800〜2400卩171

1800〜2400「口 171

く注記〉

ストールの時は発進モードであり，下図のような 

電流特性となる。特性は21001^111に相当する部分 

から急勾配になっており，クラッチが正常ならば 

ストール回転が240011)立!をオーバーすることはな

い〇

電流（トルク）

57—184

ライン圧

6(:マ丁油圧メカニズムすべての圧力源である。ライン圧が不良になるとクランプ（締付け）力不足によりベルトスリ 

ップしたり，走行性に悪影響を与える

① サイドケースについている压力取出しプラグ取外し

② 圧力取出し口に3トアダプタを取付け，オイルプレ 

ッシャゲージと結合

498575400オイルプレッシャゲージ 

498895400 プレッシャゲージアダプタ

③ オイルプレッシャゲージを適当な位置に設置

④ 0レンジ.アイドリング状態で計測

基準値
1^50 : 221^/咖以上 
⑸八： 211^/咖以上

注意

充分暖機後，ライン圧測定をする。
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基本点検

-—日。1！への入出力-------------------------------------------------------

入カチエックはセレクトモニタを用いるのが確実な方法 

である。セレクトモニタは丑011内部のデータをモニタ 

できるため，丑〇玎の入力識別状況，出力の制御状態を 

点検することができる。

(カセット： 498349800)

異常なところがあれば，「トラブルコードに基づく点検」 

を参考に該当部位を点検する。

画スイッチ入力

，セレクトモニタのスクロールキーを押すか「尸八〇丑1^」 

を入力し，' 右の画面にする

-レンジ8评を!08まで順次セレクトし，該当する1^0 

がそのレンジで点灯することを確認 

-アグセルに足をのせると1^〇,9の1^10が消え，さらに大 

きく踏み込むと1^〇,8の1^0が消えることを確認 

-ブレーキを踏むとN0.6の1^0が点灯することを確認 

泰エアコンプレッサが〇忖になると，尺〇,7の1^1)が消灯 

することを確認

，セレクトモニタのスクロールキーを押すか冗财」

を入力し，右の画面にする

-八83作動時に0.1のし瓦〇が点灯することを確認 

(处8無車でも表示されるので注意すること）

(|1^1…通常消灯，操作時点灯、
V『 …通常点灯，操作時消灯ノ

臞出力

-セレクトモニタのスクールキーを押すか「ドム2丑!^」 

を入力し，右の画面にする

，〇8レンジにセレクトするとN0.2の1^0が点灯するこ

とを確認する

，エンジンがかかつた状態でアクセル開放で!)レンジに 

セレクトすると，約0.6秒後に：^〇ユの1^0が点灯する 

ことを確認する。車のみ）

-仙8作動時にN0.3の1^0が点灯することを確認する。 

(处8無車でも表示されるので注意すること）

只 0 〇5 一—

8只 八〇 八3 —

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

レンジ3…屮又は⑷

闩 レンジ3西（0)

0 レンジ3…（0)

〇5 レンジ3西（〇3)

80 ブレーキ3…

エアコン信号

八〇 アクセル開度3西

八3 アクセル3\^

八8

八8 八83作動信号

〇し 50 旧----- -----------

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

〇し クラッチ信号（N30のみ）出力

30 ソレノイド出力

旧 アイドル.アップ要求出力
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基本点検

巳〇リへの入出力

車速入力

泰セレクトモニタのスクロールキーを押すか「ド03 £N7.)

を入力し，右の画面にする。

，リフトアップにて走行し，メータ指示とモニタ表示車 

速がほぼ一致していれば良レ

^ (「ほぼ」は約10%程度）

，発進できない場合は点検しなくて良い。

(車速入力のせいで発進できなくなることはない）

エンジン回転入力

セレクトモニタのスクロールキーを押すか「ド04迟^^丁」 

を入力し，右の画面にする。

？レンジ2000卬爪時のモニタ表示を確認する。大きく外 

れていなければよい。

エンジン回転が一定であるのに表示内容が変動する場 

合は，エンジンタイミングベルトのゆるみ，また]\130 

車では56丨用忆011の制御アース断線（このときはタコメ 

一夕の針が不連続的に振れる）などが原因として考え 

られる0 

クラッチ電流

クラッチ電流については，指示電流（10010と実電流 

(10し丁0只）の両方をモニタすることができる。

1001^705

10乙丁(:只 一^ド07

次表に従い1001しと1(：1^0幵を確認する

条件 100丨し丨〇し丁〇㈠
0レンジアイドリ 

ング，アクセル開放
0.2〜0.3八

问レンジ

一〇扁

(但し丨〇じ!"01は逆励磁 

であっても0と表示）

リフトアップして0レ

ンジ401(⑺/卜で走行

1^130 2,3八

㈤八 2,2八

指示電流は〇じ，実電流がN0のときはクラッチ回路の 

何らかの異常である。

ソ5？ (「03)

〇〇レ！!!/卜

EF?EV (ド04)

0000「〇⑴

主意

約80001^111以上は表75できなレ

指示電流

1001し

〇屬

㈣）

実電流

10し丁〇㈠

0,0八

(「07)

スクロールキー 

で切りかえ

注意

過渡的に指:^電流と実電流が 一^致しないことがある

通常は指示電流に対して実電流は土10%の範囲内に 

入る0
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基本点検

-------£0りへの入出力-------------------------------------------------

國変速比

-変速比はエンジン回転と車速により算出しているので， 

クラッチが切れている領域では強制的に2.5を表示す 

る。（変速異常でも変速比2.5と表示されるので注意）

，確認は実走行にて行い，アクセル全閉でコースティン 

ダの状態からキックダウンし，表示が変^:することを 

確認する。

只八丁|0 (「06)

0.00

ロー時2.50 
00時 0.50
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故障履歴及びクラッチ保護制御作動履歴の読み出し

(2)故障履歴及びクラッチ保護制御作動履歴の読み出し
丑0\^コントロールシステムに何らかの故障が発生し，丑01；でその内容を検出できた場合は，故障内容に対応した 
トラブルコードがバックアップメモリに保存されている。また，クラッチ保護制御が作動した場合にも，その制御 

作動内容に対応したサービスコードが同様にバックアッブメモリに保存されている。

トラブルコード及びサービスコードの読み出しは，①電磁クラッチ温度警報ランプによる方法セレクトモニタによ 

る方法がある0

電磁クラッチ温度警報ランプによる方法

次の操作をすれば

ービスコードが表示される。 

①〇3レンジで10 8界

ランプに故障履歴及びサ

② 08—0—08—11—？の順にゆつくりセレクト

③ エンジン始動

-トラブルコードの出てくるタイミング

165^
〇问

0「ド

ランプ
点灯-

消灯 1
05で165西 エンジン始動

車種判別コード 
3回

(1^30:02キャブ:01)

〇ねード 
またはトラ 
ブルコード

5丁 一 185

，コードの読み方 

①車種判別コード

隱車 短く 2回

キャブ車 短く I回

②〇ドコード

等間隔 
(0.5秒毎)

③トラブルコード-サービスコード（例： 31)

長い長い長い短かし

次のトラブルコード 
またはサービスコード

5 丁一 186

セレクトモニタによるトラブルコードの読み出し方法

① セレクトモニタ接続

② 電源を入れ，丑(:VI1を選択

(カセット： 498349800)

1円

¥£5 : 0 〇丁册闩；

0を4入力

¥£3 : 0 〇丁呢円；

庫 〇1を入力 
I

N80車

5丁 一 187

(/〇

(パ

1993 ⑻〇)

1\1八

1993 ⑼〇)

IV130
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故障履歴及びクラッチ保護制御作動履歴の読み出し

セレクトモニタによるトラブルコードの読み出し方法 

③スクロールキー（个でド80モードにする0

故障履歴なし 故障履歴 —^ 故障履歴あり

1コードあたり2秒間づつ 
トラブルコードを/]、さい川頁 
にくり返し表不する。

セレクトモニタによるサービスコードの読み出し方法

① セレクトモニタ接続

② 電源を入れ，瓦〇冗を選択，
(カセット： 498349800)

〔娜； (7)

丫日3 : 0 〇丁呢阿；/

0を乂力

(〆）

丫日5 : 0 〇丁删；〆

車
111を1 入力

1
1993 ㈣〇)

噩30車

1993 ⑽〇)

1^50 E^VT

③スクロールキー（个1)で頁：82モードにす石

トラブルコートく略称〉

卬32)

制御作動 
履歴なし 制御作動履歴

制御作動 
履歴あり

N0 000丑

1コードあたり2秒間づつ 
トラブルコードを/】、さい川頁 

にくり返し表不する。
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トフブルコードと故障履歴

(3)トラブルコードと故障履歴

トラブル

コ-ド
内 容 故障と判断する条件 推定故障部位，内容

17
レンジ8が系

複数入力故障

- 2つ以上のレンジ8评が同時に〇贝に

なった

-レンジインジケータランプのヒュー

ズ切れ

‘ハーネスショート

31

アクセル8%系

または

アクセル開度8界系

-アクセル開放（アクセル8冗.〇抝か 

つアクセル開度大（アクセル開度 

8评，0卩卩）の状態が続いた。

身:速約121^/11未満では，この条件を1 

満たしてもエンジン回転が16501^111未 
、満になるまでトラブルコードが出ない]

-アクセル8%,アクセル開度8界単品 

不良

#関連ハーネス断線，ショート 

，アクセル開度3界カムのずれ，調整 

不良

33 車速センサ系

-癸進モード（0レンジ約27ヒ1化未満， 

〇8レンジ約12ヒ/11未満）アクセル踏込 

み，かつ，エンジン回転15001^111以 

上で車速パルスが入力されない状態 

が延べ60秒間続いた。

，メータ八881内車速センサ（リード

3^)

，メータ裏のコネクタ外れ 

-スピードメータケーブル外れ，断線 

-関連ハーネス断線，ショート，

34 クラッチ回路系
，：？レンジ，または1^レンジでクラッチ 

回路の断線，ショートを検出した。

-ブラシ〜スリッブリング分ショート

(異物)

-ブラシ〜スリップリング部油もれ，

水侵入による導通不良 

-ブラシスプリング押付け力低:下によ 

る接触不良 

-ブラシ折れ

-クラッチコイル内部断線，ショート 

參クラッチ回路ハーネス断線，ショート 

-ブラシホルダコネクタ，瓦01；コネク

夕の接触不良，端子抜け

36
アイドルアップ 

要求信号

，アイドルアップ要求中に，エンジン 

回転数が所定回転数を積算して60秒 

間下回った。

，アイドルアップ要求信号系のハーネ

スショート，断線

，丑011，ソレノイドコネクタの揷入不

良，端子接触不良，端子抜け 

-五1^卩1関連の信号系故障

37 〇8ソレノイド系
，ソレノイド出力回路の断線，ショー 

卜を検出した。

#出力回路系のハーネスショート，朗1

線

，丑017，ソレノイドコネクタの揷入不

良，端子接触不良，端子抜け 

，ソレノイドの内部断線，ショート
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トラブルコードと故障履歴

トラブル

コード
内 容. 故障と判断する条件 推定故障部位|内容

45
ブレーキスイツチ

系

-所定の条件下で，一度もブレーキス 

イッチが作動しない

^ブレーキスイッチ系のハーネスシヨ

ート，断線

，瓦011，スイッチコネクタの挿入不良， 

端子接触不良，端子抜け 

，スイッチ本体の作動不良

53 〇〇スティツク検出

車速とエンジン回転数の関係から推定 

して，〇〇スティック状態を検出したと 
き

-シフトコントロー ルバルブの01)ス

ティック

-クラッチトルクの低下 

，クラッチ回路系の故障

く ^

-エンジン始動後もランプが消灯しない時は，イグニッシヨンパルス系の故障（瓦〇冗用五〇玎に

入力されていない）

-電磁クラッチ本体の故障は検出不能

国サービスコードと制御作動履歴

トラブル

コード
内 容 制御の作動条件 点検部位

51
ストール時のクラ

ッチ保護制御作動

-所定条件下で，ストール状態を所定 

時間以上連続して検出した。

，シフトコントロールバルブの0〇ス

テツイク

-所定時間以上ストールを行った 

，坂道等でアクセル操作だけで停車し

た 广

-車速センサー系の故障

52 クラツチ高温時の 

保護制御作動
クラッチ高温時の保護制御が作動した

，シフトコントロールバルブの0〇ス

テイツク

，所定時間以上ストールを行った 

-坂道等でアクセル操作だけで停車し

た.

-過負荷での運転

-ブラシ〜スリップリング部の油漏 

れ，水進入による導通不良 

-ブラシ折れ，限界以上の摩耗による 

導通不良

；-ブラシホルダ，丑017コネクタの揷入 

不良，端子接触不良，端子抜け
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トラブルコードに基づく点検
泰 赛 ^ - 滅 气鲁考 -- 4

(4)トラブルコードに基づく点検
% ，鑄

警 鲁

4，？

トラブルコード17 レンジ3\^系複数入力故障
鲁 翁 叙 ‘ 鲁

卩26

トラブルコード31 アクセルまたはアクセル開度3\^系 卩28

1

トラブルコード33 車速センサ信号系 卩32

トラブルコード34 クラッチコイル回路系 卩36

トラブルコード36 アイドルアップ要求信号系 卩42

零

トラブルコード37 ソレノイド系 I3 46
藝

着

トフブルコード45 ブレーキスイッチ系 ？ 48

トフブルコード53 〇0スティック検出 9 50
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード17

------- 診断内容------------------------------------------------ ——不具合現象------------------------------------
^複数のレンジ3评信号が同時入力された 籲？，レンジとの複数入力故障

走打不可，発進できない

鲁？，レンジ以外との複数入力故障
- 〇3レンジとなりエンジンブレーキ感大

方?、 ^ 手 )犋 —-一"一--------------------------------------------------------- ---------------

回 ？& 12^1一---------------------------------------------------------------------------------------------- 一------------------------------ — ------------------------------------------------------ ---------------------------

インヒビタスイッチ

5丁 一 189
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トフブルコードに基づく点検------- トラブルコード17

日〇リへの入力信号電圧測定
(全レンジについて点検）

〇 インヒビタ3西点検
(全レンジについて点検)

点検レンジ位置 端子信号

1

14

9

0 13

〇5 11

(1) 丑01；の卩48コネクタを結合したまま，テスタ棒の 

㊉側を各指定端子に，㊀側をボデーアース

(2) セレクトレバーを点検レンジ位置にセレクト 

⑶10 8评〇忖で電圧測定

セレクト位置 基準値
該当レンジ 約〇ソ

その他 バッテリ電圧

⑴

ぞ34) 19110117|12

点検レンジ位置 端子信号

1〜2

只 1〜3

1〜5

0 1〜4

〇3 1〜6

インヒビタ3界のコネクタ卩34分離

(2) 8界側コネクタの指定端子にオス端子を揷入し, 

テスタ棒接続

(3)セレクトレバーを点検レンジ位置にセレクトし,

導通点検

セレクト位置 基準値
該当レンジ 導通あり

その他 導通なし
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トラブルコードに基づく点検 トラブルコード31

トラブルコード31アクセル5西信号系
またはアクセル開度5评信号系

——嘗断内容----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- ——不具合現象-----------------------------------------------
眷アクセル;5评信号系またはアクセル開度3…信号系 鲁発進しない

の断線またはショート 、クリーブする， ^

籲アクセル3界不良
翁

春
籲アク七ル3墀またはアクセル開度3评の動作点設定

不良’ 〃一ーパ./
4

点検手順
暴9

1 E 0リへの入力信号電圧測定
〇沁

E〇リ交換

N(3

2 日(:り〜アクセル5西またはアクセル 
開度5育間のハーネス点検

N6
ハーネス，コネクタ修理または交換

〇ド

3
アクセル5…，アクセル開度5育作動 
点検

N6 アクセルスイッチまたは 
アクセル開度スイッチ交換

0ド

4
アクセル5西.アクセル開度5西作動 N6 アクセル5西またはアクセル開度5评の作動タイ
タイミング点検 ミング調整

0ド

コネクタ接触不良

回路図

〇) (^48)
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トラブルコード基づく点検 トラブルコード31

已〇りへの入力信号電圧測定 2 巳0：リ〜アクセル5评またはアクセル開度 
5西間のハーネス点検

くアクセル5西〉 くアクセル5育〉

(1)丑〇；のコネクタ孖48を結合したまま，テスタ棒の㊉側⑴已011のコネクタド48,アクセル3界のコネクタ卩4分

を端子10，㊀側ボデーアース 

⑵81 0Nでアクセルを踏みながら電压測定

離

⑵各々のボデー側コネクタ間で導通点検

基準値
アクセルを踏んだ時 アクセルを離した時

バッテリ電圧 〇ソ

基準値 導通あり

⑭

@)

(&)

8 7 6

18 17 16

5

1514 13

4

12

3

II
2

9

1
3 2

8 7 6

18 17 16

5

15 14 13

4

12

3

11

2

10 9

V
0

# 备

5丁 一 193

くアクセル開度5西〉 5了 一 195

(1)巳(：11のコネクタ尸48を結合したまま，テスタ棒の㊉側（3)卩4のボデー側コネクタの端子とボデー間でショート

を端子3，㊀側ボデーアース 

(2) 10 3界〇Xでアクセルを踏みながら電圧測定

していないか導通点検

基準値 導通なし

基準値
アクセルを踏んだ時 アクセルを離した時

バッテリ電圧 0 V
3 2

㊇

㊀㊉

51—196

@)
くアクセル開度5育〉

8 7 6 5 1 1 4 3 2 1

18 17 16 15 14 13 12 11 10 9
叮一194

1 @)

3 2

8 7 6 5 1 1 4 3 2 1

18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 5丁一198

(1) 辽011のコネクタド48，アクセル開度8界のコネクタ孖 

4分離

(2) 各々のボデー側コネクタ間で導通点検

基準値 導通あり
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⑶孖4のボデー側コネクタの端子とボデー間でショート 

していないか導通点検

⑭

31—197

⑷卩4のボデー側コネクタの端子1とボデー間の導通点 

検

基準値 導通なし

基準値 導通あり

アクセル5评，
タイミング点移

基驾

アクセル5评が〇になつてから
！ 4鍵値 アクセル開度5育が0「ドになる

(下表參照）

アクセル 
(端子⑩，8311

〇ソ

十8311
アクセル

(端子④)
0\/個

1
看11

アクセル51111 〇ド卩

11

1 士アクセル開度!
- 7111I-------^—-------- ^

全閉 全開 
アクセル開度

57—202

くアクセル5西〉
(アクセル開度3西)

くアクセル開度5西〉

31*2 (@)

アクセル開度3界のコネクタド4分離 

3评側のコネクタの端子1〜3にテスタ棒セット 

アクセルを踏み込みながら導通点検

アクセルを踏込み時 アクセノレを離した時

導通なし 導通あり

(^) 8

18 17

6
16

(アクセル3评）
㊀

\

㉘

8 7 6 5 I 1 4 3 2 1

18 17 16 15 14 13 12 11 10 9

5丁 一 201

外したコネクタは元通り接続

601；のコネクタ卩48を結合したまま，2個のテスタを 

セット

テスタ棒の㊉側を端子10，㊀側ボデーアース 

テスタ棒の㊉側を端子3，㊀側ボデーアース 

10 5\^ でアクセルを徐々に踏み込んでいきなが

ら3界の動作順序を点検

アクセル開度5西作動

5 1 1 4 3 2 1
[2! 14 13 12 11 10 9

！
㊉

アクセル3禪のコネクタ尸4分離

側のコネクタの端子1〜2にテスタ棒セット 

アクセルを踏み込みながら導通点検

アクセルを踏んだ時

( 2〜6關)
アクセルを離した時

導通なし 導通あり

ラブルコードに基づく点検 ラブルコード31

\―

/ 
\/
 
\—

/

1
2
 
3

/
—

\ 
/

—

\ 
/

—

\

〇

 

^ 
①
②
3

\—

/ 
-

-
- 
\/

12
 
3

ノ̂
\ 
-

-
-

/
^
\

丨
痛
—
麵基
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トラブルコードに基づく点検-------トラブルコード33

トラブルコード33車速センサ信号系

診断内容---------------------------------------------- 不具合現象----------------------------------------------

翁車速センサ信号系の断線，ショート 

鲁車速センサ不良

籲アクセル開放で楕行したとき，エンジン回転数が 

18501^111未満になるまでクラツチが切れない。

点検手順

回路図

8 7 6 5 4 3 2 1
18 17 16 15 14 13 12 11 10 9
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード33

E¢)L)への入力信号電圧

23 22 21 20 19
30 29 28 27 26 25 24

0—卜〆丨一 -8 7 6 5 4 3 1士
18 17 16 15 14 13 12 11 10 9

六し8丨 一 23 22 21 20 19
30 29 28 27 26 25 24

(1) 車体をリフトアップ

(2) 远011のコネクタを結合したまま，端子⑧にオシロ 
スコープの㊉側プローブ，アースリードはボディー 

アースする

(3) エンジン始動，〇レンジでタイヤを回転させ，そ 

のときの出力波形を測定

(1) 丑〇玎のコネクタを取り外す

(2) 車速センサのコネクタを取り外す

(3) 双方のボディー側のコネクタ端子間の導通点検

コネクタ6ターミナル 基準値
㉖〜巳 導通あり
⑧〜八 導通あり

㉖及び⑧〜〇 導通なし::’二广:.…フリ.巧惡心.15311—
こ;':.:パ...こ.:..：^

, 入，、，，ノ # - ；： V： # --

:.3祕き..纏漏纏::-；：；：：：
嫌...よ?!<11；::

\-つ.. ：-：：：：，：：：ぼ：51！ゴ^?#し:

も一^1*1
を

巧.；”
:ヒ:::ぞ，

-.—二

,，::::こ.：.

…-:二-.癧籲0 ，籲.
.3 -

(4) 丑01；のコネクタを結合したまま，端子㉖にオシロ 
スコープの㊉側プローブ，アースリードはボディー 

アースする

(5) エンジン始動，〇レンジでタイヤを回転させ，そ 

のときの出力波形を測定
で

23 22 21 20 19
30 29 28 27 26 25 24

-8 7 6 5 4 3 2 1
18 17 16 15 14 13 12 11 10 9

(4)丑011コネクタの端子とボディー間でショートして 

いないか導通点検

コネクタふターミナル 基準値
㉖〜ボディー 導通なし
⑧〜ボディー 導通なし
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード33
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード34

ラブルコード34クラッチコイル回路系

—診断内容-------------------------
⑩クラッチコイル回路の断線またはショート 

费ブラシホルダ不良
鲁 ~ 9

^電磁クラッチ本体不良

——不具合現象
癱発進できない 
癱エンジン吹き上がる 

籲セレクトできない

推疋故卩早部位，内谷- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 一一一 ----------------------------------------------------------------- -- - - - - -… - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

鲁ブラシ〜スリップリング部……油もれ，水浸入による導通不良，異物によるショート，ブラシスプリング押し

つけ力低下による導通不良，ブラシ偏摩耗により導通不良

籲クラッチ..........................................クラッチコイル絶縁不良，導通不良（温度により正常になったり，切れたり，

ショートしたりする場合がある）

⑩ハーネス，コネクタ................... 端子のへたりによるコネクタ部接触不良

点検手順
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ラブルコードに基づく点検 トラブルコード34

回 路 図

電磁クラッチ

〇 1
〇
む 〇

しV

0… 0^
16 12 12 4

17 13 13 5

〇会マ
〇
姿01

〇会マ
〇
01

バン トラック

巳0 V 丁
E^^

19

24

20

25

(&)

(§2) @)

0

(§2)
〔トラック〕

㉘

禱

2^0

1 2 3 1 1 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13 14

1 1 1 2

3 4 5 6

4 X 3 2 7)
12 11 10 9 8 7 6

〔バン-トライ〕

續〇
1 2 3 4 5 1—1 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

2^0 1 2 3 1 1 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13 14

51—210
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード34

E^リコネクタ ）
1ド. 6接続コネクタ 1端子点検

ブラシホルダコネクタ】

く E^LIコネクタ〉

(1 2 .3 又 4 5〉

6 7 8 9 10 11 12

5丁 一 211

くド，闩接続コネクタ〉

〔トラック〕

4^0 1 2 3 1~1 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13 14

2\^0 3 4 5
2
6

〔バン.トライ〕

4^0
〔8 7 6 5 1 1 4 3 2 7^)
18 17 16 15 14 13 12 11 10 9

2^0
1 2 3 I~1 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13 14

37—212

くブラシホルダコネクタ〉

(1)迟〇じコネクタ，接続コネクタ，ブラシホルダコ 

ネクタのメスコネクタ側のクラッチ回路端子のピン 

の開き具合を目視点検

正常 開いた状態
11 一1 グ 7-―

基準 I
1

^ 4 -

51-214

(2)各々のコネクタのクラッチ回路端子のオス側と同じ 

ものを用意してメス側に差し込み，引き抜きカチェ

51-215

2 ブラシ点検

くブラシホルダ取外い

ック

他の端子と比べて 

基準著しく引き抜き力 

に差がないこと

31-216

(1) ブラシホルダのコネクタ分離

(2) エアクリーナステーよりコネクタ分離

(3) ブラシホルダを固定しているスクリュ2本外し

⑷ブラシホルダを少し左に寄せながら後下方に引き出 

す。

ケースよりブラシホルダを引き出す時ブラシを折らない 

よう注意する。
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ラブルコードに基づく点検 ラブルコード34

くブラシホルダ点検〉

(1)ブラシホルダのナツトにゆるみ等がないことを点 

検。コネクタとブラシ，およびブラケット間の導通 

点検

基準
コネクタとブラシ

ノ

ブラシとブラケッ

卜およびコネクタ

とブラケット

導通あり 導通なし

注意
ブラシにテスタ棒を当てる時はサイド面に当てること

㊃

2
公

像く
0

2 3)

@)

3丁一217

(2)ブラシの点検

基準

①ブラシ先端の摺動部に傷のないこと，

および油，水等の付着がないこと 0

② ブラシが摩耗限界まで充分に残って 

いること
③ ブラシに摩耗粉が著しく付着してい

ないこと
④ ブラシに引掛かりがなく摺動するこ 

と

摩耗限度マーク

31—218

⑶ハーネスの目視点検

ハーネスの上図の部分に傷，かみ込み跡，芯線の露 

出等のないこと

3^219

クラッチ回路電流.電圧測定

ボデーハーネス
㊉しV

闩㈧

ブラシホルダ 
コネクタ
㊉

㊀

㊀八㊉

㊀

517-220

(1)図のように配線し，電流.電压測定

基準値
(1^レンジ.アイ 

ドリング時）

電流 約一55⑺八

電圧 6〜8 V

基準値に入らないとき

電 流〇八 回路断線，またはボデー

電 圧〇ソ ハーネス㊀側ショート

電 流一120阳八
上記以外でショート

電 圧〇ソ
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ブラシホルダのコネクタ只47分離 

ブラシホルダ側のコネクタ端子間の導通点検 

ブラシホルダ側のコネクタ端子とボデー間でショー 

卜していないか導通点検

1147コネクタのメス端子にテスタ棒で直接触れてはいけな 

い。必ずオスピンを差し込んでテスタを使用する。

(4) 各々のボデー側コネクタの端子間で導通点検

(5) 卩84のボデー側コネクタの端子とボデー間でショート 

していないか導通点検

(&)

5
12

4 3 2
111101 9丨8丨7丨6丨

气11
5丁 一 223

痛㊃

3 丁—224

⑵図のように配線し，電流.電压測定

春基準値に入らないとき

51—222

(1) 迟011のコネクタド84,ブラシホルダのコネクタ1147分 

離

(2) 各々のボデー側コネクタの端子間で導通点検

⑶ド84のボデー側コネクタの端子とボデー間でショート 

していないか導通点検

ブラシホルダコネクタ〜電磁クラッチ間 
導通点検

4 日〇リ〜ブラシホルダ間ハーネス点検

基準値 電流 0,2〜0,3八
(0レンジ.アイ

ドリング時） 電圧 0.7〜2, コネクタみターミナル 基準値

ド84— 1〜闩47—1
導通あり

ド84—6〜卩47-1

ド84— 1〜ボデー
導通なし

ド84—6〜ボデー

コネクタ6ターミナル 基準値

ド84— 2〜卩47— 2
導通あり

ド84— 7〜闩47― 2

ド84— 2〜ボデー
導通なし

「84—7〜ボデー

電流0八

電圧10 V以上

ブラシホルダ〜クラッチ部

断線

電流0八

電压〇 V
㊉側回路ショート，または過去 

に㊉側シヨートにより£0り破損

電流一55阳八

電压6^〜^

インヒビタ5西系不良，または 

イグニッションパルス系不良

電流0,3八以下

電圧3 V以下

ブラシホルダ〜クラッチ部 

㊀側ショート

電流0,3八以下

電圧3 V以上

ボデーハーネス部9側

ショート

トラブルコードに基づく点検 トラブルコード34

注意

\
—

/ 
\~

/ 
\

—

/

1
2
 
3

/
---

- 
/
--
-
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トラブルコードに基づく点検 トラブルコード34

㊀八㊉

V

コネクタ8¢ターミナル 基準値.
「47— 1〜^47— 2 導通あり

ド47— 1〜ボデー

導通なし
ド47 — 2〜ボデー

〈参考〉
蔑ブラシ〜スリップリング間の接触抵抗は不安定なので 

テスタでは正しい値が得られないことが多い。

定
電
流
電
源
 

丄
 1

X
-

1
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トラブルコードに基づく点検一ートラブルコード36

〔 トラブルコード36アイドルアップ要求信号系〕

ロタ断内0 不具合現象------------------------------------

鲁了ィドルアツプ要求信号系の断線，ショート 

像アイドルアツブソレノイドの不良

籲处8作動時のベルトスリップ

点検手順

3-42



トラブルコードに基づく点検-------トラブルコード36

回 路 1^ 國1 圓国 -圓 圓圓1 "圓！画旧…“麵垂 ~麵画 队"麵1！ 、画.！！国



トラブルコードに基づく点検一-トラブルコード36

3 ^011^ - ^1，八已3間のハーネス点検

⑴各コントロールユニットのコネクタを外す 

⑵丑〇冗丑。1；の⑤番端子と£№1远。玎の⑨香端子 

間の導通を点検

コネクタ8^ターミナル 基準値
⑤〜⑨ 導通あり

⑶丑011の⑤#端子と八63丑011の⑮番端子間 

の導通を点検

コネクタ6ターミナル 基準値
⑤〜⑮ 導通あり

⑷丑0^迟017の⑤番端子とボディーショートを点検

コネクタみターミナル 基準値
⑤〜ホデイー 導通あり

4 日1\^丨日〇リの点検

丑〇^丁丑011と八88丑〇!；のコネクタを取り外し, 

1(^—3贾〇〜で瓦〇冗丑011⑤#端子の電圧を測定

コネクタふターミナル 基準値
⑤〜ボディー 12ソ

5 日〇ソ丁已〇じの;^検

八33远011のコネクタのみを取り外し，10尺一

8%01^で丑0\^丑じじ⑤番端子の電圧を測定する

コネクタふターミナル 基準値
⑤〜ボディー 12ソ

6 八83日〇リの点検

全てのコネクタを取付け，10：^ — 8界〇 

丑〇!；⑤番端子の電圧を測定する’

コネクタふターミナル 基準値
⑤〜ボティー 12ソ

7 日〇バ日。リの点検

(1)全てのコネクタを取付ける 

⑵“エンジン始動後，1回目の発進時に車速6 

ヒとなると，一度だけ八68作動信号が〇汉一〇ド卩する” 

事を利用して,巵〇又丁瓦01；の⑤#端子の電圧を， 

处8作動中に測定する（ブレーキを軽く踏みながら 

測定すること）

コネクタ6ターミナル 基準値
⑤〜ボディー 〇ソ

3 一 44





トラブルコードに基づく点検——トラブルコード37

トラブルコード37 〇5ソレノイド系

診断内容------------------------------------ 不具合現象

癱〇8ソレノイド系の断線，ショート 鲁〇8レンジに切り替わらない，あるいは，レンジ

鲁〇3ソレノイドの不良 のまま

点検手順

回路図
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード37

(1)丑011コネクタと〇8ソレノイドコネクタを分離 

⑵各々のボディー側のコネクタ端子間で導通点検

コネクタみターミナル 基準値
8〜⑯ 導通あり

(3)丑01；コネクタ端子とボディー間でショートしてレ 

ないか導通点検

コネクタ孓ターミナル 基準値
⑯〜ボディー 導通あり

(1) ソレノイドのコネクタを分離

(2) ソレノイドターミナル間の抵抗測定

コネクタふターミナル 基準値
八〜8 約30

(3)ソレノイドターミナルとボディー間でショートし 

ていないか点検

コネクタふターミナル 基準値
八，8〜ボディー 導通なし

8 7 6 5 4 3 2 1
18 17 16 15 14 13 12 11 10 9

(1) ソレノイドのコネクタを外す

(2) ソレノイドのボディー側のコネクタの端子と，ボ 

デイー間で電圧測定

コネクタふターミナル 基準値
八〜ボア' イー 12ソ

(1)丑〇玎コネクタ，〇8ソレノイドコネクタを結合し 

たまま，⑯番端子にテスタ棒の㊉側，〇側をボディ 

ーアースする

⑵〇3レンジにセレクトしたときの電圧を測定する

コネクタ81ターミナル 基準値
⑯〜ボア‘イー 〇ソ

(3) レンジ以外にセレクトしたときの電圧を測定する

コネクタふターミナル 基準値
⑯〜ボティー 12ソ
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トフブルコード45ブレーキ信号系

トフブルコードに基づく点検ー トフブルコード45

点検手順
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トラブルコードに基づぐ吉検 トフブルコード45

ストップランプの点検

ストップランプの点灯/消灯を点検

签移：：無 へ:，-，アム.ム,，V 
く.:着:.Vふ，.，入V:好從％:::::

着.ソノ.'

ブレーキ踏込み時 点灯

ブレーキ開放時 消灯

2 £0じ〜ストップランプ3西ハーネスの
点検

㊀ソ细

8 7 6 5 4 3 2 1
18 17 16 15 14 13 12 11 10 9

(1) 10 8界0ドぞ

(2) 丑01118極コネクタ分離 

⑶10 8界〇が

(4)車体側コネクタ⑫端子〜ボディー間電圧を測定

：ぺ，：‘讲：，:.:ベ.:.初
機:％:激:ゾ

纖繼袭

馨馨籲謬藤癱麄癱參4麄麄參#雜

欲％欲:::::欲
.7二-.-.7.，.V‘、V奪％,凝纖獲鲁#參拳9曠馨霸馨馨霸讎繼曝#

::濟适:::潘 
:游痒::::欲

曹#痛讎き齡藝馨馨讎霸奉攀攀（
，,:ノふ.ノノノ...？ム..％‘,

麵鐵媒
\%\\\\\\\\\\\\\

凝::::::猫敌

丨ブレーキ踏込み時
義

:.
バッテリ電圧

毅猫娜: 

凝:織齡 
鐵鐵毅

丨ブレーキ開放時
1

0ソ
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード53

トラブルコード53 00スティック検出

-—諺断内容一

翁連続ストール状態の検出

点検手順

——推定原因--------------------------
癱シフトコントロールバルブの〇〇スティック 

擊長時間のストール
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サービスコードに基づく点検

⑸サービスコードに基づく点検

サービスコード51 ストール時のクラッチ保護制御作動 ？ 52

サービスコード52 クラッチ高温時の保護制御作動 卩53

く注意〉

このサービスコードは，クラッチを保護する為の制御が作動した履歴を表示するものです。従って，このコ 

ードがメモリされていたとしても，即故障が発生したとは判断しないで下さい。

(お客様の運転状態により，作動することがあります。）
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サービスコードに基づく点検ーサービスコード51

検出内容--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------―丨〇 へ ——作動推定原因一一------------------------------------------------------------------------------------------------------------ -------------------------------------------------------------------------------------

參. -. 一、., 嬸 参:拳鲁 籲. 秦

癱連続ストール状態の検出 鲁長時間のストール

離，.. .，し 聲,1. 籲一 春螬

籲シフトコントロールバルブの〇〇スティック

確認手順
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サービスコードに基づく点検 ^—ヒスコード52

〔サービスコード52クラッチ高温時の保護制御作動〕

診断内谷 ^—不具合現象--------------------------------------------

鲁クラッチ高温状態の検出 籲過負荷での運転，長時間のストール
鲁シフトコントロールバルブの〇〇ステイツク

籲クラッチ出力回路系の不良

点検手順
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セレクトモニタによる点検

(6)セレクトモニターによる点検.機能概要

セレクトモニタ（略称： 3 31\〇は、下記内容の項目について測定することで電子制御系の故障診断に活用できる。

尸モード 入力、出力信号類のデータを直接表示し、基準値と比較することでセンサ、信号系統の断線、シ 

ヨート、センサ類の特性異常が判別できる。

ド八モード 入力、出力信号の0N/0FFと動作状態がのし丑〇の点灯により判別できる。

ド8モード リードメモリのトラブルコードを数字と略称で表示する。

ド0モード リードメモリ内のメモリコードをクリアできる。

セレクトモニタ機能の「ド」モードにより，センサ，アクチユエータの特性を測定して基準データと比軽し，不具 

合原因となっている項目を点検。

一診断内容--------------------------

センサまたはアクチュエータ系の特性異常

—不具合現象-----------------------------------

罄リードメモリの点検でトラブルコードが出ず，ま 

た，現在，過去において，不具合が発生している
場合 —— . ’

点検手順
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セレクトモニタによる点検------- ド〇 0

圓ドモード

フアンクシヨンコード表示 入力，出力信号 
測定項目

表示内容
コードN0. 略称

ド00 丫 年式表;^ モニタ接続時、該当する年式を表示

ド02 車速（以/ヒ） 丑011に入力されている車速を表不（マイル表不）

「03 車速（111ル） 兄011に入力されている車速を表示

「04 ど尺已ソ エンジン回転数（叩111) 瓦〇1)に入力されているエンジン回転数を表示

厂05 1 001し クフッチコイル指不電流(ん クラッチコイノレへの出力指示電流を表示

厂06 以丁丨〇㈤ 変速比
エンジン回転数と車速から算出された変速比を表示 

(但し停止時は2.50を表示）

厂07 1 。し丁〇㈠ クラッチコイル実電流(八） クラッチコイルに流れている実電流を表示

〔「0 0 年—式（丫[八卩)
——測定条件

10 8界が01^の時

—基 準

ぐ表示内容ン 
‘似車

値

1993 屮〇〇)

噩80車

1993 ⑻〇)

1^30

基準値外の時の点検
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セレクトモニタによる点検——ド0 3,「0 4

—測定条件----------------------------------
車体をリフトアップした後、エンジンを始動し、ギ 

ヤを入れて、スピードメータが40ぃ1ルを示すまでア 

クセルを踏込む。

—基 準 値---------------------------
く表示例〉-------------------------------------------------------

ソ5？ げ〇 3)

40レ⑺/卜

スピードメータ表示と351^表示を比較
値]指示値の差：土丨0%マ

基準値外の時の点検

0=^0 4〔 エンジン回転数
一測定条件--------------------
エンジン回転数を一定にして測定する

注意

エンジン回転数は6400113111を超えないこと

—基 準 値-----------------------------
く表示例〉------------------------------------------ -

EF¢E V (厂04)

8 0 0广口⑴

基準値外の時の点検
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セレクトモニタによる点検 一—「05

基準値外の時の点検
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セレクトモニタによる点検—「06

基準値外のときの点検
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クラッチコイル実電流（〇し丁〇㈠) )

セレクトモニタによる点検——「07

一測定条件------------------------

リフトアップして0レンジ401^/ヒで走行

基準 値

基準値
キャブ車： 2,2八 

1715。車: 2,3八

〈表示例〉’

基準値外の時の点検
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セレクトモニタによる点検——"ド八モード

Iド八モード

ファンクションコード表示 1 1—1^312- 〇 点検項目内容 
信号名称

脅， ^

コード1^1〇. 略称
し日〇番ラ し日〇点灯条件

ド八〇

1 FNレンジスイッチ ？または忖レンジ時点灯

闩 2 抆レンジスイツチ IIレンジ時点灯

0 3 〇レンジスイッチ 〇レンジ時点灯

03 4 08レンジスイッチ 03レンジ時点灯

80 6 ブレーキスイッチ. ブレーキ踏み込み時点灯

八〇 7 エアコン信号. エアコン作動時点灯

八〇 8 アクセル開度スイッチ アクセル開度浅時点灯

9 アクセルスイッチ アクセル開放時点灯

八8 1 ^8作動信号 仙8作動時点灯（处8車）

卩八2
〇し 1 クラッチ信号出力

エンジン回転時，アクセル開放，〇レンジセレクト時0.6

秒後点灯（N80車）

50 2 〇3ソレノイド出力 〇8レンジにセレクト時点灯

旧 3 アイドルアップ要求出力 アイドルアツブ時点灯（处8車）

〔「八。I スイツチ1(5^1)

表示内容

し日〇付〇. 信号 名 記号

1 卩，レンジスイッチ

2 卩レンジスイッチ 只

.3 13レンジスイッチ 0

4 〇5レンジスイッチ 〇5

5
6 ブレーキスイッチ 6^

7 エアコン信号 八(：

8 アクセル開度スイッチ

9 アクセルスイッチ 八5

10

只 0 05 ―

巳！^ 八〇 八〇 八5 —

—基 準 値------------------------

鲁？、レンジセレクト時：N0.11^：0点灯 

？、Xレンジ以外の時：N0.11^0消灯 

#11レンジセレクト時：N0. 2し圮〇消灯 

IIレンジ以外の時：N0.2 1^：0消灯 

#0レンジセレクト時：N0.31^0点灯 

0レンジ以外の時：N0. 3 1^：0消灯 

#〇8レンジセレクト時：价)，41^：0点灯 

仏レンジ以外の時：N0,4し丑〇消灯 

籲ブレーキ踏込時：N0.61^0点灯 

ブレーキ開放時：N0. 61^0消灯 

籲エアコンが〇1^の時：N0. 71^0点灯 

エアコンが〇ドドの時：N0. 7し迟〇ネ肖灯

鲁アクセル開度浅い時：N0.81^0点灯 

アクセル全開時：N0.8し迟〇消灯 

春アクセル開放時：恥91^0点灯 

アクセル踏込時：N0. 91^：0消灯
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セレクトモニタによる点検 厂八1

〇 路 図

(&)
アクセル開度^ 

アクセノレ3㈧ ^卜

2

3

1

インヒビタ5评

？ 只 1\1 0 〇5

(5

(5

)

(:)

〇

6 <1) 1 (:)
(！)

㉞

2

3

4

5

12

㉘

ストップランプ3…
〇

〇

バツテリ

マグネットクラッチ

巳1^户卜巳〇じ

コンブレッサ
マグネット
リレー

メインリレー

エアコン5西

4 1 3

1
1 卜

卜 1

(^06)

㉘

10

3

11

13

9

14

1

12

巳0 V 丁 
已0じ

5丁 一 226
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セレクトモニタによる点検——ド八1モード

已0 V丁 
日0 1)

〔卩八1】 スイッチ2 (3\^2)

点検手順
1^01^〇. 信号名 記号

1 八88作動信号 八8
2 —

3 —

4 —

5 —

6

7 —

8 —

9 —

10

——し日〇点灯条件---------------------------
处8作動時（ポンプモータリレー01^時）点灯 

(^8付車のみ）

------ 確認方法---------------------------------------------
『エンジン始動後一回目の発進時車速6ヒ/11に達する 

と一度だけ〇ドドする』ことを確認する。

(仙3システムチエツク時のリレーテスト動作を利用 

する）

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

路回
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セレクトモニタによる点検——卩八3

16

17

18

2

1

〇3レンジ切換 
ソレノイド

八83

日/6
£011

㊃

(^90)

電磁クラッチ

卩八2 ]一^^^ スイッチ3 (3^3) )

診断内容
1^0 N0. 信号名 記号

1 クラッチ信号（N30のみ）出力 0し

2 〇3ソレノイド出力 30

3 アイドルアップ要求出力 旧

4 —

——基 準 値------------------------------
春1^30車で，エンジン回転中アクセル開放状態で 

〇レンジセレクト時約0.6秒後：N0.11^0点灯 

〇レンジ以外の時 ：N0.11^0消灯

#1)3レンジセレクト時：N¢>.2 1^51)点灯 

〇3レンジ以外の時 ：N0.21^0消灯 

離人38車で

アイドルアツブ要求時：N0.3 1^0点灯 

上記以外 ：N0.3 1^0消灯
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セレクトモニタによる点検 ド已&ド〇モード

IIド日么卩〇モード

ファンクションコード表示
測定項目 表示内容

コード问〇. 略称

尸已〇 01八(3, IV！ 自己診断機能 メモリされた過去の故障箇所を表示

F^2 3已1^丨0巳 制御作動履歴読み出し クラッチ保護制御の作動履歴を表示

「〇〇 — メモリクリア メモリされたコードを消去

トラブル

コード
入出カセンサ名称 略称

トラブル

コード
入出カセンサ名称 ~略标

17 レンジ8…系複数入力 西一〇问 36 アイドルアップ要求信号系 10しじ卩

31 ァクセル8…またはァクセル開度8… 37 〇3ソレノイド系 0330し

33 車速センサ系 45 ブレーキスイツチ系 巳闩ド

34 クラッチ回路図 〇し丁〇㈠ 53 00ステイツク検出 〇03丁

サービスコード 内 容 略称

51 クラッチ保護制御作動 3丁八しし

52 クラッチ咼温時制御作動 丁巳，
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不具合現象に基づく点検

⑺不具合現象に基づく点検
鲁 ，看， 參 —

エンジン始動後も〇しリ丁〇㈠TEIVIFランプが消灯しない
V

？ 66
看，

|\|または卩レンジでスタータが回らない
V

^ 68

方.參 ， 嫌 - - , ,^參 警 - - -.

厂 -------- ------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 国国 11 ^ 国国国麵瞧（国国睡晒"細— 11,11 ―― -1 -1

発進しない
V

？ 72
%

クリープする
V- ^

卩76

セレクト操作性不良
V- , -,

卩78

「 -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

変速不良
V

？ 80

走行中エンジン回転吹上がる
V

？ 82
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イグナイタ
@)

㊃
1 2
3 4

@)

(5 4 又 3 2
12 11 10 9 8 7 6

注意 イグニッションノ、。ルスは筒圧のため点検

するときは注意するこ.と。

51—228

不具合現象に基づく点検 エンジン始動後も〇しリ丁(:㈠丁巳从卩ランプが^肖灯しなし

^ンジン始動後も0しリ丁0^1 丁日1\^ランプが消灯しない

——診断内容------------ ------------------------ ——不具合現象------------------------------------
鲁ハーネス、コネクタ不良 鲁発進できない
籲イグニッシヨンパルス系のトラブル 籲エンジン回転数を検出できない

籲点火系:の不良

#瓦(：1；不良

点検手順
始動

3-66



不具合現象に基づく点検 エンジン始動後も〇しリ丁〇㈠ランブが消灯しなI

故障履歴確認

セレクトモニタ，またはチェックランプ(〇乙じ丁〇幵 

ランプ）で故障履歴を確認する。

^故障履歴読み出しの項参照（ド20)

ど(:リへの入力信号電圧測定

(1)瓦011のコネクタド84を結合したまま，端子3にオシロ 
スコープの㊉側プローブ，㊀側ボデーアース 

⑵エンジン始動

⑶アイドリング時の出力波形測定

I

綱
約12ゾ 約12ゾ

1—
約101115

5 丁一230

日〇リ〜イグニッシヨンコイル間の 
ハーネス.コネクタ点検

㉚

@)

4 又 3 2 1、

12 11 10 9 8 7 6

3丁 一 231

(1) 迟(：じのコネクタ卩84,イグナイタのコネクタ1141分離

(2) 各々のボデー側コネクタ端子間の導通点検

コネクタ6ターミナル 基準値

ド84― 3〜闩41- 2 導通あり

㊃
「

1
3 4

5^232

(3) 1141のボデー側コネクタの端子2とボデー間でショ 

卜していないか導通点検

コネクタ6ターミナル 基準値

「41— 2〜ボデー 導通なし
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回路図

インヒビタ^V

0, 〇5 ㈧

9 VI
0 0

@)

1 2 3 4.
5 6 7 8
9 10 11 12

0

不具合現象に基づく点検 IV！または卩レンジでスタータが回らなI

1\1または卩レンジでスタータが回らない

—診断内容——
鲁インヒビタ3评不良 

籲ハ^ー ネス不良
鲁インヒビタ8界調整位置不良

不具合現象
Xまたは？レンジにしてもスタータモータは、回 

らない

注意
付、検牛 順---------------------------------------- —一-----------------------
Iバッテリの電圧および比重は点検し充分であることを最初に確認する

セレクトケ-ブルの調整漏の点検
(基本点検N2参照）

0 X

1 インヒビタスイッチ回路点検

0ド

2
イグニションスイッチ〜スタ—夕間，バツテ1)

〜スタータ間の導通点検

〇沁

3
イグニシヨンスイツチ
^スタータ点検

0ド

終 了

N(5

N6

N6

N6

@)
し8

〇
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不具合現象に基づく点検 IV！または卩レンジでスタータが回らなし
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不具合現象に基づく点検 または卩レンジでスタータが回らなV

イグニッシヨン5:，スタータ点検

(1) 10 5^ 〇孖ドで3巩のコネクタド12分離

(2) 10 8评を3丁八11丁に回し，^V側コネクタ端子間の導 

通点検

コネクタ汝ターミナル 基準値

ド12—1〜ド12—3 導通あり

〇 〇 1 1
16 5

00 8 一
~

00 10 一X0 了 一 了
0〇 X 六 —

〇 只 一

5丁一 240

(3)スタータを図のように結線し8评を入れる。

基準値
マグネット5…:テスタにバッテリ電压

スタータモータ：回転すること

%端子にバッテリ電圧で，スタータモータが回転しなけ 

ればスタータ不良

注意

この点検は，バッテリ上がり等のトラブルを防ぐため素

早く行う 〇

スイツチ

-バッテリ

37—241
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不具合現象に基づく点検 発進しなI

点検手順
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不具合現象に基づく点検------発進しなぃ

#参考事例

N0. 推定原因および故障現象 対策処置

セレクトケーブルの調整不良

1
，各走行レンジ（0，0、11)にてガタの範囲内で，セレク 

トインジケータランプが消灯し，走行できない。
-ケーブルの点検.調整

士レバーのガタ内でランプが消灯しないこと

アクセル3界の異常（アクセル3墀01^のままの状態）

2
-エンジン始動後，発進しない。ただし，エンジン空吹かし 

でアクセル開度3界が作動した場合，フェイルセーフモー 

ドとなるため，走行レンジでエンジン回転が1350卬爪以上 

になると発進可能となる。

-アクセル3界の点検 

-アクセル3界の機能点検 

-アクセル8界のカム調整

-五01；までのハーネス点検

^アクセル3'^の交換

デイストリビュータ不良（取付け不良）：キャブレータ車

3 -エンジン回転バラツキ，ギクシャク感伴なう。 -デイストリビュータ点検 

々デイストリビュータ交換

エンジンアース不良出％?丨車）

4 -エンジン回転バラツキ，ギクシャク感伴なう。 -取付不良，錡等による浮きの有無点検 
々アースの再締付け

各コネクタ部接触不良

5

-不具合の発生が連続的に発生する場合もあるし，時々の場 

合もあり，規則的でない。また，車体振動で発生すること 

もある。

〈対象となるコネクタ〉

(1) インヒビタ3界部コネクタ

(2) 汜011のコネクタ

①レンジ信号②10パルス信号③クラッチ回路出力部

(3) エンジンルーム内ブラシホルダコネクタ

-各コネクタの差込み状態点検 

(端子の開き，抜け）

-端子圧着部の断線点検 

士端子の交換

インヒビタ3界の接点不良（接点部ゴミ付着，接点作動不良）
鬌

6
-インヒビタ8狐点検 

士インヒビタ3界交換

7
インヒビタ3界の調整不良

-インヒビタ5狐の取付け調整
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不具合現象に基づく点検----- 発進しなぃ

N0. 推定原因および故障現象 対策処置

8

ブラシホルダ不良春ハーネス断線，かしめ不良，ショート參ブラシ折損籲ブラシ公スリップリング汚れ

(オイル漏れ，水浸入）籲ブラシ先端部異物噛込み，ブラシ摩耗

鲁ブラシホルダ自体が不良の例は少く，クラッチハウジング 

内の切粉（鉄系，アルミ系）がスリップリング，あるいは 

ブラシをショートさせる例や水，オイル漏れによる接触不 

良が多い。

鲁スリップリング，またはブラシのショートの場合，圮〇じの 

損傷を招き，セレクト不能，走行レンジでエンスト発生， 
または空吹かしが起こる。ただし，已011保護機能を持って 

おり，クラッチ回路のショートを検出した時はクラッチが 

継がらなくなる。

亡ブラシホルダ交換 

(ショートの場合を除く）

士オイルシール交換 

(オイル漏れ部）

鲁ハウジンクシール点検.修理 

(水浸入の場合）

春ハウジング内異物除去

9

クラッチトルク容量不足奉クラッチ焼損（パウダ材の磁性が失われる）籲パウダ漏れ，ショート（時々発 

クラッチ不良 進できない例もある）籲クラッチ内へのオイル，水浸入

春容量不足の程度が軽い場合は，クラッチのすべりが多いも 

のの，発進できる場合もあるが，現象は悪化し，最終的に 

は走行不能となる。

籲ストールテストによる容量不足点検

IVクラッチ交換（容量不足の場合）

女オイルシール交換（オイル漏れの場合）

く参考〉クラッチトルク容量不足判定のためのストールテスト実施要領 

セレクトモニタを使用して確認できるが，あくまでも目安である。

鲁セレクトモニタを使用し，走行レンジにてエンジンストールテストを実施し，ストール時の「エンジン回転数」 

を則定する。のストールテスト要領にしたがって実施する） ，

IV130車 ⑽キャブレータ車

標準的なストー

ル回転数

(〇レンジ）
2100±300^〇1 2100 土 3001^)111

交換基準

上記ストール回転数の上限値より大 

幅に越えている時は電磁クラッチを 

父換する。
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不具合現象し基づく点検------ クリ-プする

——診断内容^------------------------------------ ——不具合現象一一---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

春アクセル3界もしくはアクセル開度3评の不良 鲁完全停止の状態から走行レンジにシフトすると、
#£011の不良 ゆつくり動きだす
鲁電磁クラッチ本体不良

鲁電磁クラッチ〜五01；間ハーネスの絶縁不良

点検手順

アクセル5西回路点検 参考 1
N6 アクセル5评，アクセル開度5育，

(？ 28参照） 事例
1

またはハーネス修理.交換

〇沁

1 クラッチ電流測定 参考 0ド
クラツチ交換

事例
2,3

N6

交換

基準値

アクセル開放 
(アクセル5西 〇问）

0.2〜0,3八

アクセル踏み込み 
(アクセル5西 〇ドド）

0』八以上

(1) 331^接続後，エンジン始動

(2) 33^の電源3珂〇队ファンクションモード「ド06 

圮以丁」を入力

(3) ハンドブレーキを確実に引き，エンジンアイドリン 

グ状態でN—0にシフトし，電流測定

基準値] 0.2〜0,3八

⑷（3)の状態からアクセルペダルを少し踏んだり，離し 

た1)しながら電流測定 

(アクセル^Vをさせる）
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不具合現象に基づく点検ークリープする

#参考事例

N0. 推定原因および故障現象 対策処置

1

アクセル3界不良（アグセル3界〇卩ドのまま）

アクセル開放状態でアクセル8禪〇ドド（踏込み状態）とな 

っているため，クリープ現象が発生する。

籲アクセル3界の点検

春アクセル3界の機能点検 

籲迟011までのハーネス点検

2

クラッチ回路マイナス側ショート

ドラッグ電流が多めに流れるためクリープ現象が発生する。 
この時，エンストを伴う場合がある。

鲁クラッチ回路マイナス側ショート

3

電磁クラッチの伝達トルク大

電磁クラッチの単品不良も考えられるが，その場合，ストー 

ル回転数，セレクト操作性等他への影響が確認できる。 

したがって，クリープ現象のみの場合，パウダがなじむまで 

の一時的現象と考えられる。

々単品不良の場合は電磁クラッチ交換 

鲁その他の場合は継続使用



不具合現象に基づく点検——セレクト操作性不良

----------診断内容一一- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ——不具合現象-------------------------------------

鲁ブラシホルダ不良 セレクトレバー動かせない

參レバー5^ケーブルの不良 動きがかたい

鲁電磁クラッチ不良

点検手順

ブラシホルダ点検 N6
ハーネス修理.交換，またはブラシホルダ交換

(トラブルコード34の作業2〜5參照户36)

0^

セレクトケーブル（基本点検912) N6 セレクトレバー，セレクトケーブル
セレクトレバー点検 調整，交換

0^

エンジン停正後操作する
N6 クラッチを取外して点検 N6

(ドリブンメンバが回転するかどうか）

1 (〇^ 1

户レンジでクランキングできるか
9

〇沁

1 N0 トランスミッション八55 丫分解.点検，修理

N1言』、ノぐ乃二5、ノ土、ノ〆マ^ ^ Xみ、 N(5

0^

電磁クラッチ本体交換
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不具合現象に基づく点検——変速不良

変速/良 9

------- 診断内容------------------------------------- ——不具合現象一一一-----------------------------------------------------------------------------------------------------------
（：V 丁フルードレべル異常 ^ローのまま変速しない

籲トフン又ミッションコントロールケーフル 籲発進直後、アクセルを踏込んでも車速がでない
鲁 鲁キックダウンしてもエンジン回転が上がらない

春電磁クラッチ系
鲁キックダウンなくエンジン回転が異常に上昇する

鲁コントロー ルノ くルフ不良 籲オーバレブする

点検手順
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不具合現象に基づく点検——変速不良

20 40 60 80 100
車速（れ/卜）

変速 特性

(1) 回転計なしの車は回転計を運転席から見易い場所に 

設置

(2) 車をリフトアップ（タイヤが空転する程度）

(3) エンジン始動し，セレクトレバーを0,03にシフトし 

て図の変速特性図の中に入っているか確認

1 変速特性確認
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不具合現象に基づく点検一走行中ヱンジン回転吹上がる

——診断内容------------------------------------------ ——不具合現象------------------------------------------
鲁インヒビタ3评不良 籲走行中にエンジン回転が吹き上がる

鲁マニアルリンケージの調整不良またはセレクトケーブル不良

籲クラッチ回路または本体不良

籲コントロールバルブ不良

鲁圮〇じ電源系不良

籲ベル^トスリツプ(金属がこすれ合うような大きな異音がする）

一圓. 1 1,1， 丨國 — -------- 醒圓 こ
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(8)不具合推定箇所一覧表

不具合現象に基づく点検——不具合推定笛所一！!表

不具合現象 故障推定部位，内容
籲

処 置

エンストする
ブレーキ3界系.車速8墀系.五厘朽システム 該—部位の点検’交換

クラッチ温度警報ランプが点 
滅9る

スリップリンダに汚れ付着-クラッチ過熱（ク 

-ラッチ回路抵抗増加）

クラッチ回路の点、検、トランスミッション 
の点検（油もれ等）クラッチを滑らせ 
るような運乾はさける

加速不良

'ストール

テスト

実施

ストール回転高い

一^クラッチトノレク低下

電磁グラッチ八3 3丫点検.交換

ストール回転正常

―プーリ比がオーバードライブ側に

固定になっている

コントロールバルブの点検.交換

ストール回転低い一^エンジントルク

低下^クラッチトルク過大^

エンジンの点検

クラッチ点検，交換

走行レンジにすると突然クラ

ツチがつながりエンスト

クラッチ回路㊀側とボデーアースとのショート クラッチ回路の点検

30わゾわ以上の一定速でエンジ

ン回転ふらつく

クラッチトルクの異常な低下，ピトー圧不良

車速またはスピードメータケーブル不良

クラッチ点検.車速入力波形点検トラ
ンスミツシヨン八337分解.启^検 
スピードメータケーブル点検

10〜201011八でアクセル開放

—踏みこみ時ショック大

最低変速ライン合っていない 最低変速ラインの確認

減速時なかなかクラッチが切

れない

車速信号系不良 車速信号系点検

走行中⑽出/卜〜)アクセル

を開放するとクラッチ切れる

ブレーキ5界系不良 ブレーキ3界系点検

ぐ注記〉^可能性としては低い
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不具合現象に基づく点検——不具合推定箇所一覧表

該当個所が

0：故障している可能性が高い 〇：故障していることがある 八：故障しているときがまれにある

1

/ セ
レ
ク

卜
レ
バ

1
位
置

推定彳固所

セ
レ
ク

卜
ケ

1

ル

=1卜 
ンラ 
トン 

〇 ス
1 2 

ノレツ 
ケシ

1 3
ブン
ル

—=1 ビI电
磁
ク

ツ
チ
回
路

ブ
ラ
シ
ホ
ル
ダ

卜

ン
ス
ツ
シ
3
ン
本
体

車
速
セ
ン
サ
系

アア 
クク 
セセ 
ルル
開5 
度西
3
西
系

イ
ン
ヒ
ビ
夕
5
西
系

巳
0
じ

巳
0
V
丁
フ
ノレ

1
卜，

推定原因 調整不良
調整不良 
ケーフル不良
ライナ劣化

斲線.ショート 
絶縁不良 
ベアリングの口 
7ク，スリップリ 
ング汚れ

絶縁不良/ センサ不良
ハーネス不良

調整不良 
ハーネス不良 
スイツチ不良

調整不良 
ハーネス不良 
スイッチ不良/ 油量不足

スタータが回る 〇
発進しない 〇 ム
発進時エンスト ❹

クラッチがすぐつな

がる
ム 〇 八

発進時ショック大 八 〇 〇
^クリープする

0
ま
た
は

変速しない

し0西のまま
〇

不 アクセルを踏んでも 
変速しない
00のまま

❹ 〇

ストール回転が低い @ 〇
巨 ストール回転が高い 〇

走行中エンジン回亭云 

が吹き上がる
0 ❿ ム 〇

N->Fまたは！^時ギヤ鳴き ❿ 〇
N-0または糊換不能 ❹ 〇 〇

現

車速2(^〇ゾト以下でも

クラッチ切れず
〇

0—05時エンジンブ

レーキ効かず
❹ 〇

(〇5ソレノイド） (

象 〇5 0—05ショック大 〇

0—05時エンジン回

転吹き上がる
〇

0—05切換不能 〇 〇

車が確実に止らない ❹ 〇

？二8切換不能 〇

？レンジ以外にして

も？を解除できない
〇
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クリアメモリ

(9)クリアメモリ

くセレクトモニタを使用しない場合〉

バッテリー端子を外す。または，ヒューズボックス中 

の尺0.14ヒューズを外す。

くセレクトモニタを使用した場合〉

③88]V[のフアンクシヨンコードをモード丨ド001に選

択実行

0 0

④331^[の表示

隨⑽〇阶咖？

0 : ¥£3 1 /N0

の時

0 1 [瓦聊

⑤10洲〇ドをにすればクリアメモリ完了

① セレクトモニタ接続

② 電源を入れ，丑〇でを選択

(ガセット： 498349800)

訄80車

1993 (「00)

1^80 名八哪八〇 E^\^^
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構造，作動

(1)フロントアクスル

八38付車用として，ハウジングにセンサ取付用のボス，およびハブにトーンホイール固定用の穴を設けた 

ものを設定した。

八巳3無車 八巳3付車 八巳8無車 八巳3付車

7\

ヴ

ぐ一

グ
センサ取付用 

ボス
トーンホイール 
固定用穴(4個所)

(2)リヤアクスル

，久83付車用のリヤアクスルシャフトとして，33部にトーンホイールを圧入したものを設定した。

車種 サイズ記号 デファレンシャル側 闩㈠，し㈠の別 識別溝

皿車 79八0

トリポート

1111
伽

1^1

80車
82八0

デフ側79八0

1111
2本

デフロック付車 110 (デフロック） 3本

^3付車

(新設）

跟
2本

八83付車') 
新設

82八0 79八0

リヤアクスルシャフトのねじ径を]^20から]^24に変更。

これに伴い，キャッスルナツ コニカルスプリング，

センターピース，コッタピンを変更した。（全車)
センターピース

ぐ変更後ン ぐ変更前ン

ねじ径 N24 ねじ径 N20

締付トルク 24.0 土 2.01 締付トルク 20.0 土 2.01^-111

注意

キャッスルナツト締付時，ねじ部にグリースを塗布すること。
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4 シヤシ

4- 1 サスペンション
國仕様..............................................
1構成部品......................................

リヤサスペンション
4-2 ステアリング

II主要諸元......................................
4-3 ブレーキ

1仕様.............................................
〔1〕標準ブレーキ 

國構造づ乍動..................................
(1) マスタシリンダ............................
(2) ブレーキブースタ........................

〔2〕アンチロック
ブレーキシステム（八8 8)

II概要..............................................
國システム図.......................................
國主要構成部品と機能...................
國構造づ乍動..................................
車輪速度センサ.............................
6センサ........................................
ハイドロリックュニット...............
エレクトロニックコントロールユニット

圓コントロールシステム 
入出力制御....................................

國主要変更点

変更項目のみ記載，記載なき項目は，
’92-10新型車解説書，整備解説書を参照
下さい。

八8 3制御......................................................4-16
1故障時のバックアップ機能 

セルフダイアグノーシス（自己診断）-4-19 
國整備要領

(1)車上点検.....................................................4-21
⑵前輪速度センサ........................................4-22
(3) 後輪速度センサ........................................4-23
(4) ハイドロリックユニット.......................4-24
(5化0じ......................................................... 4-27
(6) 6センサ（4\^0，〜丁車のみ）…〜-XI

(7) ブレーキホースふパイプ.......................4-28
国電子制御トラブルシューティング準備品4-29 
国電子制御トラブルシューティング—4-30
(0トフブルシューテイングのステップ.4-30 
(2湛本点検.....................................................4 - 31
(3) 自己診断.....................................................4-33
(4) トフブルコードー覧............................... 4-34
⑸トラブルコードに基づく点検.............. 4-37
(6) 不具合現象に基づく点検（ウォーニン
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4-1 サスペンション

-ディアス車のフロントスタビライザ径を())18 111111に変更（従来車中21111111)，トラック及びパネルバン

(除赤帽車）は廃止した。

4-2 ステアリング

-全車¢0尺タイプのギヤ3 〇 Xを採用し，ハンドル最大回転数及び総合ギヤ比を変更した。

4-3 ブレーキ

，八83装着車をライン〇？展開（ディアスIIサンサンルーフ4界0，5以丁/迟〇マ丁）した。

，3装着車対応によりブレーキ仕様を変更（マスタシリンダ及びブレーキブースタ）した。

-八3 3装着車はクロス配管を採用した。

4一4 タイヤ6ホイール

，ラジアルタイヤ（14 5尺12)をバン5 01全車に採用した。（バン80X80はもともと1451112)

-トラック3丁0車の後輪タイヤを500 —12 —6？尺に変更した。
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ばね定数（1^/01111)

減衰力〇.101/3
(^0 ------------

[伸び顧み] 0.3111/5

3.5

50/25

130/40

4.5 

55/30 

140/45

2.8

ばね定数（は/腦!〉 40 -4—

形

外

式 

(11101)

ばね定数(は/丽) 

最大長（腦)

最小長（0111!)

減衰力 
(^0

[伸び縮み].

0.111175

〇. 3111ん

高 さ：幵（麵)

形 状

中実.トーシヨンバー 

多18(赤帽車のみ）

6.5 6.0

444

278

48/23

78/38 

70

0タイプ 八タイプ

中^.トーシヨンバー

418

4.5

65.5

8タイプ

トラツク及:ハ。ネルパ'ン
は廃止（除赤帽車）.

ヘルパ形状 
八タイプ 8タイプ

㈠

キヤ ンバ 1° 土 45’ 左右差せち'以内

キヤ スタ 3° 50, 土 1。

トー イン 11^ 1 ± 3腿 左右輪の和

サイドスリッフ。 011X 2 土 3111111/爪

地卜高

(胃）

12”バイアス
(5.00-12) 338土 12

半1ハ 【、事士
12” ラジアル
(145尺12) 321±12

左石圭10111111以内 
測定点；シャシフレー 
ムとフロントサスクロ

メン取付ボルト；前側 
のボルト頭下面

12” ラジアル 
11555肌及び14现12) 323 土 12

12” ラジアル
(135 951112) 332 ±12

キヤ ンバ 0° 50’ ± 45’ 左右差45^以内

トー イン 瓜1 土31111〇. 左右翰の和

サイドスリップ 11^ 1 土 3 1111117111

地卜高

(01111)

12”バイアス
(5.00-12) 299 土 12 297 土 12

左右差10麵以内 
測定点；トレーリング 
アームとシャシフレー 

ム外側取付ボルトのボ 
ルト頭中心

12” ラジアル
(145812) 286 土 12 281 士 12

12” ラジアル 
(1555肌及び14现12) 285 + 12(15581^12)

12” ラジアル
(135 95512)

299 士 12 294 ± 12

仕様

リング

ス
ト
ラ
ッ
ト
が

ス
タ
ビ
ラ
イ
ザ

フ
ロ
ン
ト
サ
ス
ぺ
ン
シ

コ
イ
ル
ス
ブ

リング

シ
ヨ
ッ
ク
ア
ブ
ソ
ー
ハ

ヘル

リ
ア
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン

ア
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サスペンション

圏構成部品

リヤサスペンション

ラパーシ—卜 [1し6 土1レ尽-！11

ヘルパ

アウタフツシユ

アジヤステインク 
ボルト

I
11 8 土 — 01

シヨックアブソーバ

+ 0.8 
XI 4一0.51^-〇1

アンダブッシュ

六部(み83車）

越8センサとトレーリングアームとは選択組合せによってギヤッブ調節をしてあるので

センサのみの交換はしないこと。（交換の場合はトレーリングアームとセツトで行うこと 〇
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ステアリング 

ホイール

舵 角

外径（酬）

最大回転数

内輪（度)

外輪（度)

車両最小回転半径（⑺）

形 式

糸/'& 合 ギ ア 比

使 用 グリ ー ス

全車(マニアル車.パワステ車)

0370

4.4

36° 251
十1 
一2

〇 3〇, 
3〇,

33° 1〇,
十1 
— 2

〇

〇
30, 
3〇,

3.9

ラック(&ピニオン

23

協同油脂ワンルー八30 
昭 石バリアント]VI 2

転舵角
外輪 内輪

^ 4-2」ステアリング

国主要諸元

-ギヤボツクスはコンスタントギヤレシオタイプ(0,610に全車統一した。

-ギヤボックスは従来のコンスタントギヤレシオタイブ(ギヤ比19.8)とバリアブルギヤレシオタイプ(ギヤ比

18.8〜22.7)の2種類から、コンスタントギヤレシオタイプ(ギヤ比23)の1種類とした。

-他3付車はブレーキマスタ7”化に対応しコラム八3货取付部のブラケット形状を変更した。

システ
ム 
ギア
ボ
ッ
クス
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4一3 ブレーキ

I仕様

-------- 主要諸元------ -----------------------

-仙3装着対応に伴い仕様を変更した

----------------------- --------------------------------—— 一般 車 八丑8装着車 |

フロント
ブレーキ

型 式
サポートレス.ベンチレーテッド 

ディスクブレーキ

ゲィスク有効径 （111111) 184

ディスク厚さX外径 （胍1) 18X221

ホイールシリンダ内径 （服） 51

パッド材質 レジンモールド（非アスベスト）

パッド寸法長さX幅X厚さ（腿） 86.1X36X9

ブレーキ調整法 自動調整 卜

リヤブレーキ

型 式
リーディング.トレーリング 

ドラムブレーキ

：^

ドラム内径 （111111) 180 -
ホイールシリンダ内径 （111111) 15.87…19.05) 15.87

ライニング材質 レジンモールド（非アスベスト）
^ ！

ライニング寸法長さ父幅父厚さ（卿） 172.7X30X4.4
一—

ブレーキ調整法 自動調整

パーキング
ブレーキ

型 式 機械式後二輪制動 —

マスタシリンダ

型 式 タンデム <—

シリンダ内径 （111111) 19.05 20.64

リザーバタンク型式 セミ，モイスチヤーシール付

リザーバタンク容量 （〇〇) 123 ^—

ブレーキブースタ

型 式 真空倍力式 ^—

倍 率 3.4 (踏力18.01 3.5 (踏力23.01

有効径 （丽） 152.4 177.8

制動力制御装置
浓プロボーシヨニング 

バルブ〇?バルブ）

ブレーキ配管方式 前後2系統 対角2系統

ブレーキ液（標準仕様）
スバルブレーキ 

フルード8 (00丁3)

※：サンサンルーフ付車（除フルタイム4界0)、— 0車
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八83装着車

82

-構造、作動

(2)ブレーキブースタ 

-変更内容

仙8装着車にはマスタシリンダの内径拡大に伴い 

7”サイズのブレーキブースタを採用し、操作感を 

確保した。

一般車

ブレーキ

〔1〕標準ブレーキ圓構造、作動

(1)マスタシリンダ ^

-変更内容

仙3装着車にはビストンカップの損傷を防止する 

ためポートレスタイプ（セカンダリ側）のマスタ 

シリンダを採用し内径も(¢>20.64に拡大した。

一般車

-̂-------------------------------------------

\ポートレス化

(

と

9

‘に

5
饺
擗
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アンチロックブレーキシステム（八已3) 概要

〔2〕アンチロックブレーキシステム（八83) 概要
八门1卜1〇(^ 已「3^6 37316^

沾8は急制動あるいは雪道等の滑り易い路面でも，車輪がロックせず，ステアリング操作による危険回避を可

4彻の

ユ

本システムは，4センサ. 2チヤンネル対角同時制御方式で，4輪に配置した車輪速度センサの信号をコンビ 

一夕（八88—丑011)で論理演算し，車輪がロックしそうな状況になった場合にクロス配管のそれぞれの系統に 

‘応した液圧制御用電磁バルブ（胃）を駆動し.，ブレーキの液圧を電子制御するシステムである。

く特徴〉

參

#

鲁

參

#

シンプルで小型化した2チャンネルのハイドロリックユニットを採用した。

ハイドロリックユニット（0/1；)はソ…エ〇車をベースに4…0専用とし？バルブの廃止，リレーボックスの 

分離を行い，小型軽量化を図ると同時に整備性を向上させた。

4^1^丁車八38作動時の朽協調制御を採用し，仙8の制御性を改良した。

4界〇瓦〇冗車は仙8作動時の協調制御を採用し，沾8の制御性を改良した。

仙3作動時のブレーキペダルの脈動を低減するため，オリフィスとチャンバを主構造とするダンピングユニ 

ットを内蔵した。

处8は4界0用として〇センサを装着し，エレクトロニックコントロールユニット（丑01；)も車体速度演算 

機能を強化した。

整備性向上のため，トラブルコード表示をインパネのウォーニングランプを流用して確認可能とした。

また，故障コードメモリーは不揮発性（イグニッシヨン〇卩卩しても消えない）を採用し，最大3個まで記11 

を可能とした。

さらに，油圧系の作動点検を容易化するため停止状態でマイコンの指令により順次作動させる。“シーケン

ス制御パターン”を採用した。

はョ，日011

ドラムブレーキ

卜ーンホイール
電磁ビックアップ

リヤ享輪速度センサ
ディスクブレーキ

電磁ピックアップ
ーンホイール

フロント車輪速センサ

実車レイアウト図
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闩闩センサ 
叩アース

ド卩センサ 
卩闩アース

〇しセンサ 
〇しアース

10 アース（電源）
之0アース（ソレノイド)

22
4

ドしセンサ 
尸しアース

13 6センサ

30し 
31ド

17

32

29
27

1丨電源

14
28

こV？

2

19

モータ監視 
モータリレー

リレー監視

バルブリレー監視

ウォーニングランプ 

バルブリレー

協調制御監視
ブレーキ3^

ドしソレノイドバルブ 

「闩ソレノイドバルブ

111

ストップランプ 
3/^1

ストップランプ

1900

チエツク離+

---------------------------——

一/し 八

--1
1

-/し - ―1\ ——

1-1 ^ -
八

アンチロックブレーキシステム システム図

システム図

4
 

6 
2
2

3
1 
8
9 

2
2
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アンチロックブレーキシステムー主要構成部品と機能，構造.作動 

I主要構成部品と機能

構成 部品 機 能
フロントスピードセンサ. 車輪速度を検出し，远011に入力する。

リヤスピードセンサ 車輪速度を検出し，瓦〇!；に入力する。

0センサ 車体の減速度を検出し，瓦〇ワに入力する0 (4界〇]車のみ装備）

ハイドロリックュニット 瓦〇口からの信号により各輪のブレーキ液圧をコントロールする。

み83—日〇じ

各センサからの信号を基にハイドロリックユニットの制御を行なう。

また，人88システムに故障が発生した場合，处8ウォーニングランプを点 

灯させると共に自己診断機能により故障部位および故障内容を表示する。

ウオーニングランプ ドライバに八53システムの異常を警告表示する。

EN\F^疋〇^丁コントロー ルユニット 沾3の瓦011からの信号を受け協調制御を実施する。

I構造づ乍動

-------- 車輪速度センサ------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

^回転側として41枚の歯を刻んだトーンホイールを，前輪はハブ内面（ブレーキディスク取付面と反対側）に 

ボルト止めし，後輪はドライブシャフトの〇マ：外輪に圧入で取付けると共に固定側に電磁ピックアップを取 

り付け，これを対として車輪の回転状況を電気信号として検出し，に入力する。

蠢センサは内部に永久磁石とピックアップコイルを内蔵した構造である。フロントはトーンホイールの回転軸 

と平行に配置し，リヤはドラムブレーキ車への装着対応のため回転軸と直角方向に〇旧外輪取り付けとして 

配置した。
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#

前進方向で制動による車体減速度が一定値を越えると，〇センサ内部の水銀が慣性力で移動し，減速度の大 

小を瓦011に入力する，このことで低〆路の，4双！)車の4輪同時ロック傾向発生時の，過大な車体速度演算 

による車輪の早期ロックの発生を防止するものである。

水銀接点は2個直列に内葳され低減速度では接点

が〇が状態となっている 〇

運転席シート下に設置してある 〇

低6時 コネクタ

〇刖

高〇時

:]ネクタ

今し
1

ちふ

〇前

ブフケット

^ X 广 、故各」、よん〆
〇 、(3センサケース1 

下

アンチロックブレーキシステム 構造，作動

車輪速度センサ

車輪速度の検出は，車輪が回転する時，トーンホ

イールの歯面の凹凸により，ピックアッブのコイル

を透る磁束密度に変化が生じ，電磁謗導作用による 

電1±力が誘起されることを利用している。

このセンサー信号は交流で，車輪の回転速度に応 

じて周波数，起電力が変化するが，扨011の要求特性 

に適合している必要があり，図に示す出カレベルの 

基準範囲が設定されている。

た4^、メ朴

ケ
ー
ス
か
ら
外
し
た
状
態
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アンチロックブレーキシステム 構造，作動
—^晒助败1- 1̂111脈咖I的嫌嫌嘛，>№1丨 >11"丨删肌幽|^鼸^癟0

ハイドロリツクユニット（㈠/10

〈概要〉

# 本11/1；はクロス配管車の対角制御方式用ブレーキ液圧制御用ユニットである。

マスタシリンダのブライマリ側はホイールシリンダのぞ只，茲乙へ，セカンダリ側は頁レ只只に接続される配管 

の中間に本11/0は介送されてIゝる。すなわち1^/0のブライマリ配管は1度11/1；に入り，これを経て灰只ホイー 

ルシリンダおよびIIしホイールシリンダへ，またセカンダリは同様にホイールシリンダ，只只ホイールシリ 

ンダへ接続されている。

電動モータ焱ブラシジャンプ，ダンビングチャンバ，マグネットバルブ，リレー，コントロー ルバルブより

構成された液圧制御機器である。

尸 '...て，一.::： - ,

“..... ... … -… ハイドロリックユニット(㈠/リ)

I！ ！ ( ^ ―〇ハソ ノ\\^ —^ レ、/,'ハ寒 /
13

-….二. …，，讀4 ， ， ， V -- 黎^，，
ご：：:：：.‘，.:-":こ卜荔パ:-で:::二-'

,11囊 

^ :ン:::
醫 ''パ

\
8隨丁〇〇謝し
(削み)

題
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アンチロックブレーキシステム——構造.作動

〈㈠/リの主要構成部品〉

構成部品 機 能

電 動 モ ー タ 偏心カムを回転させ，ブランジャポンプを作動させる。

プランジャポンプ レザーパに送られたブレーキ液を掻き出し，心〇側へ戻す。

レザー バ ホイールシリンダ液力を緩め，一時的に蓄える。

ダンビングチャンバ
マスタシリンダへのキックバック低減のためにプランジャポン

プからの吐出圧力を低減する。絞り弁とこれに併設の圧力解放 

用リミットバルブ（？1^)およびダンピングチャンバにて構成

される（作動説明図参照)。

マグネッ トバルブ
ホイールシリンダ側とマスタシリンダ側およびレザーバ側のブ 

レーキ液圧回路を丑〇玎の指令により切り換える3ポジシヨンの 

電磁弁。

リレー

:バルブリレー)
1^1=1：モータリレーノ

巧〇1；の司令により，電動モータ（モータリレー）とマグネット 

バルブ（バルブリレー）へ電源を供給する。また万一故障が発 

生した際，電磁弁の電源を遮断し不作動状態（通常ブレーキ状 

態）とする。

〈作動〉

(1)通常ブレーキ時

參増圧モード〈IV[/Vの電流値： 〇ドド状態）

ブレーキペダルを踏むとマスタシリンダに発生した 

液圧は，訄/マ（電磁バルブ）に送られる。この時 

が"の電流は〇孖ド（非制御）状態であるから液圧は 

1^/7を自由に通る事ができ，ホイールシリンダに達 

しブレーキカが作用する。（ブレーキペダルを離す 

とこの逆にブレーキカは解放さる）

仙8制御中で車輪のスリップ状態が改善されると減 

圧保持状態から]の電流が〇卩孖の状態となり別〇

の压力を胃/0に戻しブレーキカを発生させる。また, 

フニールセーフが作動した時もの通電が断たれ 

本状態となる。

マスタシリンダ⑹八)

^/〇

通常ブレーキ時.増圧時の回路
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アンチロックブレーキシステム——構造.作動

(2) ^8作動時

，減圧モード（胃の電流値：全電流値）

ブレーキカの作用により車輪がロックしそうになり 

減圧が必要と瓦01；で論理判定し，司令を発生すると， 

IV[/Vに全電流（減圧電流）が通電され，皿…のイン 

レット.ポートは閉，アウトレットポートは開の状態 

となる。したがって，ホイールシリンダの液圧はア 

ウトレットポートを通り，レザーバに送られる。こ 

れによりブレーキカが緩められ車輪のロックが回避 

される。

以"が減圧状態に駆動されると同時にモータにも通 

電され，モータは回転を始める。このモータと偏心 

カムをもったべアリングは連結されているのでブラ 

ンジャポンプが作動を開始し，レザーパに送られた 

ブレーキ液はブランジャポンプによりダンパ室を通 

りマスタシリンダへ戻る。（ドライバーはブレーキ 

ペダルが押し戻される様に感じる。）なお，プラン 

ジャポンプからの吐出圧は大きく脈動しているがダ 

ンパ室を通すことでパルス的なキックバックを低減 

している。

-^保持モード〈IV[/Vの電流値：半電流値）

最適な液圧までホイールシリンダが減圧（あるいは 

増圧）されたと，远011が判断すると]V["に半電流が 

通電されインレットポート，アウトレットポートと 

もに閉の状態に保たれる。この時ホイールシリンダ 

側は調圧された液圧の状態，マスタシリンダ側はブ 

レーキペダルを踏んでいることで発生している液圧 

状態，リザーバ側は減圧信号発生によりブレーキ液 

を一時的に蓄えた状態と，それぞれ独立した液圧状 

態を保っている。

(この保持状態の時]\1斤の高い剛性によりドライバ 

一はブレーキペダルが固くなった様に感じる。）
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アンチロックブレーキシステム—^構造.作動

-------- エレクトロニックコントロールユニット(屈011)---------------------------------- ———------------------—— -----------

沾3の瓦011は、車輪速度センサにより検出した信号をデジタル信号に変換した後、他の入力信号とあわせ論 

理演算し、車輪の状況を判断し、ロックしそうな状況になったとき11/11に内蔵した電磁弁（撾/マ）を駆動し、 

減圧、保持、加圧（通常ブレーキ時と同じ）の3つの状態に液路を切り換えてホイールシリンダのブレーキ圧を 

コントロールし、車輪のロックを防ぐ電子制御ュニットである。又は远〇冗との協調制御を行うため信号 

のインタフェースを設けた。
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アンチロックブレーキシステム-—コントロールシステム

Iコントロールシステム

--------入出力制御-------------------------------------------------------------- -----------------------------------------------------------------------------------------

本瓦011は8ゎれマィコン2台で論理演算し，常に結果を相互比較する監視機能を有するほか，入出力信号に対

する自己診断機能を備え，万が一故障が発生した場合，ウォーニングランプを点灯し，通常ブレーキ状態（仙3

無車と同じ）とする。この時の故障情報は不揮発性のメモリーに取り込むので，後で故障コードを確認すること

ができる。主な，故障検出機能によるトラブルコード表とフェールセーフ対応を表1に示す。

更に今回油圧系の点検の容易化のためオンボードで実施可能なシーケンス制御パターンの発生機能を盛り込ん

だ。

〈入出力のブロック図を示す〉

巳〇ソ丁車

I- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一」

他はに0\/丁車と共通
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車輪速度

ム 時間
フレーキポイント

(1)人8 3制御の論理演算処理

4輪から検出した車輪速度信号をベースに車体速度 

および車体減速度を演算し，これと車輪速度を比較し

状況に応じて9/11のマグネットバルブ（^/ン）を加 

圧，保持減圧のいずれかに制御することでブレーキカ 

を調整する。

右図に示す様に急制動によりブレーキがロックしかか 

ると则\を保持モードに電流値を制御し，1^/0の 

圧力が谭/0に流入するのを阻止する。点）

さらにスリップが大きくなると从⑺を減圧モード 

に電流値を制御し，界/じの圧力を弛める。同時にモ 

ータリレーを駆動し，モータを作動させる。（⑤点） 

減圧により車輪速度が回復すると加圧〜保持をくり 

返しながら再び研70の圧力を増圧させる。点）

減压

以下これをくり返し，ドライバーがブレーキペダル 

の踏み込み力を下げマスタシリンダ圧を下げることで 

車輪がロックしなくなるか，または車両が停止するま 

でこの様に自動的に圧カコントロールをくり返す。

アンチロックブレーキシステムーコントロ ールシステム

& 〇 〇生丨丨細

速
度

1
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アンチロックブレーキシステムーコントロールシステム

------- 八日5制御------------------------------------------------------------------------------------------------------ :-----------------------

(2)故障検出とフエールセーフ対応

本システムでは丘01；白身の故障監視と外部構成部品の故障監視機能がある。

この迟〇〇の故障監視はイグニッションキーをオンとした時，お011内部でのセルフテストを行なった後，常

時続ける。

なお，五011がシステムの異常を検出すれば，八ルブリレーを〇ドドし，^/从の電源を遮断し通常ブレーキ 

状態とし，同時にウォーニングランプを点灯することでドライバーに異常を知らせます0また，故障コードを 

五01；は不揮発性メモリに記憶する。

⑶検定モードの発生

本丑〇じは決められた手順に従って操作した場合，各マグネットバルブ，各リレー，モータをシーケンス制御 

することができる。

従って，ブレーキテスタ上でこの“シーケンス制御パターン”を発生させることで油圧制御状態を制動力値 

として検定できる。
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マスタシリンダ圧 

吒圧(职⑻/〇圧) 

「只奴/〇圧(只し奴/〇圧)

減圧保持加圧 減圧保持加圧

2，制御終了条件

，①少なくとも1っの車輪速度が10ヒ11/11以上となった時（通常制御モード復帰）

② 乙端子がし〇界状態から開放（通常制御モード復帰）

③ X：端子がム〇评状態から開放（通常制御モード復帰）

④ シーケンス制御終了（冗端子がム〇界状態のままであれば通常制御モード復帰）

⑤ シーケンス制御中にブレーキペダルから足を離してブレーキランプ8/贾を〇孖孖した時

(通常制御モード復帰）

⑥ I段!キー8/% 0N直後で，仙8ウォーニングランプ消灯後0.536〇以内にブレーキランプ8/界の01^条件 

が無いとき（通常モード復帰）

キペダルを踏

アンチロックブレーキシステムーコントロールシステム

ム8 5制御

く八日5システム動作チェックシーケンス制御パターン〉

下記シーケンス制御でソレノイドバルブを駆動し，ブレーキテスタで動作チェックができる。
1,制御開始条件（下記条件をすべて満足した時）

① 全車輪速度が4—/11以下

② .ナェ;ックコネクタの〖端子，，乙端子とも10 3…01^1時より常にボデーアース状態

③ 10.. 3界0^時ブレーキランプ3界は〇ド卩（ブレーキペダルを踏んでいない）

④ 3^01^直後，ウォーニングランプ（点灯時間1.5秒)が消灯後，0.5秒以内にブレー 

み込み保持する。 (ブレーキペダルを踏み続けることでマスタ圧が発生し続ける。）

全車輪速度
テエックコネクタ
尺.端子

チェックコネクタ
し端子

10 3\7

八85ウォーニングランプ 

ブレーキランプ3…

「しマグネットバルブ

マグネットバルブ

〇ドド

0ド「

丨,5 1.0 2.0

1.5 1.4 1.4
一-............卜 〇问

モータリレ，

4加/卜以下(但し，シーケンス制御中は10加/卜以下)

アース(:

アースに

0！^

#
>
1

礴レ

ブ
レ
ー
キ
液
5

け
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アンチロックブレーキシステム----------------------------------------------------故障時のバックアップ機能
脚伽咖細，-尚咖嘯麵職⑽^"叫         卿，丨"1，1州⑽II，爹卿I，抑哪刪卿⑽"明和則,丨丨…川卿   卿，⑽,麵咖晒麵，「，ぼ冒剛『刪職"咖,，釀 一        .............................................................................................................................................................，- 丨丨丨|じ「1丁丨”「-丨て广“一 一一す丨丨丨丨丨丨丨丨丨一— 一丨11「-丨嘗「|一-“一 

驪故障時のバックアップ機能

—一一^セルフダイアグノー シス（自己診断）-------------------------------------------------------------- 一-------------------------------------

セルフダイアグノー シス機能により故障が検知されるとウォーニングランプが点灯しドライバーに故障の発生 

を知らせる。ウォーニングランプが点灯している時，仙8システムは作動せず通常ブレーキ状態となる。

なお，この故障情報はメモリクリアするまで記憶する。また，この情報は最大3個記憶することが可能でこれ 

以上の場合は最新の3個が記憶されている。

(1)コード呼び出し方法

%！！キー8/界を〇ゞ状態とし，芯011端子が0.30仏端子）より出されているチェックコネクタを〇忖〇に接続す 

るとインパネの168ウォーニングランプの駆動を表示モードに切換て点滅でコードを表示する情報はスタート 

コード（コード:[1)を表示後，故障情報を記憶していれば最新のものから順番に表示する（最長約5分間繰り返す）。 

なお，バルブリレーが作動不良の場合は表示できない。

コード表示例（コード21の場合）

II 2 I 1 I 点灯

1.0 〇
畴私.，

〇 0.9
^----------------^ 消灯

スタートコード トラブルコード2丨 繰り返し

トラブルコード表

コード丨 コード肉容 侧^ 1^ ~1— ド、！^!哀：

21 ，只センサ系異常（ハーネス断線有） 33 : 減/V系異常

22 ドぉセンサ系異常（ハーネス断線無） 39丨 IV[/ V系異常

23 ぞしセンサ系異常（ハーネス断線有） 41 远011異常

24 ぞムセンサ系異常（ハーネス断線無） 42 電源電圧低下

25 只只センサ系異常（ハーネス断線有） 44 協調制御回路異常

26 1111センサ系異常（ハーネス断線無） 51 マ权系異常（表示不可のモード有り〉

27 111センサ系異常（ハーネス断線有） 52 モータ，モータリレー系異常

28 11しセンサ系異常（ハーネス断線無） 54 ブレーキライトスイツチ系異常

29 センサ歯数異常 56
-——- ........................................................ ... ,,

〇センサ系異常（4界のみ）

31 ド只が7 V系異常

八83ウォーニングランプ
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アンチロツクブレーキシステムー故障時のバックアップ機能

セルフダイアグノーシス

(2)クリアメモリ

コード呼出後，チェックコネクタの端子を0X0レベルから開放し，この時から約12秒以内に0.2秒以上 

乙端子を〇”〇へ接続する動作を3回おこなって，弓丨き続き乙端子を0X0レベルから開放した時。

八83ウォーニングランプ

コード表不モ—广 メモリー消去モード

し端子
(^0ボデーアース

(チェックコネクタ) 0.2秒以上 0.2秒以上
，国 ^

㈣開放

.5秒

く八日5特有の注意事項〉

(1) 急ブレーキをかけたり，滑りやすい路面でブレーキをかけた時，3が作動するとモータとバルブの作動私
音が聞こえ，ペダルに脈動を感じたり車体やステアリングホイールに振動を感じることがある。

これは人83が正常に作動していることを示すものである。

(2) エンジン始動後，車速が6に達した時，静かな所ではエンジンルームより「ウィーン」というモータの 

作動音が聞こえる場合がある。これは人33の作動をチヱックしている音である。

(3) バッテリ電圧が低下した状態で，ブースタケーブルを使ってエンジンを始動した場合，一時的にウォーニン 

グランプが点灯する場合がある。これはバッテリの電压不足によるもので厶8 3システムの異常ではなく， 

ノぐンテリを充電してから走行すること0 (トラブルコード42を記憶する）
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アンチロックブレーキシステムーー^車上点検

画整備要領（1)車上点検

エア抜き

ぐエア抜き作業手順〉

う。（4輪共）

(2)ペダルストロークを確認する。基準値内なら01^:。

くエア抜き順序〉

①前輪右側—後輪左側—前輪左側"^後輪右側

\ 後輪液圧バルブ
旭8付

ペタルスト〇— ク 踏力\\ 魅
/务、V

"ザ

南

(1X1111) 50^ 90 95 85

10^ 60 65 55

(3)チェックパターンに入れ、を作動させる。

ぐ参考〉

チェック端子コネクタ、2糊、をアースに落とす。

(4)ペダルストロークを確認する。

⑸ストロークが伸びた場合(1)に戻り、再度エアーぬ 

きを行う。

(6)ストロークが基擊値の場合終广。
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アンチロックブレーキシステム 前輪速度センサ

(2)前輪速度センサ

点検，調整，脱着

く廉検18調整〉

(1) ディスクロータを取外し、トーンホイールとスピ 

ードセンサ歯面の傷付きを全周にわたり点検する。

(2) 卜ーンホイールとスヒードセンサのギャップを全

周にわたり点検する。

ギヤップ標準値焱寸法（11皿） 0,5〜1.2

不良の場合、スピードセンサまたはトーンホイ

ルを新品に交換する。又はセンサ出力を点検する。 

く注記〉センサの出力点検は、トラブルシューテイ 

ングの項を参!！のこと0 

く取外し〉

スピードセンサの取舛し。

⑴ボディハーネスからコネクタをタトす。（1民〇!共）

(2) カバーフロントホイールからコネクタを外す。（11！) 

バキュ^ー ムホースからコネクタを外す。(1111)

(3) シャシフレームからセンサブラケット1^16ナット 

を外す3 (只11，111)

き、.靜

(4)センサをハウジングに締付けている減8ボルトを外

しセンサをハウジング部より取出す。（只5山0共)

⑸ハウジングとストラットを共締めしている^110ボ 

ルトを外し、センサブラケットを取外す。 

赃证共）

く取付け〉

取り外しと逆順序で取付けるが次の項目に注意すること。

(1)スピードセンサは右車輪用、左車輪用で形状が異

なる 〇

(2) ハーネスにねじれがないか、ハーネス被覆上のマー

キング（線色）により点検する0 (只0:白，111：黄）

(3) ハンドルを左右に転舵した際、ハーネスが引張ら 

れていないか、さらにハーネスがタイヤサスペン 

シヨンまたはボデーと接触しないか点検する。

广

上

トーンホイール

外

センサ

%

^^1

ストラットと共締めのは取付時ストラット

に対し傾かないこと 〇
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アンチロックブレーキシステムー後輪速度センサ

⑶後輪速度センサ

I--------^検-調整篇脱着------------- --------- ------------

I く点検-調整〉
(1) トーンホイールとスピードセンサ歯面の傷付きを 

全周にわたり点検する。

(2) トーンホイールとスピードセンサのギヤッブを全 

周にわたり点検する。又、センサ出力を点検する。

ギヤップ標準値八寸法(111111) 0.5〜1.2

不良の場合、スピードセンサまたはリヤドライブ 

灰3既を新品に交換する。

く注記〉センサの出力電圧測定は、トラブルシュー 

テイングの項を参照のこと。

く取外し〉

(1) ボデイハーネスからコネクタを外す。（茲只，!!!）

(2) 水管611X1とハンドブレーキケーブルを共締の 

減8ボルトを夕、し、センサ:611^をダ^す。（只只）

(3) フューエルフイルタ取付スクリュ^16ナット（ 2 

ケ所）を緩め、センタ6只冗1^を横にスライドさせ 

外す。㈣)

(4) トレアーム上のハンドブレーキと共締め部 

及びブレーキホース；6只1^1との共締め部を外しセ 

ンサを取外す。

(5)センサ取付ボルト（撾8)を夕もし、センサを 

から抜き取る。

ぐ取付け〉

取り外しと逆順序で取付けるが次の項目に注意すること。

(1) スピードセンサは右車輪用、左車輪用で形状が異なる0

(2) ハーネスにねじれがないか、ハーネス被覆上のマー

キング（線色）により点検する。（只8:白，111:黄〉
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アンチロックブレーキシステム ハイドロリックユニッ

⑷ハイドロリックユニットII構成部品

7,4±2,0 
〔0,75±0‘2〕

シー ？ヽ帥 7,4±2,0
〔0,75±0,2〕

8町置し 
㈠ん八
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アンチロックブレーキシステム------- ハイドロリックュニット

脱着

ぐ取外し〉

⑴バッテリー㊀側ケーブルを外す。

(2) 車両をリフトアップし、フロントタイヤ㈤お）を外す。

(3) ストラツトタワー部のダストカバー（スクリュリ

ベット2ケ所）をタトす 〇

(4) 11/1；本体コネクタ〜リレーボックス間と車両側ハ

ーネス〜リレーボックス間のコネクタ結合を分離

する。（4ケ戸斤）

(5)リレーボックス取付フランジナット（2ケ所）を外し、

タイヤハウス側よりリレーボックス灰837を取出す 0

リレーボックス取付 
フランジナット（2ケ所)

この2ケ所のネジを外すこ 
とで㈠/〇を車両から取外す 
ことが可能0

(6) 11/1；本体取付け部のブレーキパイプ（6本）を外す。 

各パイブ取付け位置が判かる様に、マーキングをしておくこと

厂

0

(7)班1冗7 1170仏)と(6)を止めている]^6ボルト、皿6 

ナツトを外す。（下図参照）
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アンチロックブレーキシステム-------ハイドロリックュニット

一—脱着 ^^----------------------------------一一--------------------------------------------------------------------------- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

(8) 冗7！1(焱）とシャシフレームを止めているフ 

ロント（只0)の減6ボルト（アース共締め部）を外 

す0

(9) 車両ハーネスのクリップを外し、横にずらす様に 

して下方へ下げる。

⑽0/11本体を車両前方に傾ける様にしながらパイプを 

曲げないようにして、タイヤハウス側より取出す。

く取付け〉

取外しの逆順序で行う

》王意

，ブレーキバイブ配列をまちがえぬこと。 

-取付後は必ずエア抜きを行うこと。
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アンチロックフレーキシステム——瓦011，0センサ

⑸日011
——着^--------------------------------一——一一一^

ぐ点検〉

(1) 尻〇!；取付のガタ、コネクタのロック状態を点検 

する。

(2) トラブルコードメモリを点検する。

ぐ取外し〉

(1) バッテリー㊀側ケーブルを外す。

(2) リヤシート下のカーペットをはがし、カバーの取付タッピ 

ングスクリュ（3本)、スクリュリベット（1本）を外す0

(3) 众38瓦01；と丑只仄!1を取付けている撾6ナット

(2ケ所）を外す。

(4)仙3瓦011をバルブ内より取り出し、ハーネスコ

ネクタ部を外す。

ぐ取付け〉

取外しの逆順序で行う。

途意

コネクタ部を確実に組み付け、またハーネスが 

かみ込まないように引きまわしを行うこと。

⑹（3センサ（4-0，“丁車のみ）
一一脱着一一一一———~~一一一一一

く取外し〉
⑴バッテリー㊀側ケーブルを外す。

(2) 運転席側のシートをおこし、カーペットをはが 

す0

(3) ハーネスコネクタを外し、6センサ取付ナット

(2ケ所)を取外す。

ぐ点検〉
(1) 〇センサのハーネスコネクタにテスタ棒を接続

し、傾斜部に〇センサを置き、〇センサの作動を 

点検する。 -

水卞

(3センサ状態 端子間抵抗値
水平 610±600

0=14。〜21°傾けた時 610—10010以上

注意

-前進方向に傾むけた時のみ作動する。

ぐ取付け〉

取外しの逆順序で行う。

注意
〇センサには方向性がある（矢印方向を前）の 

で違わないこと。
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アンチロックブレーキシステム ブレーキホース8^パイプ

(7)ブレーキホース6^パイプ

脱着

ぐ脱着後の点検〉

-ブレーキホースに異常なねじれおよび張り過ぎがな 

いか点検する0

-ハンドルをいっぱい左右に切った際ブレーキホース 

がボデー、サスペンションまたはタイヤ公ホイー

ルと接触していないか点検する

ブレーキパイプ八33 丫ド

=1ネクタ

クランプ

クランプ
+0.3

クランプ

コネクタ2似丫

ユニオンボル

ブレーキパイプ八33丫闩
ガスケッ

丁 ：締付トルク妓.を示す。
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アンチロックブレーキシステム——電子制御トラブルシューティング準備品

国電子制御トフブルシューアインク準備品

トラブルシューテイング時

各部測定用

計

サーキットテスタ サーキットテスタ

(アナログタイプ） （デジタルタイプ)
テストリード線 
ワニロクリップ

トラブルシューテイング日寺 

波形の点検

オシロスコープ 

プローブ 

ア—スリ—ド

電線の切断 

被覆の皮むき 

端子の圧着

ターミナル圧着ペンチ

ェ 具----------------------------------------------------------------------------------------------

各部の配線の点検

クリップコード

フレアナットレンチ ブレーキパイプの鼪着
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電子制御トフブルシューティンク トラブルシューティングのステップ

国電子制御トラブルシューティング（りトラブルシューティングのステップ

⑵ 基本点検
9
31

\7

(3) 自己診断 33

7ふ く

⑸ぽぱ 37 (6) 不具合現象户 
に基づく点検88

ステップ1

不具合の発生条件，環境を十分聴取し， 

発生している事実を確認する。

メモリされているトラブルコードは全て 

読み取り，記録する。

ステップ2

現象確認，基本点検をして不具合状況を 

把握する。

ステッフ。3

自己診断機能およびブレーキテスタに 

よる故障診断により発生原因を区別する。

ステップ4

診断結果を整理し，トラブルシューティ 

ング点検要領に従い，系統だてて点検. 

整備する。

ステップ5

点検，整備終了後，不具合が再発しない 

か確認テストする。シーケンス制御モー 

ドも活用する。

ど再現性が乏しい不具合の場合，再現、 
\時の条件，環境で確認テストする)

ステップ6

必ずクリアメモリを実施する 
^肖去しないと電源を切ってもトラブ
、ルコードはメモリされている
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電子制御トラブルシューティングーー基本点検

(2)基本点検
“一…““一…............ 一….一—— 刚刪酬酬耐”麵瞧獅,酬酬晒II麵 川”酬州麵IV酬^^麵叩抑讎職,；㈣卿臓7㈣鍾"川切…叫獅嶋觀卿

⑴電源点検

バッテリ電圧が低いと正確な自己診断ができ 

ないので，まずパッテリ電圧，比重を測定する。 

①パ’ッテリ電圧，比重測定

へ..:へ-.、、.〕.]"V \ 'て'..'ペ. '，ぐ.:.:

暴學讎ス
が〔くボ名べ:.贷我(於を4

バッテリ電压 12ソ以上

比重 1.26

⑷引きずり点検

① 車両リフトアップ

② ブレーキペダルを数回踏み込んだ後，タイヤ 

を手で回し，引きずりが無いか点検

基攀：タイ中が軽く回れば正常

(5)ブレーキパッド，ロータ点検

(^) ヒュー'ス，’ヽー^不ス， コネクタの接続状態，ア 

ース締付状態点検

⑵ブレーキフルードレベル点検

か^ ”ク内の液量が規定の範囲内にぁる

基擊鏡:
上限(1\^乂)〜下限(隨⑷聞にあれ 

ば正常

⑶ブレーキフルード漏れ点検

車両リフトアップ，ブレーキシステムからの 

ブレーキフルード漏れを床上，床下から点検

:::基準』もれ，にじみがないこと

① ホイール取り外し

② ブレーキ’パッドを取り外し，パッドおよび口

一夕に油の付着，損傷，異常摩耗がないか点検
|：基準〔油の付着，異常摩耗がないこと]

⑹タイヤ仕様，摩耗，空気圧点検

① タイヤ仕様は標準のものがついているか点検

② タイヤトレッドに異常摩耗がないか点検

③ タイヤ空気压ほ規定値か点検

【技/1

タイヤサイス''
軽積載

前輪 後輪

5,00-12~4？尺細 1.8 2.2

1451112册尺 1.8 22

1458尺12 2.0 2,0

155紐12 1.8 2.0

135/95812 79/771X7 1,8 2.2

〈注記〉軽積載とは2名十100岵以下の時である

タイヤサイズ
定積載

前輪 後輪

5皿24衝6卩只 22 3.0

145尺124？只 22 3.0

145側2 2.2 2.2

1553812 21) 2.2

135/95^12 79/77111 2.0 | 3,0
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電芋制御トラブルシューティングーー基本点検

⑺丑011コネクタ分解手順

ぢ〇!；コネクタ部で電圧測定，抵抗測定，出力波形 

点検などを行う時は，丘011コネクタを分解してから 

丑011と結合，または分離し，ハーネス側からテスタ 

棒を差込むこと。

くコネクタ分解方法〉

⑴③の部分を押しながらコネクタを外す。

(2)②の部分のスクリュを外す。

⑶③のゴムブーツをハーネス側にずらす。

⑷@のカバーを矢印方向にスライドして外す。
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電子制御トラブルシューティング——自己診断

(3)自己診断

トラブル発生をお011の自己診断機能により検知した時はトラブルコードを最大3個記憶している。3個を超え 

た場合は，最新の3個が記憶されている。（クリアメモリするまで記憶している）トラブルコードは下記操作を行 

うことで八83ウォーニングランプをトラブルコード表示モードに切換えて表示する。

圓トラブルコード呼び出し

(1)インパネ下のチェックコネクタ（2極）の端子2をアースに落とす。

⑵10 3涿〇〜

⑶八83ウォーニングランプがスタートコード（コード11)表示後，トラブルコードを記憶していれば最新のもの 

から順番に表示する。（最長約5分間繰り返す）なお，バルブリレー作動不良の場合は表示できない。

(11/11からバルブリレーを外して呼び出す）

トラブルコード

表示例 

(21の場合）

点灯

消灯

10 10

1,0秒 0‘3 0,3

スタートコードII

0.9秒 1.0秒

トラブルコード21

10

繰り返し

注意.

チェックコネクタがアースに落ちていない場合，通常の球切れチェックモード（10 3界〇汉で1,5秒

後消灯）となる 〇

參バルブリレー作動不良時はノーマルクローズ側接点によりウオ ングランブ駆動回路系が構成さ

れるため点灯のままとなる時がある。
1011が何らかの理由で作動できないとき（例えばヒューズ切れ）バルブリレーが作動しないので，
同様に点灯のままとなる。

修理完了後はクリアメモリを必ず実施すること。また，クリアメモリ後はスタートコード11”の

みであることも必ず確認する 0
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電子制御トラブルシューティング-------トラブルコードー覧

⑷トラブルコードー覧
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電子制御トフブルシューテインク-------トラブルコードー覧

トラブル

コード
八巳3ウォーニングランプ点滅状態 異常箇所および内容

41
11

1\

V 1|

1
日〇11内部異常

42
\

1 I

2

4 V V 1
電源電圧低下

44
4 11

協調制御回路系異常

51
5 1

"1 バルブリレー系

52
し0 V

5

V VI

2气1 モータおよびモータリレー

54
V

5 41 严
9^ IV VI V 1^009

ブレーキスイッチ系

56
V

5 6，^ ^ IV 円严

V V 11^ V
6センサ系異常

異常コード 上記外（含む出力せず）
ランプ駆動回路系 

£01}-し端子入力回路系
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電子制御トラブルシューテイング-------トラブルコードに基づく点検

⑸トラブルコードに基づく点検

トラブルコードなし ウォーニングランプ点灯せず
馨

？ 38

トラブルコードなし ウォーニングランプ点灯したまま ？ 42

トラブル]—ド21，23 車輪速度セノサ系異常

25, 27 (断線あり，または入力電圧過大）
^------------------

I3 46

,—ーリレ—ド22, 24 車輪速度センサ系異常

26, 28 (断線なし）
^-- ———---------- -

？ 50

トラブルコード29 センサ異常 ？ 54

トラブルコード31，33，39マグネットバルブ異常 ？ 56

し-% ^ 41 巳〇リ内部異常
トフフルコート

42 電源電圧低下
户60

トラブルコード44 協調制御回路系異常 ？ 64

トフブルコード51 ノくルブリレー系異常 ？ 66

トフブルコード52 モータおよびモータリレー ^ 72

トフブルコード54 ブレーキスイッチ系 ？ 78

トフブルコード56 0センサ系 户80

、 コード出力せず
トラブルコードなし

(異常コード出力する）
？ 84
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トラブルコードに基づく点、検-------ウォーニングランプ点灯せず

点横手順

※鲁念のためチェックコネクタの端子2をアースに落し，スタートコード“11”が出るか確認する。 

スダートコードが確認できた時は，一時的な接触不良の可能性大 

#ウォーニングランプの駆動回路は，6011側からの駆動と0/11側からの駆動の2系統ある。 

点灯しない場合は両系統の電源側不良の可能性が高い。
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トラブルコードに基づく点、検一ーウォーニングランプ点灯せず

コンビネーションメータ 

(「40^) (^500

6 丫 0 丫163\^
〇 〇

N71)
5 5

血
2013

£01}

29

10
史50多

回路図

8八11

5 4 3 2 1

12 11 10 9 8 7 6

じ じ

1 2 3 1 ！ 4 5

6 7 8 9 10 11 12
0

18 17 1¢)165 V1 13 12と11 1〔)9 8 7 6 5 4 3 2 1

|35 34 :33 32 31 30 :29 :28 :27 26 25 24 23 22 21:20 19史50自
3 2 1

6 5 4

9 8 7

(^4〇|) (^509)
―1

リ
ヤ
ハ
ー
ネ

ス

フ
ロ
ン
ト
ハ
—
ネ
ス

8

6

21

13246859

—
/ 
II
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トラブルコードに基づく点検——ウォーニングランプ点灯せず
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トラブルコードに基づく点検——ウォーニングランプ点灯せず
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トラブルコードに基づく点検—ウオーニングランプ点灯したまま

点検手順

^^鲁正常時は10 3^ で1.5秒点灯後消灯する。10 3界〇1^時501；に電源が入力されないとバルブリレー

も作動しないので只/11側のウォーニングランプ点灯回路側は駆動状態のままとなり，点灯したままに 

なる。また，バルブリレーおよびバルブリレー駆動回路が故障しても同様に点灯のままとなるが，バル 

,ブリレーを11/1；からはずせばコード表示が可能となる。

#10 5^ で八53システム動作点検（シーケンス制御モード）で不良が発生した時は点灯したままにな

る。この時確実にチヱック端子でトラブルコード表示モードに切換えられれば点滅する。

各作業は確実に行うこと。
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/コードに基づく点検 ウオーニングランプ点灯したまま

フロントハーネス 
リヤハーネス

18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19

トラブ儿

回路図

6 5 4 3 2 1

12 11 10 9 8 7

16
1

15 14 13

1 2 3|~14 5 6

7 8 9 10 11 12

13 14 15 16
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トラブルコードに基づく点検------ ウォーニングランプ点灯したまま

ウオーニングランプ点灯状態点検

(^507)

(1) 八63チェックコネクタ11507の端子2をボデーア

ース

(2) 10 8^ 01^1でウォーニンダランブの点灯状態点検

基準 トラブル3— ドを出力している

バルブリレー分離後点灯状態点検

分⑴リレーボックスカバーを分離し，バルフリレ~

離

(2)八；88チェックコネクタ11507の端子2をボデーア

ース

⑶〇がでウォーニングランプの点灯状態点検

基準； トラブルコードを出力している

バルブリレー，巳011分離後点灯状態点
検

^^3

£00コネクタ

(1)囝の状態からさらに瓦011コネクタ11503分離 

⑵10 3评〇がでウォーニンダランブの点灯状態点検

基準 消灯したまま

4 ！バルブリレー駆動回路電圧測定

(5^

脅雜 I ！ ！
615:41

〇す㊉

(1) 〇/11コネクタ11505分離氓011側結合）

(2) ボデー側11505コネクタの端子5 (十），9(—) 

にテスタ接続

(3) 10 8界0ぉで電圧測定

コネクタ各端子 漏竣纖鐵
贈5 — 5〜9

(十）㈠ バッテリ電圧

〆、

/^^
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トラブルコードに基づく点検 ウォーニングランプ点灯したまま

5 バルブリレー作動点検

⑴バルブリレー各端子間導通点検

XIII ^哪子 漏^^
30〜873 導通あり

30〜87 導通なし

873 87

へ

⑵バルブリレーの端子86にバッテリの十，85に一接

続

⑶接続後の各端子間の導通点検

端子 基维値
30〜873 導通なし
30〜87 導通あり

6 【0り電源電圧測定

(0503)

㊀V㊉

9^

118(!/ 16 1？；1^1 12！ 12！ 1 I 10 9 8 7 6 5 4 3 2 11
|35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 22 22 21 2〔 19

(1)茲01；コネクタのカバーをはずし

⑵コネクタ結合したまま端子17 (十），10 (—）間に 

テスタ接続

⑶10 3, 〇]^でリレー電源電圧測定

コネクタる端子 麟:^纖毅ぢ:凝^^箱
円503— 17〜10

(十）㈠ バッテリ電圧

7 日〇リ入力電源，㈠/リアース点検

(1)丑011コネクタ11503分離

⑵ボデー側11503コネクタの端子1(牛），10(—)間

にテスタ接続

コネクタふ端子
；ン：‘扣：〇：ウン:ウ:テ:シ:從

:十::故:::級％

卩503— 1〜10
⑷㈠ バッテリ電圧
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トラブルコードに基づく点検-------トラブルコード21，23，25，27

^トラプルコード 21，23 
25, 27

点検手順|

車輪速度センサ系異常 
(断線あり，または入力電圧過大)

き車輪速度センサは足廻りに装着されており，静止状態で正常でもサスペンションが動いたり，転舵時 

などハーネス屈曲時に断線モードとなる場合もあり，点検時にはコネクタ，ハーネスを振って入念に 

調べる。

鲁再現性の乏しい故障の場合，安易な迟011交換では再発する場合もある。特に，コネクタ接触不良によ 

る場合，点検のためのコネクタ脱着だけで直っていることもあり，点検を慎重に行うと同時に安易な 

部品交換は避ける。

，静止状態では故障部位が特定できず，トラブルコードはメモリされない。一度走行してセンサ信号を 

入力させ，部位を測定する。

鲁抵抗値を測定して基準値を満たしている場合，センサの入力電圧過大の可能性がある。センサの出力 

点検を丹念にオシロスコープで行うこと。
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トラブルコードに基づく点検------- トラブルコード21, 23, 25, 27

回路図

センサー只/闩 センサー闩/し

(^50^)

1 2 1 2

フロントハーネス リヤハーネス

(^501)

8

¢405)

センサード/し

(050^)
(^5〇|)

センサード/円

(^406) (§509) ㈧

10 10 V
し9 9
㈧

- 〇
し

9
8

26
24
22
4

23
21

£0じ

181716151413121110 9 8 7 6 5 4 3 21

35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19

4—47



トラブルコードに基づく点検——トラブルコード21, 23, 25, 27

18 17 16 15 14 13 12 丨丨 丨〇| 9 8 7 6 5 4 3 2 ||
35 3^1 32 32 31 3〔12？ 25 27 24 23 22 21 20 丨9丨

(^1503)

(1)迟01；コネクタ11503分離 

⑵只503コネクタの該当端子間の抵抗測定

トラブルコード コネクタふ端子

21 卩503—21〜23

23 「503— 4〜22

25 8503—24〜26

27 ^503- 8〜9

0.8

1.3X0

2 センサ単体点検

(^50？) (8.10センサ側

3 センサ単体の出力電圧測定

|)8 1 7 16 15 1 4 13 1 2 11 1〇| 9 8 7 (5 5 4 3 \リ1
|35 34 32 32 31 30 29 28 27 26 2 5 24 23 22 21 20 丨91

(1) 丑〇1；コネクタのカバーをはずす

(2) 只503コネクタの該当端子間にオシロスコープ接 

続

⑶車体リフトアップ（タイヤが回る程度）

⑷エンジン始動し，4〜51^/11程度で走行し，出力 

波形点検

トフブルコード

21 円503—21〜23

23 卩503— 4〜22

25 1=1503—24〜26

27 闩503 — 8〜9

〈出力波形〉

(1)センサコネクタ分離

(2)センサ側コネクタ端子間の抵抗測定

トフづルコード コネクタる端子
於:，:：.：.:.:級:!::::::％

21 1=1502―1〜2
0.8

1

1.3⑽

23 ド405―1〜2

25 闩500—1〜2

27 闩501—1〜2

4-48



トラブルコードに基づく点検-------トラブルコード21，23，25，27

4 センサ.トーンホイール損傷，および 
スキ間点検

く損傷，異物の付着点検〉

⑴ホイール取外し（フロントのみ）

(2) ディスクロータとハブ分離（フロントのみ）

(3) 車輪速度センサとトーンホイールに損傷および異 

物の付着がないか点検

(4) 車輪速度センサハーネスの被覆に損傷がないか点 

検

⑸コネクタ，クランプ，取付ブラケット，フロント 

ダストカバーおよび遮熱板の変形，損傷，リヤダス 

トカバーの変彩，異物の堆積，損傷を点検

フロント側 ギャップ

ギャップ

(1)ハブを回転し，スピードセンサとトーンホイール 

全周のスキ間点検

资レ-:奴班級:級:!:效％:好

フロント： 0.5〜1.2咖

リ ヤ： 0.5〜1.2關

5 已〇リ〜センサ間ハーネス，コネクタ点
検

18 \1 1¢；15；1^1 13 12 1 1 1〔 9 8 7 6 5 4 3 2 1
35 34 33 32 31 ：？0 ？9 28 11 26 ？3 22 ？1 10 19

(0503)

㊀
〇

V ㊉
〇

(1) 只01；コネクタ，センサコネクタ結合

(2) 只503コネクタの端子にテスタ接続 

⑶10 3界〇Xで電圧測定

トフブルコード 游欲裕餘欲:你猫ぬ欲％成::％:::::夕級秘^%^级：
21 闩503—23(+)〜21(—）

23 闩503—22(十)〜4 (一）

25 闩503-24 (十）〜26 (—）

27 闩503— 8 (十)〜9 (一）

基準値 0 V
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トラブルコードに基づく点検-------トラブルコード22，24，26，28

点検手順|

中急に速度信号がなくなった場合に発生する。
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トラブルコードに基づく点検-------トラブルコード22，24，26，28

17 16 15 1^1 13 12 II 10 9 ？3 7|6 5丨4 3 2マ
135134 :33 :32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22121120

(^503)

9

(
〇 〇

(1) 丑〇リコネクタ11503のカバーをはずす

(2) 只503コネクタの該当端子間にオシロスコープ接 

続

⑶車体リフトアップ（タイヤが回る程度）

(4)エンジン始動し，4〜51011/ヒ程度で走行し，出力 

波形点検（4輪全てを測定し，異常を比較）

(1)瓦011コネクタぉ503を確実に結合 

⑵実走行する

⑶自己診断実施，トラブルコードの出力確認

薩準 同じトラブルコードが 
出力されていること

1〇
—じ

(0502) 

0=405^ 

(^500^ 

(0501)

(ド.幻
(卜し)

尺)
(卜し)

トラブルコード

22 幵503—21〜23

24 闩503— 4〜22

26 卩503—24〜26

28 闩503— 8〜9

く出力波形〉

⑴センサコネクタ分離

⑵センサ側コネクタ端子間にオシロスコープ接続 

⑶車体リフトアップ（タイヤが回る程度）

⑷エンジン始動し，4〜5 -/11程度で走行し，出力 

波形点検

トラブルコード

22 卩502— 1〜2

24 「405— 1〜2

26 円500—1〜2

28 1=1501-1〜2

〈出力波形〉
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トラブルコードに基づく点検 トラブルコード22, 24, 26，28

4 センサ，I 
スキ間点検

ーンホイール損傷，および

く損傷，異物の付着点検〉

(1)ホイール取外し（フロントのみ）

⑵ディスクロータとハブ分離（フロントのみ）

⑶スピードセンサとトーンホイールに損傷および異 

物の付着がないか点検

⑷スピードセンサハーネスの被覆に損傷がないか点

検

(5)コネクタ，クランプ，取付ブラケット，フロント 

ダストカバーおよび遮熱板の変彩，損傷，リヤダス 

トカバーの変形，異物の堆積，損傷を点検

フロント側 ギャップ

ギャップ

(1)ハブを回転し，スピードセンサとトーンホイール 

全周のスキ間点検
凝^;:欲欲

編 フロント： 0.5〜1.2隱1

リ ヤ： 0.5〜1.2咖
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トラブルコードに基づく点検-------トラブルコード29

トラブルコード29 , センサ.歯数異常

点検手順

注意 脱輪により長時間タイヤを空転させた場合，スピードメータ検査時のジャッキアップ走行，吊り上げ

けん引，長時間のフル転舵旋回，空気圧不良などで長時間連続させると発生することがある。 

従って，丹念に状況を問診して状況を確認し判断する必要がある。

安易な部品交換では再発する可能性もある。真の原因を確認して処置すること。

く 一-4)

回路図は尸.47に同じ
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トフブルコードに基づく点検 トフブルコード29

① タイヤ仕様は標準のものがついているか点検

② タイヤトレッドに異常摩耗がないか点検

③ タイヤ空気压は規定値か点検

タイヤサイズ
軽積載

則輪 後輪

5.00尺 1.8 2.2

1做12-6？尺 1.8 2.2

1453尺12 2.0 2.0

155紐12 1.8 2.0

135/951^12 79/77^ 1.8 22

〈注記〉軽積載とは2名十1001¢2以下の時である。

タイヤサイズ
定積載

前輪 後輪

5.00：24？1^6？尺 2.2 3.0

145^12-6？^ 2.2 3.0

1455尺12 2.2 2.2

155册12 2.0 2.2

135/95尺12 79/7711： 2.0 3.0

丨8 17 16:1 =；1^1 12！ 12 II 1〔 9 8 7 6 5 4 3 2 1
|35 :34 33 32 31 30 19 28 11 ？6 25 24 23 22 21 20 |91

(0503)

(1) 瓦〇じコネクタ11503のカバーをはずす

(2) 只503コネクタの該当端子間にオシロスコープ接 

続

(3) 車体リフトアップ（タイヤが回る程度）

⑷エンジン始動し，4〜5-/11程度で走行し出力 

波形点検。（4輪全てを測定し，異常を比較）

車輪速度センサ位置 コネクタる端子

ド，阳 ^503-21-23

汗，し㈠ 8503— 4〜22

1=1 - 01-1 卩503—24〜26

…し㈠ 1=1503- 8〜9

〈出力波形〉
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トラブルコードに基づく点検 ，トラブルコード31，33，39

(^5〇|)
3 2 1
6 5 4
9 8 7

18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19
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トラブルコードに基づく点検ートラブルコード31，33，39

1 E0L)端子でのバルブ点検

,17 1 6 15 14113 )2|1 ！ 1〇|9 817 65 5卜1 3 >2 I 1
|35 34 33|22 31"¢ 29 28 27126125 24 23122 2戚！

(〇5^) I1 「

一晒，，議咖請，，刪，，ベ3 0」
ド1 1

(1)£01；コネクタ11503分離 

⑵11503コネクタの該当端子間の抵抗測定

バルブ コネクタ&端子
似:《奴必㈣ス滅み欲^^^

國
:十:.:^^沿:松：^ぐ淡欲併欲

バルブ 1503—19〜32 約10
(相互で差が 

ないこと）尸しバルブ 円503— 2〜32

2 ㈠/〇端子でのバルブ点検

3 ㈠/〇本体でのバルブ点検

(1)只/!!本体9極コネクタ，2極コネクタ分離

⑵只/!；本体9極コネクタ該当端子間抵抗測定

㈠/〇本体コネクタ

1 2 3
4 5 6
7 8 9

！

1.........

1

.........」0

バルブ コネクタる端子
ふこ，4、X‘〆，：备レン、ンみゞ《、、ベ、〆：〆，、、命ノべゞ，

鱷圓圓圓

「卩バルブ ㈠/11本体9極一 2〜4 約10 
(相互で差が 

ないこと）尸しバルブ ㈠/〇本体9極一3〜4

(1) 11/1； 9極コネクタ11505分離

(2) 11505コネクタの該当端子間の抵抗測定

バルブ コネクタ象端子 叙激:緣驗纖級

バルブ 鬧5- 2〜4 約10
(相互で差が 

ないこと）ドしバルブ ？1505- 3〜4
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トラブルコードに基づく点検------ トラブルコード31，33，39

4 日011コネクタ側でのハーネス点検

(18|1？ 161151リ ！3 12 I I 1〇|9丨 8 ？|6 5| 4！3 1\ I |
|35 34 33 32 3！ 30 29 28|27 26 25 24 2312212！ 1〇ゅ厂

(1)！011コネクタ11503, 11/1； 9極コネクタ11505分

離

(2)1505該当端子間の導通点検

バルブ コネクタ^端子

ド㊆バルブ 闩503-19〜20
導通なし

ドしバルブ ^503- 2〜20

5 ㈠/リコネクタ側でのハーネス点検

6 バルブ絶縁点検

(1)抗505コネクタ分離

(2) 8/11本体9極コネクタ該当端子〜ボディ間の抵 

抗測定

1 2 3
4 5 6
7 8 9

バルブ コネクタ8端子

「只バルブ ㈠/11本体9極一2〜ボディ

「しバルブ ㈠/〇本体9極一3〜ボディ
導通なし

(1)1011コネクタ11503, 11/119極コネクタ11505分
嫌

(2)ボデー側1505 9極コネクタの該当端子間の導通 

占棒"ハ“ I入

バルブ コネクタる端子

ド只バルブ 0505—2〜ボディ
導通なし

バルブ 8505—3〜ボディ
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード41, 42

トラブルコード
41
42

^〇リ内部異常 
電源電圧低下

——点検手順-------------------------------------------------------

國トラブルコード41……五011内部異常なので迟〇リ交換 

國トラブルコード42
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トラブルコードに基づく点検-------トラブルコード42

回路図

(550$

3 2 1

6 5 4

9 8 7
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トラブルコードに基づく点検-------トラブルコード42
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード42

4 バルブリレー作動点検

873 87

立
〇 〇

(1)バルブリレー各端子間導通点検

端子

30〜873 導通あり

30〜87 導通なし

⑵バルブリレーの端子86(㊉），85(㊀）にバッテリ 

接続

⑶接続後の各端子間の導通点検

端子

30〜873 導通なし.

30〜87 導通あり
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード44

トラブルコード44 協調制御回路系異常

点検手順
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トラブルコードに基づく点検一—トラブルコード44

モニター電圧点検

16$17，16 15114.13 12 111 0 9 8 7 6 5 4 3 2 1
(35：34：13：12：31 30 29 1217 26：25！？4 23：22：21 20 -19

(^503^

@ V @

(1)瓦〇リコネクタ11503を一度はずし，スクリユをゆ 

るめてコネクタカバーをはずしたままコネクタを結 

合

⑵11503コネクタの端子15(㊉），10(㊀）間にテスタ 

接続

⑶10 8评〇汎時電圧測定

コネクタふ端子 凝?^猶^^^^纖驛凝鍵發漏 毅織:織;纖繼驗鑛毅翁觀麵錄

8503— 15〜10

(㊉）（㊀)
16 3…01\1 : 7 V以上

2 シーケンス制御パターン時モニター電圧
点検

(1) [〇の状態にする

(2) 10 3界〇卩尸

(3) 他3シーケンス制御パターンにする（？，90参照)

コネクタ么端子 漏^^響^^^議鑛遲纖獲讓務臟遲戀鱗；

闩503— 15〜10
(0) (0)

シーケンス制御中：

3 V以下

3 ブレーキ3…信号点検

(1) 瓦01！コネクタ8503および11/1；コネクタ只505と 

11506を外す

(2) ボデイ側ぉ505の端子8，只503端子15間にテスタ 

接続

(3) ブレーキペダルを踏まない時，踏んだ時抵抗測定

コネクタ&端子

[=(505— 8〜
1=1503-15

ブレーキを踏まない時：⑺ 
ブレーキ踏んだ時 ：約〇〇
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード51

点検手順
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トラブルコードに基づく点検

回路図

18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19

(^50^)

トラブルコード51

V

(
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード51

£0リのリレー回路電圧測定 
(コイル側）

|18 17 16 1 5 14 13 12 ！ 110 9 ！11 6 5) 4 3 2？丨1
35 地3 32 31 30 29 28 27 26 25 2 4 23 22 2 1 20 丨9丨

㊀V㊉
0 〇

(1)瓦〇!；コネクタ11503を一度はずし，スクリユをゆる 

めてコネクタカバーをはずしたままコネクタを結合

⑵11503コネクタの端子17(㊉），20(㊀）間にテスタ 

接続

⑶10 3界0ドド時，時の電圧測定

コネクタふ端子 圖圖圖—1
只503— 17〜20

(㊉）（㊀）
: 〇ソ

丨(3 3\^〇1\1 :10ソ以上

2 已〇リの電源回路電圧測定

(0503) 1

㊀V㊉
0 〇

1
|18 17 16 15 14 1 3 12 1 1 1 0 9 8 7 65 5 4 3 21

35 34 33 32 31 30 25 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19|

3 ビ〇リのリレー回路電圧測定（接点側)

|丨8 17 16 15 14 13 1 2 11 10 9 8 -16 ！； 4 3 2 丨1
35 34 33 32 31 30 29 :28 27 26 25 24123 22 2 1孕 19|

㊀V㊉

(1)田と同じ状態のまま11503コネクタを芭01；から分 

離

⑵11503コネクタの端子32(㊉），20(㊀）間にテスタ 

接続

⑶10 3界〇ドド時，01^時の電圧測定霤

コネクタふ端子

只503— 32〜20

(㊉）（㊀）

16湖： 0 V
1(3 3*01X1 :10ソ以上

(1)田と同じ状態のまま11503コネクタの端子1(㊉)， 

10(㊀）間にテスタ接続 

⑵10 3界〇卩？時，01^時の電圧測定

コネクタふ端子

只503-1 〜10
(㊉）（㊀）

16 3\^ : 0 V
1(3 3\；\；0〜：10\7以上

く参考〉N0の原因は，電源側(N0.1)の場合と，アー 

ス側⑺0.10〉の場合の両方が考えられる。
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トラブルコードに基づく点検-------トラブルコード51

ボディハーネス側 ㈠/リ本体

广鑣
も

2 )
X

2 钃

⑴バッテリー㊀端子分離

(2) 11/11の9極コネクタ！1505，2極コネクタ11506 

分離

(3) 2極コネクタ間と9極コネクタ間の端子を下記の 

通りアダプタハーネスで結合

ボディハーネス側コネクタ ㈠/リ側コネクタ
2極一1 2極一1,

9極— 5 9極—5
9極一 9 9極一9

⑷11/1；側9極コネクタ端子④(㊉トボディ（㊀）間 

にテスタ接続

⑸バッテリー0端子を結合し電圧測定

(§50珍

3 2 1
6 5 4
9 8 7

⑴10 8界〇孖孖 

⑵只/11コネクタ11505分離

⑶ボデイ側コネクタ只505⑤(㊉）〜⑦（㊀）間にテス 

夕接続 -

⑷10 8^0^電圧測定

コネクタふ端子
：：：凝::::::::欲:::％:级

霸議
。凝凝織漏^^^^^^:^^^^織驗::

[-1505— 5〜7 1〇ソ以上

コネクタも端子
严入プノノノノ禱:办:ウ:-:扣.:+1艚.參禱蠢〇#.嘸#：^：： :!:V%%%

靥麄钃羼敎參参着署釁暑晒孀爾孀響7餐擎譬.秦參#攀#像,参##暴着擎矚馨曹孀0歉賢擎驗9 9雪欲，彎99 9 # 4
孫^^^織^^:網遐徽毅毅綴:※ 銘毅^^^^^?^^^^

1505— 4〜ボディ 1〇ソ以上
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トラブルコードに基づく点検 トラブルコード51

6 バルブリレー作動点検 バルブ電源電圧点検

(1)バルブリレー各端子間導通点検

端子

30〜873 導通あり

30〜87 導通なし

(^5〇|)

2

873 87

凰
パ客

⑴バッテリー㊀端子で外す 

(2) 11/1；コネクタ11506を分離 

⑶ボデイ側コネクタ11506①(㊉）〜ボデイ（㊀）間に 

テスタ接続

⑷バッテリー㊀端子を接続

(2) バルブリレーの端子86(㊉），85(㊀）にバッテリ|⑸電圧測定 

接続

(3) 接続後の各端子間の導通点検

端子

30〜873 導通なし

30〜87 導通あり

コネクタ孓端子
8506— 1〜ボディ 1〇ソ以上

㊉

ッテリ

㊀

86
873 87
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トラブルコードに基づく点検 トラブルコード52

トラブルコード52 モータおよびモータリレー

点検手順
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード52

(^55)伯16多

1(33\^

！八11

〇 8^
14 14

18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19

回路図

^1

E

N711

1
㈣

卜-1

/〇

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12

13 14 15 16

じ0

一
一
!一—

41
-

8 
7 

〇
 

2
1 
1

〇2

1

V

リ
ャ
ハ
—
ネ
ス

フ
ロ
ン
ト
ハ
—
ネ
ス

21

~I

 

一一

0
^

㈧

8

巳

1
3
2
4
6
8
5
9

14
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トラブルコードに基づぐ点検 トラブルコード52

日〇11のリレー回路電圧測定
(コイル側）

(^503^

[18 17 16 15 14 121 12！ II 1〔19 8 7 6 5 4 3 2 1
| 35 3%3|32 :31 30 ？9 28 11 26 25 24 23 22 21 20 19

(1)圮〇玎コネクタ11503を一度はずし，スクリユをは 

ずしてコネクタカバーをはずしたままコネクタを再

結合

⑵お503コネクタの端子17(㊉），20(㊀）間にテスタ 

接続

⑶10 8界〇卩尸時，〇]^時の電圧測定

コネクタ8^端子

只503— 17〜20

(㊉）（㊀)

16 5\^〇卩ド： 0 V
10 3…〇问：10ソ以上

(0503)

18 17 1 6 15 14 13 1 2 117 7 6 5 4 3 2
|35 34 33 32 31 30 29 28 27 ？6 2 5 24 23 22 21 20 19丨

⑴0と同じ状態で端子1(㊉），10(㊀）間にテスタ 

接続

(2) 10 8评〇ドド時，01^時の電圧測定

コネクタる端子

1=1503-1 〜10
(㊉）（㊀)

1(3 5\1\/ : 0 V

丨(3 3\；\/〇问：10ソ以上

史50珍

3 2 1

6 5 4
9 8 7

⑴[〇の状態で丑/1；コネクタ11505を外す 

⑵ボデイコネクタ11505端子⑤(㊉）〜⑦(㊀）間にテ 

スタを接続

(3) 10 8界〇卩ド時，〇]^時電圧測定

コネクタゐ端子

闩505— 5 〜7
(0) (0)

10 3\^〇汗ド： 0 V

16 3\^01\1 :10ソ以上

㈠/〇側 ボディハーネス側

1 2 3
4 5- -6-1
7 8 9

3 2 1
1^-1-5 4

9 8 7

(1)囹と同じ状態で，只/11側9極コネクタ端子⑤と 

ボディハーネス側11505端子⑤を接続 

⑵11/11側9極コネクタ端子⑧(㊉）〜ボディ間にテ 

スターを接続

(3) 10 8界〇卩頁時，時電圧測定

コネクタ孓端子

卩505— 8〜ボディ

(㊉）（㊀）

1(3，: 0 V

10ミ㈧〇㈧:1〇ソ以上
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード52

5 モータリレー単体点檢

87

〇 〇

(1)モータリレー分離 

⑵モータリレー端子30〜87間の導通点検

端子

30〜87 導通なし

㊉

バッテリ 

㊀

86
87

85

2
〇

⑶リレー端子86(㊉)，85(㊀）間にバッテリ接続 

⑷接続後，リレー端子30〜87間の導通点検

端子

30〜87 導通なし

6 モータ，モータリレー作動電圧測定

史5〇象

1？？1 /「16 15 141 13 12 11 10) 9 8 7 6 5 4 3 2 礞

35 34 33^2 31 30 ボ2.8 27 26 25 24 23 22 :21 20 19

㊀ソ㊉

(1) 瓦011コネクタ11503を一度はずし，スクリユをは 

ずしてコネクタカバーをはずしたままコネクタを再 

結合

(2) 只503コネクタの端子1と17, 20と28をアダプタ 

ハーネスで結合

(モータ駆動回路が正常であれは 8…〇Xにする 

とモータの作動音がする）

(3) 0509コネクタの端子14(㊉），10(㊀）間にテスタ 

接続

(4) 10 8界〇ド孖時，〇”時の電圧測定

コネクタふ端子

050314〜10
(0) (0)

1(3 3\^ : 0 V
10 3\；\/〇问:1〇ソ以上
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トラブルコードに基づく点検-------トラブルコード52

モーターリレー〜日〇リ間ハーネス点検

⑴围の状態で11/11コネクタ11505を分離 

⑵.ボデイハーネス11505端子⑤(㊉）〜⑦(㊀）間にテ 

スター接続 ：

(3) 10 8界0尸ド時，0：^時電圧測定

(^5〇5)

3 2 1
6 5 4
9 8 7

ま

コネクタふ端子

闩505— 5 〜7

(0) (0)
1(3 3\^ 〇ドド： 0 V
丨0 3\^〇1^ :10ソ以上

⑷上の状態のまま11503端子⑭と⑫をアダプタハー 

ネスで接続

⑸11/11ボディ側コネクタ11505端子⑧（㊉）〜 

⑦(㊀）にテスター接続

(6) 10 8^ 〇卩卩時，0N時電圧測定

(050^)

18 17 16 15 1312 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2
丨35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19

¢505)
3 2 1
6 5 4
9 8 7

§1

コネクタふ端子 圖圖

闩505— 8 〜7

(㊉）（㊀)

16 3\^ : 0 V
16 /〇1\！:1〇ソ以上

⑺11503端子⑫と㉘をアダプタハーネスで接続 

⑻11/11ボデイコネクタ11505端子⑤と⑧間の抵抗 

測定

(〇5〇|)

18 17 16 ；14 13 12 1〔)9 8 7 6 5 4 3 2 1|
|35 34 33 32 31 30 :29 28 27 :26 25 24 23 :22 :21 20 19丨

史50珍 3 2 1
6 5 4
9 8 7

II

コネクタふ端子 圓

^505- 5〜8 0 0
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード52

8 モーター駆動回路点横

18 1 7 16 151 4 13 12 1 1 10 ^) 8 7 6 5」13 2 1
|35 34 33 32 31 3 0 29 28 27 26 2 5 24 2 3 22 21 \20 1 9

(^503)

1^1

⑴瓦011コネクタ11503端子⑭(㊉）と⑩(㊀）にオシロ

スコープのプロー ブを接続 

(2)〇卩孖時の波形を観察
，籲禱痛磨籲秦禱暴##馨1離，響，籲難.鲁秦擎癱蠢參羼會令參-蒙-藝㈣

丨〇^㈧〇ドド後，測定電圧が約4 V以上で
1^*1 ある状態が100ミリ秒以上続くこと。
纖努^^^^黎 纖織瑪錄 (下図参照）

〇ド N0

約12\7

約〇ソ

く 参^'/

モーターが正常であれば，モーターの逆起電力によ 

り10 3西〇ドド後短時間電流が流れる。このため，上 

図左側の波形が現われる。
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トラブルコードに基づく点検 トフブルコード54

トラブルコード54 ブレーキスイッチ系

点検手順-

ストップランプ
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トラブルコードに基づく点検一—トラブルコード54

1 ストップランプ点灯状態点検

⑴10 5评〇が

⑵ブレーキペダルを踏んだ時，ストップランプが正

常に点灯するか確認する

ブレーキベタ。レを踏んだ時 

丨ストップランプが点灯すること

@)
18117116 15 14112[12 II 出 9 8 #6 5 4|3 2 I

35134 33 32？ 31；1：30 29 28 27 ？6 生 24；2 -122 2！ 20 19

(1)迟011コネクタ11503分離

⑵11503コネクタの端子25(㊉），10(㊀）間にテスタ

接続

⑶10 3狐〇以でブレーキペダルを踏んだ時の電压 

変化測定

コネクタる端子

只503— 25〜10

(㊉）（㊀）

〇乂（離している時）

4ゾ以上（踏んだ時）
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トラブルコードに基づく点検-------トラブルコード56

トラブルコード56 6センサ系異常

点検手順

注意 0センサの故障診断は走行中に行われる。再現確認はブレーキを踏まないで6蚰/11以上で30秒以上

走行すること 〇
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(^509)(^406)

门

1 2 3 厂 丨 4 5

6 7 8 9 10 11 12

5 4 3 2 1

12 11 10 9 8 7 6

じ

18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19

トラブルコー.ドに基づく点検 トラブルコード56

回路図

(^404)

(3センサ

163\^
へ 巳㈧

2 1

¢406) (^1509)

V巳

日〇じ

0

〇
8

リ
ヤ
ハ
—
ネ
ス

匕

VI

フ
ロ
ン
ト
ハ
—
ネ
ス
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アンチブロツクブレーキシステム------ 電子制御トラブルシューティング

1 日〇リの6センサ回路電圧測定

17 16；15；1之1 13 12 II 1〔 9 8 7 6 5 1 4 3 2 1 1
|35 34 33 32 31 30 29 28 :11 26 25 24 22 22 21 ？0 丨9|

⑴車を水平状態に停止させる 

⑵豇〇じコネクタ只503分離

⑶I& 8评〇3^で11503コネクタの端子13(㊉），10 

(㊀)間の電圧測定

コネクタふ端子
嫩遵饞雖蓋麄為應雌雄龜—垂臟麵處麄蠢麄座嫩里姝濉濰息雌梟鼴痕麄癱麻雌-趣癱細扁雄廟纖麇巍難應麄今！^汽於！^汽扁薦鐘

1胃^圓丨圖

8503— 13〜10
(0) (0)

約12ソ

⑴0センサ取り外し

(2) 0センサのコネクタにテスタ接続

⑶0センサを傾斜部に置き，端子間抵抗測定

¢5センサ状態
ノー，、..."“：、.、，'二...、 ，V''峰，、バム參ぐ.，'レリ：:ソ'二.:.，，，

基準値
水平 610±60^

沒=14〜21°傾けた時 610—10042以上

3 6センサへの入力電圧測定

⑴〇センサコネクタ尸404分離

⑵卩404ボデー側コネクタの端子2〜ボデイ間にテス

夕接続.

⑶10 3^01^で電圧測定

コネクタふ端子
ド404— 2〜ボナイ 約12ソ
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トラブルコードに基づく点検ートラブルコード出力しない

点検手順

く参考〉チヱックコネクタがアースに落ちていない場合，通常の球切れチヱックモード（10 3ガ01^で1,5秒 

点江後消灯）となる。
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トラブルコードに基づく点検 トフブルコード出力しない

回路図

¢507)

^F507)

八83チェッカー 30

31

(ド55〉(0168)

163\^ 8\^ ^ A 8^

〇
8リ

ヤ
ハ
—
ネ
ス

4

フ
ロ
ン
ト
ハ
—
ネ
ス

2356789〇1-2

1—31
-41

-516 

一—7

1—

94
—201

—2222324252627282930^
1332333435

6 5 「し.」3 2 1

12 11 10 9 8 7

16 15 14 13
I

1 2 3 ^ 4 5 6

7 8 9 10 11 12

13 14 15 16
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トラブルコードに基づく点検一-トラブルコード出力しない

六83ウォーニングランプ

(1)10 ，を〇卩卩一^〇がにした時，ウォーニングラン

プの点灯状態確認

基準
16 5\^ 0%にした時ウオーニングラ 
ンプが1，5秒点灯後消灯すること

2 バルブリレー分離時の点灯状態点検

(1)只/!!リレーボックスのカバーを開け，バルブリ 

レー分離

⑵10 3^^01^にした時，ウォーニングランプの点灯

状態確

基準
10㈣〇㈣にした時ウオ- 
ン グランプが点灯する こと

バルブリレー分離後，自己診断モ 
で点灯状態点検

為83ウオーニングランプ

(>507)
喜

卿韻瞧

麵賴咖
細/卜

〇

图と同じ状態のままチェックコネクタ？507の端子 

2をボデーアース

⑵10 3界〇パでウォーニングランプの点灯状態確認

トラブルコードを 
出力していること

1181171 16| 15) )4||3 12 10 9 8 7 |6 5 4131211

(^503)

(1) 瓦011コネクタ11503分離

(2) チェックコネクタざ507の端子2をボディア

(3) 11503コネクタの端子10〜30間の導通点検

コネクタゐ端子
^503-10—30 導通あり
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコ—ド出力しない

5 已〇リの電源回路点横

か03)

|丨8 171 6 15 14 1 3 12 II 1 0 9 8 7 6 ！3 4 3 \
I35 34 33 32 31 30 2 9 28 27 26 25 24 23 22 2 1 20 19|

(1)巧017コネクタ11503分離

⑵只503コネクタの端子1(㊉），10(㊀）にテスタ接 

続

⑶10 8评〇凡電圧測定

コネクタみ端子

闩503-1 〜10

(㊉）（㊀）

16 3^ 〇ドド： 0 V
16 3\^〇问：10ソ以上
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不具合現象に基づく点検
I点検のステップ

⑹不具合現象に基づく点検（ウォーニングランプ不灯の場合の点検)

ウォーニングランプが点灯しないときの不具合には，液圧系統，異音，振動等，通常ブレーキと同様な現象が 

ある。このため，不具合が八88機構にあるのか他にあるのか，まず(八33システム動作点検により）調べ，不具合 

が八83以外にある場合，不具合現象診断項目一覧表または一般的ブレーキ不具合現象および推定原因一覧表と照 

し合わせて点検の優先順位を決定し，系統別，部品別に順次点検する。

注意 不具合現象が再現しているにもかかわらず，自己診断で異常が検出されない理由として，自己診断の異 

常検出範囲外で不具合が発生している場合と，自己診断系統以外で不具合が発生している場合とが考え 

られる。

同時に丑1\^1系，已〇マ丁系の協調制御不良の場合もある。丨，迟(:VIのトラブルシューティングも 

参照すること）

1点検のステップ

不具合車両入庫

〇

問 診

自己診断の実施 〕
現象確認

(問診通り不具合発生)
V

〇

基本点検

八已5システム動作点検

〇

不具合現象に基づく点検
不具合現象診断項目一覧表
一般的なブレーキ不具合現象および推定原因一覧表
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不具合現象に基づく点、検 八^8システムの作動点檢によるステップ

2八133システムの動作点検（シーケンス制御モード）によるステップ

く参考ン癱減圧開始順が異なる場合はハーネスの結合，または液圧配管に誤りがある。

厂ハーネスの誤結線，ブレーキパイプの誤配管，損傷をまず点検する^

ふ ‘
\シーケンス制御モードで順番が正規となっているか確認する ノ

^初期値の制動力の引きずり左右差が大きい（公差以上)の場合はブレーキを点検する。
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不具合現象に基づく点検 八83システム動作チェックシーケンス制御パターン

⑴八33システム動作チヱックシーケンス制御パターン

下記シーケンス制御でソレノイドバルブを駆動し，ブレーキテスタで動作チヱックができる。

全車輪速度
チェックコネクタ

ド端子
チェックコネクタ

し端子 

10 5^

八85ウォーニング
ランプ

ブレーキランプ5…

0(^

「しソレノイドバルブ

ソレノイドバルブ

七ータリレー

4は1/ゎ以下(但し，シーケンス制御中は1〇ぃ/卜以下)

アースに落とす

アースに落とす

0^

1.

0.5秒以下
斗

N0只し

0ド「

し

〇问
し 1.

2-0

0-4 如 し IV

0-6

シーケンス制御 和
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不具合現象に基づく点、検-------八巳8システム動作チ：]:ックシーケンス制御パターン

鲁制御開始条件（下記条件をすべて満足した時）

⑴全車輪速度が4出/11以下

(2) チエツクコネクタの両端子ともに108^01^時より常にボデーアース

(3) 10 8^01^時ブレーキランプ8评は〇尸尸（ブレーキペダルを踏んでいない）

(4) 10 8界〇”直後，处3ウォーニングランプ（点灯時間1.5秒）が消灯後，0.5秒以内にブレーキペダル 

を踏み込み保持する。

^制御終了条件

(1) 少なくとも1つの車輪速度が10-/11以上となった時（通常制御モード復帰）

(2) 子が乙〇评状態から解放（通常制御モード復帰）

(3) X端子が状態から解放（通常制御モード復帰）

(4) シーケンス制御終了故端子が:[^〇胃状態のままであれば通常制御モード復帰）

(5) シーケンス制御中にブレーキペダルから足を離してブレーキランプ8界を〇ド頁した時 

(通常制御モード復帰）

(6) 10 8界〇直後で，处3ウォーニングランプ消灯後0.5秒以内にブレーキランプ8界の〇び条件が無いと 

き（通常モード復帰）
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不具合現象に基づく点検一^八88システムの動作点検手順

⑵183システムの動作点検手順

注意

譽及83ウォーニンダランブ点灯状態では焱83シ 

ステム動作点検はできない。フェイルセーフが 

作動し，通常ブレーキのままである。

鬱ブレーキテスタを作動させる時は，車止めなど 

適切なとび岀し防止の延置をすること。

① 前輪または後輪をブレーキテスタにセットする。

② ハンドブレーキを解除し，ニュートラル位置で 

ブレーキテスタを作動させる。

③ インパネ右下のチェックコネクタ（ 2極）を両方 

ともボァ'ーアースする0

④ ニュートラル位置でエンジン始動し，フレーキ 

ぺダルを踏み込んで制動力を初期値に合わせる。

⑤ ブレーキテスタにより八83のシステム動作バ
ターンを点検する0

正常時の六88システム動作パターン 

右前輪（後輪は左）より作動を始め，減圧―保持

4加圧のパターンを各輪一回だけ

㊄減圧および加圧時制動力の変動幅が基準にあ 

るか点検する。

また，点検後ペダルストロークの剛性感の変 

化がないことも確認する。

ペダルストローク 踏力 仙8付

(1X1111) 50^ 85

1(% 55
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不具合現象に基づく点検—不具合現象診断項目

3 不具合現象診断項目

0主予想原因 0 2次予想原因
―画幽 圓圓 1 圓醫晒" 晒,

X 原因個所

不.…\

㈠/リ
ス
ピ

1
ド'

セ

サ

協
調
制
御
不
良

マ
ス
夕
シ
リ
多

キ
ヤ
リ
パ
&
ピ
ス

卜 
、〆

77

7

卜

〇
1

夕

ハ

顧ゞ

レ
1

キ

ハ0
イ
プ
の
あ
た

エ
ア

1
混
入

負，

レ
1

キ
倍
力
装
置
&
チ
ェ
ツ
ク
バ
ル

囑 ”

ア
ク
ス
ル
&
ホ
イ

1
ル

ァ
ラ
イ
メ 
\ ,

V

ぺ
ダ
ル
の
遊
び

ま
だ
ら
路
面

か
ま
ぼ
こ
路
面

1& 

ス

\ ,

シ
3

の
ガ
夕
ま
た
は
へ
夕
リ

夕

イ

ヤ

誤
結
線

誤
配
線

マ
グ
ネ
ツ
卜

バ
ル
ブ

プ
ラ 
\ ,

ぐ0

ヤ
1

ピ
ス

卜 
\ ,

モ
1

夕

マ
ヴ

卜
プ
ッ
シ
ュ

シ

I
ど

厶

制動時の方向安 
定性が悪い

右または左に曲る 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

スピンする 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇

ブレーキ効き不
良

制動距離長い 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ロックする 〇 〇 〇 〇 〇 〇 条 〇

引きずる 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇

ペダルストローク 
が長い 〇 〇 〇 〇 〇 @ 〇 〇

車両の異常なピッ 
チングがある 〇 〇 〇 〇 〇

※1
〇 〇

制動力不安定，片 
効き

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

振動，異音発生 

(急ブレーキ時）

ぺダルの振動が大
きい 〇 〇 〇 〇 0 〇 0

闩/リの作動音が大
きい 〇 〇 〇 〇 〇

車体前部から音が 
発生

〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇

車体後部から音が 
発生

0 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※:I減衰力の低下による
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クリヤメモリの手順

(7)クリアメモリの手順
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4 一4 タイヤみホイール

〔1〕タイヤ段ディスクホイール 国仕様
------- -タイヤとホ1 ーノレの糸丑合わせ--------------------- -------------------------------------------------------------

く変更内容〉バン80义全車にラジアルタイャ(1451112-61^ 1/1？)を採用する。

トラック8丁！)車の後輪タイヤを5.00から5.00，12七？111；1に変更する

\ 車種

タィャ \ \

\ ディスクホイール \

トラック，パネルバン ノゞン ディアス

3501<8積車 3501<8積車 2001<8積車

キヤフレータ
(:㈣車 30車

30父

キヤフレータ
⑽）車 3¢車

01&3

(〇丨站のサン) 
サンルーフ 
車及びクラ 
シック車除

レ

左言己 
以外3丁0

3丁0-3
営農
4购

左記
以外

3丁0
^郵政 2ンータ

左記
以外

5.00-12—4阳リし丁(前輪）
6？只リし丁 (後輪). 12X4.008スチール 籲

-
%

145只12 —6卩闩し丁 12X4.008スチール 鲁 鲁 籲 籲 %

145⑶ 12 12X4.008スチール
- 像

1555只 12 12X4.008スチール - 鲁

135/95只 12 79/77しし丁 12X4.008スチール -
%

ランバース
テー付車

〔2〕タイヤ空気圧

く変更内容〉バン系と共用化のため後輪タイヤを変更する0これに伴いタイヤ空気圧もバン系と同じにする0

(スタンダード車）

(は/〇爪2)

車 種 タイヤサイズ
軽積載 定積載

刖 輪 後輪 前輪 後輪

トラック 
バン

350咜積車
2^0及び 
4，

5.00-1241^61^ 111斤 1.8 2.2 2.2 3.0

1451112视只 1.8 2.2 2.2 3.0

ディアス 2004積車
2^0及び 
4響

145 5^12 2.0 2.0 2.2 2.2

15531112 1.8 2.0 2.0 2.2

ランバーステー付車 135/951112 797771^丁 1.8 2.2 2.0 3.0

く注記〉軽積載とは2名十1001^以下の時である
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ボディ5
変更項目のみ記載，記載なき項目は，
’92-10新型車解説書.整備解説書を参照
下さい。

5-2 ボディ外装
〔1〕バンパ（クラシック車）
II整備要領.....................  5-2
(1)フロントバンパ

〔2〕フロントマスク（クラシック車）
國整備要領................................................5-3

〔7〕フューエルフラップオーブナ

國整備要領-"............ .............................5 - 4
5-3 ボディ内裝

〔1〕:シートバリエーシヨン

國概要.......................................................5-5
謝士様.......................................................5-6

国主要変更点

5- 1
-バッテリボックスカバーの廃止。（赤帽除くトラック全車）
參センタアンダカバーの採用。（トラック全車、バンは八/〇付を除く全車）
，カバーエンジンルームの追加。（撤車八/〇無し車、含車）

，一般ドアミラーの調節角度を15° —55°に増大し回転出来る形状に変更した。（赤帽除く全車）

-エアベント機構を廃止した。（赤帽車も一般車と同仕様とした）
-集中ドアロックのアクチュエータおよびスイッチ仕様を変更した。（インプレッサ，レガシィ，ヴィヴィ 

才と共用化）
-リヤゲートのアクチュエータおよびキーシリンダの仕様変更。

-トラップドアをメッキ鋼板の採用（電着塗装廃止）…バン，ディアス車（マット付車）

-フロントアンダガードは営農を除く全車廃止した0 

5-2 ボディ外装
，フューエルリッドオーブナの採用。（トラック3了0スペシャルを除く全車）
，クラシック車展開によるバンパ，フロントマスクの新設。 ，

5-3 ボディ内装.
，フロントシートベルトのインナベルト長さを240111111に変更。（従来車270111311…バン，ディアス車） 

，ヘッドレスト表皮変更。（トラック，パネルバン，バン〈除く赤帽〉）
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バンパを取外す 〇 ステイ

ボルト6(7ッシ乍

3,3 土 1.(&8-涊

フランジスクリユ

5 +' ^ 力』>1+不アイータト装

〔 バンパ（クラシック
脱着一一一--------------- --

鼷整備要領（1)フロントバンパ

ぐ取外し〉

(1)車両をリストアップし、バンパステー0010^ 

取付ボルト（8ぬ/1112ケ所X左右）を取外す。

バンパ下面のタッピングスクリユ（1ケ所ズ左

右)を外す 0

^|1

く取付け〉

取外しの逆順序で行う

注意
0

バンバステーの上側に確実に差し込むこと 〇

、
/

产
3
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ボデー外装—フロントマスク（クラシック車)

〔2〕フロントマスク（クラシック車）圓整備要領 
一一脱着 一一---------------------------------------------------—

<1取外し〉

⑴フロントバンパ八8双の脱着（バンパ脱着の項参照)

(2)フロントグリルを外す。

，スクリユ（6ケ所)

(3)フロントマスク取付ボルト（4ケ所）。

(4)クリアランスカバー（左右共）を外す。 

-スクリユ（4ケ所X 2)

-フロントマスク取付ボルト（ 2ケ所X 2 )

(5)フロントマスクとボデー取付スクリユ（ 2ケ所）を外す。

(6)へッドランブ（左右共）を外す（へッドランプ脱着の項参照) 

，更にランプ外し後、裏側の取付ボルト（2ケ 

所X左右）を外す。

(7)室内側よりフロントマスク取付ボルトをゆるめる。（左右共) 

^ボルト（1ケ所父2)

(8)フロントマスク（左右分割型）を取外す 

く取付け〉

取外しの逆手順にて行う
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ボデー外装―^^フューエルフラップオーブナ

〔7」フユーエルフラップオープナ圓整備要領

一一脱着- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -一

く取外し〉
⑴バツテリ㊀側ケーブルを外す。

(2)プルハンドル八887取付ブラケットの取付スクリュ 

を舛し、フロアカーペットをおこす。

(3)ケーブル4831 (フューエル）の引回し部を舛す（下図参照) 

-バンド〈1ケ所），クリッブ（1ケ所）

(4) 〇ック焱381 (フューエル）側のケーブルエンド

を取外す（下図参照）

く取付け〉

取外しの逆手順で行う。

注意
ロック焱881部のインナケーブルエンドを確実!

挿入し、操作時はスムーズにフューエルフラップ 

が開くことを確認する。

ガイド

ノ
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2)シートベルト

-部品共用のためインナベルトの長さを変更（バン、ディアス全車) 

-ベルト未装着警報追加に伴いインナーベルトにハーネス追加

丨リ
ヤ

シ センターアームレスト付
デイアス 

ェクストラ3

〔1〕シートバリエーション国概要

1)シート

全車種、難燃化対応を行った。
へッドレスト分離式ローバックシートの前後スライド廃止（8丁0スペシャル車）

クラシツク車、デイアス〇車はセンタ、サイドアームレスト付（ディアスエクストラ5車はセンタアーム 

レスト廃止）

ッドレスト
シート形状 内 容 適用車種

ベルト方式 内 容 適用車種

(付

3点式べルト

〇 部品共用のため队「、パ インナーベルトの
貧、XI 長さを変更

ぶ/⑱，

⑮270±10

-バン全車 
-デイアス全車

(付

3点式べルト

10、卷
//1 ！) メータに設けられた

/: ベルトウオーニングの: 1 インジケータが非着用
の場合，点灯する。

ぐ：.、ーノ 、
、、ーパ 8—ノ\ーイ、ス

全 車

フ
ロ
ン
ト
シ
—
卜
べ
ル
ト

フ
ロ
ン

トシ
I

卜
(

運転席
)
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圓仕様

ボデー内装------ シートバリエーション

…ンート表皮材が811)車を除く全車種に新しい表皮材を設定した

，トラック系810スペシャル及びバン系，ディアスのクラシック用シートを新たに設定した

車種

項目

トラック バ ン デイアス

赤帽 8丁0
スペシャル その他

2シーター 4シーター デイアス
エクストラ

クラシック

デイアスII
8^ 赤帽

郵政‘ ㈣
30乂

クラシック

:

シ
1
卜

形
状

運転席 ハイバック 

シート
口-バック

シート
<—

ハイバック 
シート

^—

ローバック

シート
-4 -4—

助手席 ローバック
シート

^—

ハイバック 
シート

そ—
ローバック

シート

へ
7

卜ぐ
レ
ス
卜

運転席
シート
バック 車体に取付 <—

シート 
バック
'^体式

-

<—

シート
バック
差込式

-4 ^—

助手席 車体に取付 ^—

シート
バック
一体式

^ 国丨

シート
バック
差込式

^—

回転対座 — 〇.?

シ 
ス1 
ラト 
イ 
ド

運転席 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

助手席 〇 〇 〇

V
ク 
-、1

イ 
^ "峰
ン
グ

運転席 〇 〇 〇 〇 〇 〇

助手席 — 〇 〇 〇

助手席シート
バックポケット

-

1
シート形状 —

ベンチ
シート

セパレート 
シート

^—
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6 空調システム
変更項目のみ記載，記載なき項目は，
’ 92-10新型車解説書.整備解説書を参照
下さい。

6-2 マニアルエアコン

II仕様............................................................ 6-2

II主要変更部品.............................................6-3

国主要変更点

1新冷媒（只ド〇13 4 2)エアコンシステムの採用による構成部品の変更 

2八：8 3車展開によるエアコン部品の一部変更 

-高低圧パイプ及びクランプを一部変更 
-エアコンハーネス，回路の変更 

3 クラシック車のヒータコントロールパネル色変更

絵，文字色

車種 ベース色 温調部色
昼間

(照明〇ド卩時)
夜間

(照明〇1^時） 備考

クラシック車 ベージュ色 青色/赤色 黒色 オレンジ ヒータコントロールベースは不変，
パネル色のみ変更
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マニアルエアコン——仕様

國仕樵

項—!~一'^—；——-~―一力 ㈱ゼクセル製玨卩0134&仕様 備 考
エ ア コ ，ン 型 式 セミ，エアミックス

冷房性能
冷房 能力（』13)(心31ル) 3,000

風 量 （1113711) 300

冷 媒 （封入量?) 1^0134& (450)

コンプレッサ

型 式 ベーンロー タリ型（5枚べーン）
01^-110

谷 里 (〇^^) 110

許容回転数 （1*1)111) 7,000

潤 滑 油（封入量沈） 肌-2隱8〇|: 200 -

マグネットクラッチ

型 式 乾式単板

消 費 電力 （切 44以下

プーリ有効径 （腿） ^135

プ ー リ.比
(クランクプーリ径）

贝八車 0.69 (#93)

8 0車 0.73 (099)

適合べル ト
X八車 又リブド4山（#895) /

3 0車 Vリブド4山
(パワステ付： 940,パワステ無： 930)

コンデンサ

型 式 マルチフロー

フ
ァ
ン

型 式 電動式軸流ファン

フアン外径 （聊） 多340 (5枚羽根）

消費電力 ⑼ 120

エノくホ^レータ

型. 式 ラミネート

膨張 弁 型式 内部均圧式

温 度 制 御 方式 サーミスタ（空気感熱式）

レシーバドライヤ 容 量 （0¢) 250, 11？01343 乾燥剤入り

制 御 装置

アイドルア-ップ装置 尸100

从01101^時 
アイドル回転数

似：11001^瓜
80 :1100^111

高低压圧カスイッチ （故/㈤） 雲ぽ孟エ)でコンプぃフサ0卵

加速カット制御
似車

バン及トラック アクセルスイッチ

トライ公赤帽 アクセルスイッチ十車速スイッチ

8 0車（全’車） 017制御

コンプレッサ保護センサ 160 X：時コンブレッサ〇ドド

発進カツト制御
似車

撾丁 一

五0 V 丁 アクセル エンジン
スイッチ 回転数

8 0車（全車） 瓦皿？1一 远011制御

水温カツト制御
似車 一

8 0車（全車） ぉ^？1一 瓦017制御
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マニアルエアコン------主要変更部品

〇主要変更部品

新冷媒（！1ぉ(：134な）システム対応および么88システム追加によりエアコン部品を変更

項目
部品
N0. 部品名杯

9

変更 内容
車 種

デイアス 
パ' ン トラック

邪01343
エアコン

システム対応

① コンプレッサ
⑴シール材質変更（3)リリーフバルブ追加 
(2)潤滑油変更

〇 〇

⑤ エバポレータ (1)膨張弁開弁特性変更 〇 〇

⑥ コンデンサ
(1)コア面積拡大 
⑵樹脂シュラウドの採用

〇 〇

⑨ レシーバドライヤ
⑴乾燥剤変更 

(中身だけ）
〇 〇

⑭ ホース〇？(1)
⑴ホース材質変更 
⑵チャージバルブ変更 
⑶〇リング材質変更

〇 〇

⑬ ホース（？8) ⑴ホース材質変更 
⑵チャージバルブ変更 〇 〇

⑫ パィプ㈣ ⑴形状変更 〇

⑬ パィブ㈣ ⑴形状変更 〇 〇

㉚ ラベル
⑴冗ぞ01343エアコンラベル追加1詳細
⑵構成部品へ識別ラべル追加 丨未決：

〇 〇

—, プレッシャスイッチ ひ)低圧側作動圧力変更 〇 〇

^3追加対応

⑫
㊃
⑳

パィブ〇？8)
クランプ
コントロ-ルユニット八33了

六ユニット人38丫変

⑴形状変更 
⑴形状変更
⑴エアコンハーネス変更（回路変更，

ユニット不変）
更車種はデイアスバン30全車

〇 (皿，3\180)
〇 (ク）
〇⑽30)

(注）番号はシステム図の部品を示す インテークボックス

ソレノイド
バルブ

ェハボレータ⑤

レシーバドライヤ⑨

アクチュェータ コンデンサ⑧
コンブレッサ①
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7 ボディエレクトリカル
変更項目のみ記載，記載なき項目は，
’92—10新型車解説書^整備解説書を参

,, 照下さい。

7-1ボディエレクトリカル 
〔6〕ランプ（クラシック車）
1概要....... ......... ... ......................... ......................."1-1

フロントランプ

國整備要領-...................    7-3
(1)へッドランプ..............................................7-3

(2) フロントターンシグナルランプ............7-3

(3) クリアランスランプ............. ...............................................，胃. 7 — 5
(4) サイドターンシグナルランプ......，..7 — 5

国主要変更点

〔5〕コンビネーションメータ

-シートベルト未装着警報時のウォーニングランプをメータ内に追加した。

-八8 3装着車はコンビメータ内にウォーニングランブを追加した。

-トラック，バン3丁0，30又（赤帽車除く）にトリップメータを装着した。

〔6〕ランプ

-クラシック車の展開により丸型2灯式へッドランプ（シールドビーム）を採用した。

-トラック3 丁〇スペシャルも丸型ヘッドランプに変更した。（ハロゲンランプではない）

-照明点灯時消音式バックブザーの採用。（照明点灯と連動させてバックブザー音が鳴らなくなる機構を採 

用した）

-ハイマウントストッブランプの反射部表面処理をアルミ蒸着—反射塗装に変更した。（パネルバンを除く 

バン系全車）

7一 1



ホア‘ーエレクトリカノレ ランプ

〔6〕ランプ（クラシック車) 概要
フロントランプ

注）リヤランプ関係はディアス車と同じ

-クラツシックは丸型2灯式へッドランプ（シールドビーム）である。

①へッドランプ

④サイドターン， 
シグナルランプ

③クリアランスランプ ②フロントターン. 
シグナルランプ

ぐ仕様〉

N0. ランプ種類 クラッシック

① へッ ドラン ブ 12V 60/50界白色（シールドビーム）

② フロントターンシグナルランプ 12 V 21珂燈色

③ クリアランスランプ 12 V 5界白色

④ サイドターンシグナルランプ 12 V 5^燈色
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(3)ランプコネクタを外す

ポア'ーエレクトリカルーーランプ

圔整備要領（1)ヘッドランプ 

--------脱着---------- ---------- -一^------------- —

ぐ取外し〉

(1)車両前面のへッドランプリングを外す。

，スクリユ（1ケ所）

，ピン（1ケ所)。

(2)フロントターンシグナルランプ

-一一着—— ------------------------------------------------------------------------------------------------------------ ---------------------------------------------一一-

く取外し〉

(1)車両前面カバーの取付スクリュー4本を外して、 

カバーをを取り外す。

(2)ランブ取付スクリユーを2本外してランプ本体を 

取り外す。

ぐバルブの交換〉

⑴ランプ本体を取り外す。

(2)レンズを外す。

⑶ソケットの中にあるバルブを押しながら、左に 

回してバルブを外す。

ぐ取付け〉
取り外しの逆手順で行う。

ぐ取付け〉

取り外しの逆手順で行う。

(3)ハーネスコネクタを外す。

⑵ランブ本体を取外す。

取付けボルト（3ケ所）部を押し込みながら右

へ回わすようにして取出す。
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ボデーエレクトリカル~——ランプ

—光軸調整-------------------- ----------------------------------一--------------------------------一一^——一-------------------------------------------------------------- ------------------------------------------- ——一------------------------------ --------------------------------

(1) タイヤ空気圧を規定値に調整する。

(2) 車両とテスタを水平面に置く。

⑶空車状態（工具，スペアタイヤ積載，フューエルタンク満タン）の車両に運転者1名が乗車する 

⑷調整スクリュで下記に示す範囲に調整する0 (アツバビームを点灯して調整する。）

注意
クラシック車の場合は前面リングを取外してから行う。

ランプ中心

ランフ高さ
(㈠)

高照度ゾーン中心 高照度ゾーン

%調整値 ，(111111) II (111111) ヒ 11X1111)

丸型ヘッドランプ - 995 765 70

くクラッシック車〉 くクラシック車を除く〉

光賴調整スクリユ
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ボデーエレクトリカルーランプ

(3)クリアランスランプ

——脱着---------- -------- ——一一^—---------

く取外し〉

(1)車両前面カバーの取付スクリユー4本を外して力 

バーを取り外す。

(3)ハーネスコネクタを外す。

くバルブ交換〉

⑴ランプ本体を取り外す。

⑵ランプ本体後部のソケットを左に回して外す。 

⑶ソケットの中にあるバルブを引き抜いて取り外 

す。

ぐ取付け〉

取り外しの逆手順で行う。

(4)サイドターンシグナルランプ

——脱着一一一------------------------------------------------------- ——-------------------------------------------------------------------------------一一一一

く取外し〉，
(1)サイドターンランプの取付けスクリュ2本外す。

(2)ハーネスコネクタを外す。

ぐバルブ交換〉

⑴ランプ本体を取り外す。

(2) レンズを外す。

(3) ソケットの中にあるバルブを引き抜いて取り外 

す。

ぐ取付け〉

取り外しの逆手順で行う。

7-5



7—6
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8— 1 装備仕様一覧表

1|トラック，パネルバン
，隻〜.. 、 1 』

% 費

ハィル
トラック パネルバン トラック^ トラック，赤帽 パネルバン赤帽 以郵政

ーフ丨 標準ルーフ ハイルーフ| 標準ルーフ ハイルーフ 標準ルーフ ハイルーフ ハイルーフ ハイルーフ

⑺〇卩：メーカーラインオプション

4 2^0 4酬2\^0 4^0丨2妁0 4^0 | 2\^0 4^〇1 2^0 娜丨2加
3方開 1方開 両側開 3方開 3方開 両側開 雨側関

2
0
X

3
0

X

3
0

3
0

X

3
丁
〇
ス
ぺ
シ
ヤ

ノレ

8
丁
0

3
0

X

3
0
X

し
？
0

3
0
X

3
0

8
0
X

8
丁
〇
ス
ぺ
シ
ヤ

ノレ

8
丁
0

3
丁
0

5
丁
0

3
丁
0

3
丁
0

八

3
0

八 八
赤
¢1

赤
帽
し

〇

赤
¢1

3
0

赤
帽
3
0

赤
帽

赤
帽
し

6

赤
帽

赤
¢1

3
0

赤
帽

赤
帽
し

尸
6

郵
政

郵
政

せレクテイブ憎0 已し+ 5^丁 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇
フルタイム憎0 日し十5ぃ丁 -

ド展 ¢0 V丁 〇
開 2㈣ 5速 N4 丁 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇

〇 〇 〇 0

ハンパー 大型樹脂フロントバンパー 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
カラードバンパー (全車種展開なし）

へッドランプ 丸型 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

異形ハロゲン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

フロント含わせガラス 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

リヤ曲面ガラス 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ワイバー ミスト付2速 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ミスト付2速十間欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

マッドガードフロント己リヤ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

バッテリーカバー 〇 〇 〇

アンダーガード 〇 〇

ホイールセンターキャップ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
11/03

ロープフック付鳥居 標準型 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

コンテナ対応型 爪〇卩

リヤゲートチIーン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
荷台作業灯（10西） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
荷台乗降甬ステップ 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇
フューエルリッドオープナー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ドアロック 助手席ドアキーロック 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ルームランプ

ランプ 3ポジション 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

2ポジション 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

運転席ドア連動スイッチ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

助手席ドア連動スイッチ 〇 〇 〇

タイヤ

5. 0 0-12-4？8 (リブラグパタ-ン) (全車種展開なし）

5. 0 0-12-4 ？只(リブパタ-ン） (全車種展開なし）

5. 0 0*12-4卩⑻ベ6 ？卩⑻(リブラグパターン） 〇

5. 0 0-1 2-4？^ (？)、-6” ⑻(リブパタ-ン) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

145 812-6ド8 (ラジアルタイヤ） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

145 1112-6？只(オフロ-ドラジアルタイヤ） 〇 〇 〇

フロントペンチレーテツドディスクブレーキ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 0 〇 0 〇 0 〇 〇
ブレーキ传力装置 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇
フロントスタビライザー 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 0 〇 〇
リヤデフロック 〇1〇() 則() 0109 叫
フリーホイールアクスル 叫 1110? 爪0？ 則卩
オートチョーク 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
自動温調：!;ァクリーナー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

フルトランジスターイグナイター 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

全車寒冷地仕棣 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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&備仕様一覧表

1 トラック パネルバン トラック# 〇八 トラック，赤帽 パネルバン赤帽 …郵政
ハイル-フ1 標準ルーフ ハイルーフ 標準ルーフ ハイルーフ 標準ルーフ ハイルーフ ハイルーフ ハイルーフ

⑴〇卩：メーカーラインオプション

4^0 2^0 侧 2\^0 4^0 觸 4\^0 2^0 働丨 2\^0 獅丨鳩
3方開 1方開 両側居 3方開 3方開 両側開 両側開

5
0
X

3
0
X

3
0

3
0
X

3
丁
0
ス
ぺ
シ
ヤ

ノレ

5
丁
0

3
0
X

3
0
X

し
？
0

3
0
X

3
0

3
0
X

3
丁
0
ス
ぺ
シ
ヤ

ノレ

3
丁
0

3
丁
0

3
丁
0

3
丁
0

3
丁
0

八

5
0

八 八
赤
帽

赤
帽

し

6

赤
帽

3
0

赤
帽

3
0

赤
帽

赤
帽

し

0

赤
帽

赤
帽

5
0

赤
帽

赤
帽

し

6

郵
政

郵
政

車
種
展
開

セレクティブ㈣ 已 1 + 5^11 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

フルタイム4^0 ちレ

〇 -

2^0 5速い丁 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
¢0 VI 〇 〇 〇 〇

八^1圧丁〇ラジオ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ィ

ン

パ

ネ

迴

り

シガーライター 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
トリップメーター 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

コンビメーター 日(:V 丁ポジショニングインジケーター 〇 〇 〇 〇 〇
ブレーキ液残量，？ブレーキ聱告灯 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
オイルプレッシャー轚吿灯 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

パワーステアリング (全 車種 展開 な し）

ステアリングホイール 2スポーク（レックスタイブ） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ステアリングホイールロック 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇
シートべルト未装着轚報 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ソフトシフトノブ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
4%0切替七レクトスイッチ（シフトノブ） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
サイドブレーキソフトグリップ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
マルチユースレバー（バッシングライト压レーンチェンジャー付） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

空調系

エアコンライン装着 ⑺〇卩 ⑺〇卩 巾〇卩 11)0 ^

エアミックスタイプヒーター 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇
サイドデフロスター 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
コントロールパネル透過照明 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇
自然ベンチレーシヨン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

シ

1

卜

運転席

ローバックシート 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇
ハイバックシート 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
シートリクライニング 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
シートスライド（8 011110 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 .0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

シート表皮 塩ビレザー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
プリント塩ビレザー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

運転席強化シート表皮 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
3点式6し0シートべルト 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

内

装

装

備

サンバイザー 
^サイドバイザー兼用

運転席（チケットホルダ-付) 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 0 0 0 0 〇 〇 〇 〇 0 0 0 0 〇 0 〇 〇 〇 〇

助手席（チケットホルダー無） 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

乗降甩グリップ 運転席 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 0 〇 〇

アシストグリッブ 助手席 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇

塩ビキャブマット 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇

トレイ.ボックス

キャビンツールボックス 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
才ーバーへツドコンソ—ル 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ドア
ボケット

左右 (全 車種 展開な し）

右 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
グローブボックス 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇
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装備仕様一覧表

ハイ儿

1国… 画1麵幽 丨國 1

トラック パネルバン トラック， トラック，赤帽 パネルバン东楢 户ソ郵政
，ーフ 標準ルーフ ハイルーフ| 標準ルーフ ハイルーフ 標準ルーフ ハイルーフ ハイルーフ ハイルーフ

4\^0 2^0 4酬2\^0 4…〇 |2^0 帽〇 | 2\^0 侧 2^0 働
3方開 1方開 両側開 3方開 3方開 両側開 両1則開

1110卩：メーカーラインオプション

3
0
X

3
0
X

3
0

3
0
X

3
丁
〇
ス
ぺ
シヤ
ノレ

3
丁
0

3
0
X

3
〇
X

し
？
(3

3
0
X

3
0

5
0
X

3
丁
〇
ス
ぺ

シ
ヤ

ノレ

3
丁
0

3
丁
0

3
1
0

3
I
0

3
丁
0

八

8
0

3
八

赤
帽

赤
帽

し

〇

赤
帽

3
0

赤
帽

3
0

赤
帽

赤
¢1

し

0

赤
帽

赤
帽

3
0

赤
¢1

赤
帽

し
0

郵
政

鄄
政

車
種
展
開

セレクティブ繼 已し十5^1丁 〇 0 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
フルタイム4^0 巳し+ 5^/1丁

E 0 VI 〇
2㈣ 5速^ 丁 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

特

別

仕

様

赤
帽
専
用

赤帽專用塗装 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
專用パワーユニット 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
デジタジレトリッブメーター 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
左アウターミラーフロントピラー取付 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
？バルブ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
荷室ランプ 〇 〇 0 〇
荷台作業灯スイッチインパネビルトイン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ケートインサイドローブフック（3ケ—4ケ） 〇 〇 〇 〇 〇 〇
熱線吸取式ガラス（フロント、キャブドア） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
収納式ヤイドブレーキ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
バック：，ザー( 一段スモール時消音） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

営農荩用 外装 フロントオ-ナメント、リヤス-テッカ- 〇 〇 〇
フロント4…〇ラベル 〇 〇

歩み板対応リヤゲート 〇 〇 〇
特別防銪
シフトノブカバー

參 〇 〇 〇

郵政専用
インナードア付き 〇 〇
荷室ガラスガードバー 〇 0
左スライドドア開閉部ネット 〇 〇
左スライドドア自動ロック 〇 〇
荷室ラップ

4 秦. 〇 〇
左スライドドア連動スイッチ 〇 〇
バックドア連動スイッチ 〇 〇
右スライドドア開閉不可 〇 〇
バックブザー 〇 〇 〇 〇 〇
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装備仕様一覧表

国バン.ディアス

⑺〇卩：メーカーラインオプション

ディアス 心 , N11,赤帽，郵政
サンサンル-フ ハイルーフ サンサンルーフ ハイルーフ ハイル垂フ 標準ハイルーフ標準ルーフ ハイルーフ標準ルーフ ハイルーフ標準ルーフ

4シーター 2シーター 4シーター 2シーター
4㈣ 2\^0 4\^0 2\^0 2^0 侧 2^0 4^0 2^0 刪 ㈣

〇
1
3

3

I

3
0

〇
1

3

5

I

3
0

〇
I
3

5

I

5
0

0

1ク 
3ラ 
5シ 

7 

ク

〇
1エ 
3ク 
3ス 

卜

3

〇
1

3

8

I

3
0

〇
！
3

3

I

5
0

0
1.エ 
3ク 
3ス 

卜

3

0
1ェ 
3ク 
5ス 

卜 
ラ
3

0

1.ク 
3ラ 
5シ 

7

ク

0
1ク 
3ラ 
5シ 

7

ク

0
1ェ 
3ク 
5ス 

卜

3

0
1エ 
3ク 
5ス 

卜

3

5
0
X

3
0

5
0
X

5
丁
0

5
0
X

5
0

3
0
X

3
0
X

3
丁
0

3
丁
0

3
丁
0

3
丁
0

丁
丁

N
丁
丁

赤
帽

郵
政

郵
政

郵
政

郵
政

車
種
展
開

セレクティブ4^0 圧し十5^)丁 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

フルタ丫ム4㈧〇 〇 〇

¢0 VI 〇 〇

2㈣ 5速… 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

E^VT 〇 〇 〇 〇 〇 〇

フロントグリル压クリアランスカバー 〇 〇 〇

外

装

裝

備

バンパー フロント樹脂バンパー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

スチールバンパー 〇 〇 〇

カラードバンパー ボディ色 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

シルバー 〇 〇 〇

へッドランプ 異形ハロゲン 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

丸型 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ガラス

熱線吸収式ガラス（フロントのみ） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

熱線吸収式ガラス（フロント，キャブドア） 〇

熱線吸収式ガラス（全面） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ワイパー ミスト付2速 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ミスト付2速十間欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

アウターハンドルブロテクター 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

大型ドアミラー ブラック 〇 〇 〇 〇

クロムメツキ 〇 〇 〇

スライドドアガラス

固定 春 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

セミオーブン 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇

フルオーブン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

スライドドアガラスストッゾマー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

マッドガード フ〇ント 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
リャ

- 〇 〇 〇 〇 〇

ホイールキャップ センターキャップ 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

フルホイールキャップ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

リヤクォーターブラインドパネル 〇 〇 〇

ハイマウントストップランプ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

熱線ブリントリヤガラス 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

リヤワイパー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ⑺〇卩 010卩 〇1〇 ？
阳〇 口

クロムメッキリヤゲートカバー 0 0 〇

ウィンド迴りブラックアウト（フロント，3ピラー） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ストライブ（0 1八5 11) 〇 〇 〇 〇 〇

オリジナルステッカー（クラシック，エクストラ5,さわやか） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ⑺〇卩 010 ()

2卜-ン塗装 ウェストライン見切り 〇 〇
隹

〇 〇 〇 0

ルーフライン見切り 〇 〇 0

フューエルリッドオーブナー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ド

ァ

ドアロック 助手席ドアキーロック 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

電気式バックドアロック 〇 〇 〇 〇 〇
集中ドアロック（バックドアロック含む） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
モールドキープレート 〇 〇 〇 6 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

パワ-ウィンドゥ 〇 〇 〇 〇
嚇
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171〇卩：メーカーフインオプション

ディアス バン 1 N11.赤帽，郵政サンサンルーフ ハイルーフ サンサンルーフ ハイルーフ ハイル-フ標準ハイルーフ標準ルーフ ハイルーフ標準ルーフ ハイルーフ1標準ルーフ
4シーター 2シーター 4シーター 2シーター4^0 2^0 4\^0 2^0 2\^0 ㈣ 2^0 ㈣〇 2仙 ㈣ 議
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3シ 
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ッ
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0
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3ク 
5ス 

卜

5

0
1エ 
3ク 
5ス 

卜 
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3

5
0
X

5
0

5
0
X

3
丁
0

3
0
X

5
0

8
0
X

3
0
X

3
丁
0

5
丁
0

5
丁
0

3
丁
0

丁
丁

丁
丁

赤
帽

郵
政

郵
政

郵
政

9

郵
政

セレクティブ0 ^し十5从丁 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0

フルタイム4^0 已し十5い丁 〇 〇 一

巳(:VI 〇 〇
2妁0 5速 N4丁 〇 〇 〇 0 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇 0

已〇 V丁 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ルームランプ 運転席ドア連動スイッチ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

助手席ドア連動スイッチ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ラゲッジル-ム 
ランプ

ランプ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 0
運転席ドア連動スイッチ 〇 〇 〇 〇 〇
左スライド6バックドア連動スイッチ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 .0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 0

タイヤ 5.00-1-690 (0)(リブパターン） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 0
145012-6^0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
14 5 3 012 (サマーラジアル） 〇 〇 〇 〇 〇 〇
15 5 8 ^12 (サマーラジアル） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

ホイールリムアイホリー 〇 〇 〇
八8 3 ⑺〇卩
フロントベンチレーテッドディスクブレーキ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 0
ブレーキ倍力装置 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 0
ドバルブ 〇 〇 〇 〇 〇
フロントスタビライザー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
オートチョーク 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 0
自動温調エアクリーナー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 0
フルトランジスターイグナイター 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0
全車寒冷地仕様 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 0
ラジオ 八^ 6 丁只1スピーカー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

卩^/八い〖丁只カセット2スピーカー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
シガーライター 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
コンビメーター ホワイトバネル 〇 〇 〇

タコメーター 〇 〇 〇 〇 〇 難

トリップメーター 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 0
〔〇ソ丁ボジシヨニングインジケーター 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ブレーキ液残置.？ブレーキ轚告灯 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0
オイルプレッシャー警告灯 0 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 0 〇 0 0 0 0 0 〇 0 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇
透過照明 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
問接照明 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 0

パワーステアリング 〇 〇 〇 〇 010 |) 010卩

ステアリングネイール

2スポークソフトウレタン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
2スポーク？ ？（0 1 3 5用） 〇 〇 〇 〇 〇 0
2スポーク（バン，トラック用） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 0

ステアリングホイールロック 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 0
シートべルト未装着签雜 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 0

ソフトシフトノブ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 0

4\7〇切智セレクトスイッチ（シフトノブ） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
サイドブレーキソフトグリップ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 0

マルチユースレバー（パッシングライト6レーンチェンジヤー付） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 0
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装備仕様一覧表

1110 口： メーカーラインオプション

00？:ディーラーオプション

ディアス バン 〜了丁，赤楢，郵政
サンサンルーフ ハイルーフ サンサンルーフ ハイルーフ ハイルーフ 標準 ハイルーフ 標準ルーフ ハイルーフ 標準ルーフ ハイルーフ 標準ルーフ

4シーター 2シーター 4シーター 2シーター
娜 2^10 4^0 2^/0 獅 4^0 2^0 4^0 2稀 4動 2^0

0
1
3
3
I

3
0

0
1
3
5
I

3
0

0
1

.3
5
I

3
0

0
1
8
3ク

シ
ッ
ク

0
1
3エ 
3ク 

ス 
卜

5

0
1
3
3
II

3
0

0
！
3
5
II

3
0

0
！
3エ 
3ク 

ス 
卜

5

0
1
3エ 
5ク 

ス 
卜 

ラ 
3

！
3
5ク 

ラ 
シ
ッ
ク

0
1
2
3ク 

ラ 
シ 
V
ク

0
1
31 
3ク 

ス 
卜 

ラ 
5

0
！
3エ 
5ク 

ス 
卜

5

3
0
X

3
0

5
0
X

0

3
丁
0

5
0
X

5
0

5
0
X

5
0
X

5
丁
0

5
丁
0

5
丁
0

3
丁
0

丁
丁

丁
丁

赤

帽

郵

政
郵

政

郵

政

郵

政

車
種
展
開

セレクティブ4仰0 〔し十5^丁 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇

フルタイム4…!) 5し士5^丁 〇 〇

巳〇ソ丁 〇 〇

2^0 5速 N4 丁 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

茫0ソ丁 〇 〇 〇 〇 〇 〇

イ
ン
；\〇
ネ
廻
り

調
系

ホワイトパネル 〇 〇 〇

エアコンライン装詹 〇 〇 ⑺0(3 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇 ⑺〇卩
エアミックスタイプヒーター 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

サイドデフロスター（左右） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

コントロールパネル透過照明 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇‘ 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

自然ベンチレーション（運転席側） 〇

後席ヒーター 〇 〇 〇 〇 〇 00户 00卩 00？ 00卩

シ

1

卜

3点式らし卩シートべルト 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

フロント

シート形式 ローバックシート 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇

ハイバックシート 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

回転対座シート ⑺〇卩 ⑺〇卩

運転席
スライド（8 0^) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

リクライニング 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

助手席
スライド（8 0^) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇

リクライニング 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇

フロントフルフラットシート 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇

リャ

シート形式 ベンチシート 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

セパレートシート 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

アームレスト センター 〇 〇 〇 〇 〇

センター段サイド 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇 秦

ビロ- 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

表皮

運転席強化シート表皮 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

塩ビレザー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ブリント塩ビレザー（バックレストのみ） 〇 0 〇 〇 〇 〇

トリコット 〇 〇 〇 〇 〇

クラシック専用トリコット 〇 〇 〇

ファブリック 〇 〇 〇 〇 〇

—ミ

ヅ
キ

固定デッキ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
マルチフラツトデッキ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

デッキマット 塩ビ 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇

二ードル 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

内

裝

装

備

キャブドアアームレスト 〇 〇 〇

サンバイザー，
サイドバイザー兼用

運転席（チケットホルダー付） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

助手床（チケットホルダー無） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇

前庶桑降角グリップ 右 〇

左 (全 種 展 閑 な し）

助手席アシストグリップ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

後席左右アシストグリップ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

後席用灰皿 (全車
す

種 展 関 な し）

防眩ミラー 〇 〇 〇 〇
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製備仕様一覧表

ディアス バン N11,赤帽，郵政
サンサンル-フ ハイルーフ サンサンルーフ ハイルーフ ハイルーフ 標準ハイルーフ 標準ルーフ ハイルーフ 標準ルーフ ハイルーフ 標準ルーフ

4シーター 2シーター 4シーター 2シーター
AV^0 2^0 侧 2…〇 2\^0 働 2稀 侧 2^0 娜 2^0

〇

3
5
1

5
0

0
1
3
3
II

5
0

0
1
3
3
I

3
0

0
！
3
5ク

シ
ヅ
ク

0
1
3エ 
5ク 

ス 
卜 

ラ 
5

0
1
3
3
I

3
0

0
1
3
3
I

3
0

0
1
3エ 
3ク 

ス 
卜

8

0
！
3エ 
5ク 

ス 
卜 

ラ 
5

0
1
ミク

シ
ヅ
ク

0
1
2
%つ

シ
V
ク

0
1
3エ 
5ク 

ス 
卜

3

0
！
3エ 
5ク 

ス 
卜

5

3
0
X

3
0

3
0
X

3
丁
0

3
0
X

5
0

3
0
X

3
0
X

3
丁
0

3
丁
0

3
丁
0

3
丁
0

丁
丁

丁
丁

赤

帽
郵
政

郵
政

郵
政

郵
政

セレクティブ4时0 已し+ 5^丁 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

フルタイ，ム4\70 6 1 + 5^1 〇 〇

已0 V 丁 〇 〇

2補 5速^1丁 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

6 0 V 丁 〇 〇 〇 〇 〇 〇

マット

キャブフロア 塩ビ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ニードル 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

センターフロア， 
リヤシエルフ

塩ビ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ニードル 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

バックパネル 二ードル 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

トリム

八ピラートリム 〇 〇 〇 〇 〇

8ビラートリム 〇 〇 〇 〇 〇

ドア
(キャブ- 
スライトつ

塩ビ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ウレタンウェルダー十加飾十モール 〇 〇 〇

窓屑一体成形 〇 〇 〇 〇 〇

窓屑一体成形卩ソ(：アクセント付 〇 〇 〇 〇 〇

リヤ.
クォータ

塩ビ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

リャクォーター成形一体トリム 〇 〇 〇 〇 〇

バックドア塩ビ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ルーフ 張天 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

吊天 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

成形 〇 〇 〇 〇 〇 〇

収納スペース

グローブボックス 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

キャブドア 右
-

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ボケット 左右 (全 車種 展開な し）

助手席シートバックポケット (全 車種 展開な し）

リヤシートセンタートレイ（カップホルダー付） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

リヤクォータポケット 〇 〇 〇 〇 〇

赤帽専用

専用パワーユニット 〇

デジタルトリップ 〇

インナーガード 〇

左アウターミラーフロントパネル取付 〇

荷室フック 〇

収納式サイドブレーキ
1

〇

バックブザー（一段スモール時消音） 〇

郵政専用

インナードア付 〇 〇 〇 〇

荷室ガラスガードバー 〇 〇 〇 〇

左スライドドア開閉部ネット 〇 〇 〇 〇

左スライドドア6バックドア自動ロック 〇 〇 〇 〇

左スライドドア連動スイッチ 〇 〇 〇 〇

右スライドドア外部開閉不可 〇 〇 〇 〇

バックブザー 〇 〇 〇 〇 〇 〇

車
種
展
開

内装

 
装備

特別
仕様
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8—2 内外装色展開表

内装色はグレー

外装色

トラック パネル

バン

バ ン ディアス

標準
ルーフ

ハイルーフ ハイルーフ サンサン|
ルーフ

全車 全車 5 丁 0 3 0 X 3 10 3 0 X エクストラ
5

クラシック ディアス
I

ェクストラ
5

ディァス
1

ポーフーホワイト 0 5 4 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ブライトシルバー 2 2 0 〇
|

ニュータークブルー
9

0 7 9 〇 〇

ポーラホワイト
/ブフイトシルバーV

2
7
6

054
220

〇 。

ラベンダーミストV 

/ポーラホワイト
4
3
7

368
054

〇 。

ノーブルグリーン^ 
/ブライトシルバー!

3
9
9

085
220 。

ミディアムグレイ^ 
/ブライトシルバーIV！

4
6
0

474
220 〇

アイボリー（ルーフ）
〆グリーン

4
0
3

469
477 〇

く注1〉 5丁0には、3丁02シーターおよび3丁0スペシャルを含む。

30又には、50又スーパーチャージャ、さわやかを含む。

く注2〉赤帽車および郵政車はそれぞれ指定色。
営農車は、ポーラーホワイト。

”丁丁車は、ブライトシルバー:^。
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主要諸元表
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〇 [30町車]

.13.1名.は.举113.............................. け..?……¥1棗].

10 6又は※113 ‘ [^八N1丁車]

去ば3 ^3。し。[心…車]
、」’ 法 111111

面積^及び 
枚-数

前輪
タイヤの
空気圧

2，2

※ん4

ソー防3 (注）’ 92-10新型車解説書.整備解説書に対し変更項目 
のみ抜粋して記載、その他は従来通り。

以下、変更事項のみ抜粋 
諸元表（その2)

0. 45 〔140.150,240 〕
性 〇. 46 [※〇10,020,121，130,160,200,210,25〇]

0. 47 [※〇31.06し071,101〕
〇. 53 [180,230 〕

登坂 能力 〇. 54 [〇911

能 0. 55 [〇511
0, 60 [170.2201
〇. 61 [〇811

諸元表（その3)

諸元表（その4)

緩
衔
装
置

スタ
形

ゼライザ
式 前，輪 卜ーシヨン.バー式[※スーパデラックスー 0車]

注^※印は、追加又は値あるいは表現を変更した箇所を、※印のない探!は、諸元値の一部削除を示す
(以下同じ）

3 

5 
X

- 
〇 

3.
2

X
I

5 
X 

2
 

0
1
7

X
I

〇

※
8
は

1
又

フ

エ

ー

シ

ン

ク

ク
ラ
ツ
チ

動力伝達装置

走行装置

‘ 
数転

11111回大最

丨ハンドル
かじ取り装置
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明細諸元表

刖囬ガフス 種類 合わせガラス（了 I 5又は※5 5 205)

型 式
1!(] 6014し9八015)〔 スーパデラックスー 0車及び. 

※スタンダードスべシャル車’

0只^ 2068 015) [上記以外]

灯

灯 個数、色及び 
性 能

2、白色、60/50^/1； スーノくデラックスー0車及び
................................... ※スタンダードスべシャル草，

2、白色、6 0/5 5^ [上記以外]

車 型 式
卿2166 018)〔 スーパデラックスー0車及び.

火

..............................赛.ろタンダードスべシャル車.
2165 013)[上言ひ:1 外]

幅

装 灯

個数、色及び 
性 能

2、楦色、5汲、21〇送〔 スーパデラックスー0車及び. 
※スダンダードスべシャル車'

2、白色、5汲、57015 [上記以外]

置

等

方

向

指

示

器

側

面 部

.2166 (〕13)〔

型 式

スーパデラックスー0車及び. 
※スタンダードスべシャル車’

2165 018)[上記以外]

2、5汲、正固39“、前45。22“, 
後45° 22ば、85土15回/分 
側画非常点滅表示灯と兼用

スーパデラックスー0車及び. 
※スタンダードスべシャル車'

個数及び性能
2、5界、正面33(^、前45° 4301、 
後45。17ば、85土15回/分 
側面非常点滅表示灯と兼用

[上記以外]

諸元表（その6)
0

灯
側

火 常

装 滅
表

置 示
灯 面

等

型式'

0,^0 ^||0\「スーパデラックスー 0車及び彳
0以2166 (」丨3)[※スタンダードスべシャル車]

2165 013)[上記以外]

個数及び性能

2、5…、39“、85±15回/分 「スーパデラックスー(：車及び〕
側面方向指示器と兼用 1※スタンダードスべシャル車」

2、51 33ゴ、85±15回/分 「トヮじ…1 
側面方向指示器と兼用

諸元表（その5) 
桑 
車

置

座席べル 形式 二種5乙只 
※警報装置：灯火式

ガラス
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[〇51.13〇]
[1001 

010.1601
[※〇71，090,140,150〕 
[〇31,0611
[110 3 
[〇413

法0101

積“及び
数

180ズ125\3，5
又は※17 0乂 120x3，0 [财車]

131又は※113 01丁 車]

明細諸元表

卜防4

以下、変更事項のみ抜枠 
諸元表（その2)

性.

登坂 能力 
倉泛

トーシヨン.バー式[※スーパデラックスーじ車]

諸元表（その4)

1
1
2
 

4 
5
 

4
 

8

5
 

7
 

7
 

7 
7 
0
 

0

0
 

0
 

0
 

0
 

0
1
1

寸

31のそ/1
-表元諸

面枚

フ

エ

I
シ

ン

ク

ク
ラ
ツ
チ

動力伝達装置

走行装置

 
かじ取り装置

生※印は、追加又は値あるいは表現を変更した箇所を、※印のない撊は、諸元値の一^削除を示す。
(以下同じ）



明細諸元表

合わせガラス（了 I 3又は※5 5 20 5)

座席べルト 形式 二種丘乙尺 
※砮報装置：灯火式

灯

火

装

置

等

型 式
11(1 6014し似013)〔 スーパデラックスー0車及び. 

※スタンダードスべシャル車’

2068 013) [上記以外]

灯 個数 、色及び 2、白色、6 0ハ叫^;^發
性 能 2、白色、6 0/5 5^ [上記以外]

車 开リ 式
。以2166⑽ こ^^盟

2165 018)[上記以外]

蝠
個数 、色及び

2 5^ 21〇^ 1スマバァラックスー〔車及び1土、恆芒、』、^し※スタンダードスべシャル車」

灯 性 能
2、白色、'5…、5701¢ [上1ひユ外]

型 式
⑽2166⑽)穴》こ

方

向
側 瞧赢1，

刖 2165 018)[上記以外]

指

示
面 部 個数及び性能

2、5ガ、正面39ゼ、則45 22‘ ス—パクマー 〇里及び
後45。22“、85±巧回/分 [湯スタ545ベ巧念を
側面非常点滅表示灯と兼用 分ハメノタトスへノャル十

器 2、5界、正而33“、前45° 4301¢.

後45°17“、85±15回/分 [上記以外]
彻1面非常点滅表示灯と蕻用

諸元表（その6)

灯
非 側

火 常

装
点
滅
表

置 示
灯 面

‘ぐ，

型式

2166 (；13)

2165 01$)[上記以外]

個数及び性能

2、5界、390¢. 85土15回/分 「スーパデラックスー(：車及びつ 
側面方向指示器と兼用 1※スタンダードスべシャル車^

2、5界、33ゴ、85土 15回/分「一;!じ，机，
側面方向指示器と兼用

諸元表（その5)

類

一
一

邑種スラガ囬リ月
ガラス

果車装置

8-47



明細諸元表

(:※450.4了0.620〕
亡※010.02し030,060.07し210,220,240,25 
460.600.640.6501

[※〇42,052,081,092.231.430,610,67〇] 
レ※371.48し570,590,660〕
[142.351〕
[560.580 3 
[361.381〕
(:※ 132,520,68〇]
〔122,291,50〇]
[:※112.510,530,630,690〕
[281.301，401,421】
[182〕
[162,321,341，490.550 ；！,
[4111 
[172,3911 
[311,33し540〕
[152〕

630
635
640

645 
655 
675 
685 
69 5

[※〇42.052,251 
[〇10.4401
[※〇30,092.112.122.132.152.162,240, 
291.301，311，32し331，341，481，490,50 
530,540,550.670,680,690]

[※〇21，060,081,450,460,66〇]
[〇71.4701
[231,430,630,840,65〇]
[210,220.590.800,810,82〇]
[142,172.182.351,361,371,381,391,40 
560.570.5801

寸 法01111

面 ？3⑽及 
抆 数

180X 1 25X3, 5 
又は※17 0 XI2〇X 3. 0 [5 0 車]

160父11〇父3，〇 卜^
又は※17 0x1 20x3，〇し心以丁卑]

131又は※113 [5 0 1^丁 車]

106又は※113 [财 1^丁車]

272,281， 
0.510,520,

1.411.421

1，272.440,

か
じ

取
り

装
置

ル

最大回転数 來4，4

注.※印は、追加又は値あるいは表現を変更した箇所を、※印のない撊は、諸元碴の一部削除を示す(
(以下同じ）

以下、変更事項のみ抜枠 
諸元表（その2)

諸元表（その3)

〇

1 
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
3
5
7
0
1 

4 
4 
4
4
4
4
4
4
4
4
5
5
5
5
5
6
6

フ

エ

—

シ

ン

ク

 

ク
ラ
ツ
チ

動力伝達装置

〇
 

〇
 

〇

0
 

0
 

0
 

0
 

0 
〇

〇

 
0
0
0
0
0
0
0
0

〇
〇

-
〇
〇
〇
〇
〇
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明細諸元表

ガ
ラ
ス

前面ガラス

灯

火

装

^3

昭

灯

種類

型 式

個数、色及び 
性 能

車

幅

灯

制

動

灯

型 式

個数、色及び 
性 ，能

型 式

個数及び性能

合わせガラス（了 I 5又は※？し1ゾ3 5 20 5)

11/1 [スーパデラックス ー0車、スーパデラックス，….巧…601.41；9'.匕3，……二が事.，…^^.事.夜び淨ク.ラ上.:ン.え辜；]..........................

02^ 2068 (】13) [±1ひ:!外]

つ白任： 60X^0^ [スーパデラックス-0車、スーパデラックス
二、....二..ご…..こ…..二及車へ.郵致専系び.锋久ぇ:ヒマ..之.事；!...................

2、白色、60/55V [上記以外]

2166 018)〔ご爲ぶ：：び郵賴

※ビ〇丨丁〇 212-20581013)[クラシック車]
画2105函[上 1观外] ^

，….1 二.植二.5ニニ2，.…ろ二くぜ .............................................

淡2、白色、5…、75011 [クラシック車]
參應 、 參參

2、白色、51 57〇ゴ〇:言拟外]

02—0 8 2八~~(了 I 3) [パネルバン]
...... 0.5：^…2 0 74^ …(；I 3) [上^^れ;!...........................
※〇9つ4ク[ハイマウントストツブランブ、ふり匕…— パネルバン以外有又は無]

2、2 1^，4801¢尾灯と兼用 [パネルバン]
一..….？上..?…リ以㈣…祖占麵........... 【趨翻...............................

&1、13歡4、3隨4。ばし4ル3ンふ外卜^^]7、

座席べルト 形式 前二種E乙只 
※聱報装置：灯火式

^—ンヨン./、ール〔
01沾牮、01&511車及び※パネルバン 
スーパデラックスー0車

面

型 式
※則了〇 210-20581013)[クラシック車]

〇它^ 2075 (」13〉[※上記以外]

個数、色及び 
性 能

2、楦色、21界、48ば、85土15回/分 
前面非常点馘表示灯と兼用 
2、橙色、21V/、79ゼ、85土 15回/分 
前靣非常点滅表示灯と兼用

[クラシック車]

[※上記以外]

諸元表（その5)

諸兀表（その4)

乗車装置

輪前ザ式

V

ラビ
.

夕ス形

緩衝装置

方向指示器

等

8—49



明細諸元表

諸元表（その6)
0以2186(」丨3) 3=;" 3一〇車

-\車及び郵政車]

方
側

型 式 ※〇已乂 2065 013)[クラシック車]

向

一あ1峰

刖 2165 018)[卜記以外]

指
2、5界、正面39“、前45° 22“、
後45° 22ゴ、85 ±15回/分 
側面非常点滅表示灯と兼用

[スーパデラックスー（：車、
スーパデラックスー車、
及び郵政車]

灯

示

器
面 部 個数及び性能

2、別、躍!—、前45°15ゼ、 
浓後45°14ば、85土15回/分 

側面非常点錢表示灯と兼用
[クラシック車]

2、5^/、正面33“、前45° 43ゼ、 
後45。17“、85±15回/分
側面非常点滅表示灯と兼用

[上記以外]

火 ※謝0 210-20581013)[クラシッ ク車]
幵リ ゴ矗矗，蠢

則
(〇 2075 018)[※上記以外]

装
常

面 仰米み成，^卜仓匕

^ 2、橙色、21…、48〇^ 85±15回/分「々二’ン、，ノク刮

^刖面方向指不器と雜用 しノノ ノフ阜」

置
点 2、植色、21界、79ゴ、85±15回/分「、ゲ,

則面方向指不器と兼用 &

滅 ^ 2166 (313)
一し
-X車及び郵政草]

型 式 ※〇2065 013)[クラシック車]

等 表 側 2165 015)[上記以外]

示 2、5西、39“、85±15回/分
側面方向指示器と兼用 会び鄭^コクス1、

灯 面 個数及び性能 デ2、5190185 ±15回/分[クラシック車]
〜側面方向指示器と兼用 フノノ71」

2、5界、33〇ぜ、85±15回/分「卜^3じ讲1 
側面方向指示器と兼用



615 [〇32.3601
6 2 5 [※〇20,082,082,092,102,112.132,142,220,232,241,25し

261,27し281,390,400,410,420.430,440,490,50〇] 
630 [〇11,05し350.3如 
640 [〇41.37〇].
660 [211,48〇]
67 0 [190,200460,470]
6 7 5 [510,520,530,54〇]
680 I:※152，162,291,301,311,321,33し34し450]

0，4 7 [※〇82,341.400,520,54〇]
0. 4 8 [182.321]
〇. 501；261，281，44〇]
0. 51[142]
〇. 6 2 [※〇11.041,200,220,350,370,460,470]
0. 6 3 [※〇20，190.232,410]
0. 6 5 [※〇32,051,062,092,211,360,380.480.49〇] 
0. 6 7 [301.450]
0. 6 9隊291〕

※〇, 7 4 [500]
0. 7 5 [102,112,241,420]
0. 8 9卿〇]

※〇, 9 0 [530]
0. 91[331]

^〇. 9 3 [5103
〇. 95 [152,311]
1. 00 [271.430〕
1. 04 [132,251]

明細諸元表

V — 心4

以下、変更事項のみ抜粋 
諸元表’（その2)

重 心 高 爪

性

能

登坂 能力

寸 法02111

面積“及び 
抆 数

180x125x3, 5 
又は※170XI20x3 0

[N1 丁 車]

131又は※113 01 丁 車]

I大回転数 ※ん4

諸元表（その3)

注^※印は、追加又は値あるいは表現を変更した箇所を、※印のない攔は、諸元値の一部削除を示す。 
(以下同じ）

0
參 

# 

) 

〇

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0

フ

エ

ー

シ

ン

グ

動
力
伝
達
装
置

ク
ラ
ヅ
チ

か
じ
取
り
装
置

ハ
ン
ド

ノレ



明細諸元表

麵べルト 形式 前二種だ乙尺 
※警報装置：灯火式

等

幅

灯

個数、色及び 
性 能

2、橙色、5界、2101! [スーパデラックスー0車、
スーパデラックスーX車及び郵政萆]

崁2、白色、5界、75011 [クラシック車]

2、白色、5界、5701¢ [上記以外]

装

置

車 型 式
〇⑶2166 (⑽

[スーパデラックス ー0車、
スーパデラックスーX車及び郵政車]

碰1丁0 212-20581013)[クラシック車] 
雨2165 018)[上記以外]

火 灯 個数、色及び 
性 能

2、白色、60/50… [スーパデラックスー0車、スーパデラックス 
一1^1車、奪政車及び※クラシック車]

2、白色、6 0/5 5界[上記以外]

灯
073

11(1 8014111八015) [スーパデラックスー0車、スーパデラックス 
一^車、郭政草及び※クラシック車]

(〇 2068 013) [上言拟外]

ガ
ラ 前面ガラス 種類 合わせガラス（】I 5又は※ド1^乂3 5 20 5)
ス..

諸元表（その4)
(9/10)

义っ前右後左2輪都 
,※-前左後右2輪. 一1八85卓]

-2-前2輪後2輪剖動[※上記以外]

制 主 マスタ，シリンダ
内 径01111

浓2〇1 6 ⑽ミ萆]
19.0 ’ [※上外]

勤
ブ

サブライ‘，タンク

一体形（計器篮取付）
^ 13 + 13 + 97

(前右輪）（前左輪）（共用）
(後左輪）（後右輪）

装

レ

.1

形 式

9 ？

一钵形（計器盤取付）
13 +13 + 97 [※上記以外]

(前輪）,(後輪） （共用）

制動倍力装置 倍率 淡3，5 (踏力23. 0^2)〔八83車]
3. 4 (踏力18. 0 1^2)[※上記以外]

置 キ
686 (16) セレクティブ柳のサンサンル-フ！!!]

制 動 力は
(踏 力！^) 糸690 (1 8) /〇々035草]

707 (1 7) /15.52 [上 1ひ:(外]

4^刷十半II細咕贸；彡ゴ
※八8 3 [八8 5車]

プロポーショーング驻闇1「天ーパデラックスイ車及びセレクティブ）
7 ロホノ3— ノク―1柳のサンサンル-フ| 1

叆
衝
装
置

ス
形

タビライザ
式 前輪 卜—.、ノブ、ノ.バーず「〇1沾車、01ぉII車及び※パネルバンつ

义しスーパデラックスー0車 」

話；宪（そのら）
粟車装置



明細諸元表

21界、4801¢
211580¢

※〇ぉ汲2242 [ハイマウントストッブランブ、 
パネルバン以外有又は無] 

尾灯と蔻用 [パネルバン]
尾灯と蔻用 [上記以外]

※紅)1丁0 210-20581(』13)[クラシック車]

※し13^X4、38“、40011 ハイマウントストッブランブ、
パネルバン以外有又は焦]

〇三ガ2082八 (1 I 5) [パネルバン]
〇它^ 2074八 （115) [上記以外]

2、5冒、正面39ば、前45° 22ゴ、[スーパデラックスー(:車、 
後45° 22-、85±15回/分 スーバデラックスーX車、
側画非常点滅表示灯と蒞用 及び郵政車]
2、5界、正面19ば、前45°15〇^

糸後45°14“、85±15回/分 [クラシック車]
，……刺.頭菲草.点辑袠示灯と兼用

2、5^\ 正面33“、前45° 43ゴ、
後45°1701¢. 85 ±15回/分 [上記以外]
側面非常点滅表示灯と蕺用

2165 01$)[上!ひ:^]

2、植色、2價、79。ぜ、85±15回/分 「你卜。丨、丨441 
前面非常点滋表示灯と兼周―し虹^^」

01はハ丨〇、[スーパデラックスー〔車、

※〇ど!/ 2065 013)[クラシック車]

※品溫溫㈣±15回/分[クラシック車]

2075 013)[※上記以外]

型 式

個数及び性能

刖

面

側

面

型 式

個数、色及び 
性 能

部

型 式

個数及び性能

動

灯

方

向

指

示

器

灯

火

装

置

等

諸元表（その5)

諸元表（その6)

型 式

※謝0 210-20581013)[クラシック車]
嫌

灯

月1』
㈣

2075 013)[※上記以外]

常 你2、植色、21V、48¢ゴ、85±15回/分「々二り,.，ク亩1

面 個数及び性能
目リ面力1 口』指不器と兼用

火
点 2、橙色、21界、7901¢. 85±15回/分卜

刖面方向指不器と兼用

装 滅
「又ーノくデ5、ソウフー〇宙

〇別2160 (』13)スーバデラックスー^車及び郵政車]

型 式 ※〇ビ从2065 013)[クラシック車],,

置
表 側 [〇 2165⑽「卜記以外]

示
2、5评、39“、85±15回/分[5ニニ:ぢ;だ二は、
側面方向指示器と兼用 会び郵^/ク ー

等
灯 面 個数及び性能 炎2、5ガ、19〇ボ、85土15回/分「クラシック宦]

入側面方向指示器と兼用 し/ノ ノノ」

2、33ゴ、85土15回/分「卜巧じ,…！
倒画方向指示器と兼用

2 
2



3自整第 8号 4自整第151号 5自整第231号

記：別紙記載の点検整備項目以外は4自整第151号と同じ

(注）’ 92-10新型車解説書.整備解説書に対し変更項目 
のみ抜粋して記載、その他は従来通り。

車 名 ス み ル

指定年月日 文書番号 指定番号又は 
新型自動車番号 型 式

6480

參

卜仄5 3

648 1 V -1( 3 4

6482 V - 03

6483 V-X ゾ4

售

平成2年2月9日 地審第150号

‘1)運行前点検項目の判定基準は自動車使用者に周知徹底を図る。
2) 「暑」印は法規で義務付けられた点検時期を示し、「〇」印はその外メーカーで推奨することを示す。
3) 「X」印は該当しないことを示す。
4) 「亡」印は保安部品の定期交換を示す。その交換時期は一般走行する不特定多数の車を対象に定めてある。 

従って著しく走行条件の異なるものは、これに準拠して交換する。
5) 「糸1」印は初期1か月時点検を示す。
6) 「高速走行」とは8 0ヒ爪/ヒ以上の速度で走行する場合をいう0
7) 「#」印は変更項目を示す。

8—8 点検整備方式

文書番号

 
注

8-54



点検整備方式

I時期
事業用等

筛 考

自動馮整式

判定基筚

榡準厚さ 4,4 ^171 
7

バッドの荦耗

ディスクの摩耗及び損傷 # 春

標準厚さ 
朗限度

9. 0⑺爪 
1. 5^^

樣準厚さ 
使用限度

18. 0 
1〇. 0 171111

拫滇及び奕形 #

損溪及び変形 #

择式2 (桑用室，軽四絵里)

点検 整備 項目

制

ブ
レ及 
Iび 

キブ 
，レ
ドI

ラキ

運

，一

ドラムとライニングとのすき間

シューの措勤部分及びライニングの荦耗

へ一

装

ホ 私

タイヤの空気圧

タイヤの亀裂及び損傷

(単位:は/〇め
タイヤ仕様 前綸 後輪
5.00-12-4？！？

0し丁 #2. 2
“「一

5.00-12-6？^
111 丁 3. 0

145812-6？！？し丁
春#籲癱着馨龜#擊應參參會鲁，零零，響零###脅，着#

135/95812 79/ 
77しし丁

2. 2 3. 0

14551？12 2. 2 2. 2
1555812 2. 0 2. 2

置 タイヤの溝の深さ及び異状な摩耗
残 消 
高速走门時 

(乙丁タイヤ）

1- 6卿まで

2. 4 8101まで

ル
タイヤの金属片、石その他の異物

ホイール，チット及びホイール.ボルトの 
锾み

ホイール.チットの締付けトルク 
8. 〇〜1〇- 0は，爪

動

ム-
シ
ユ

I

ドラムの摩廷及び損傷 # 9 樘灌？1 
使用阴哼

18 0. 0 
182. 〇⑺⑺

ッレ 
クI 〈ック.ブレートの状怒 #

装 ブ
レ
I

ディスクと ドとのすき間

12

か
月
毎

3
か
月
每

111

(
*
^
11111111111111

 ̂

論

1
か
月
毎
一

単
位
千
』

が空検

131

用家巨

24
か
月
每

12
か
月
每

0〇

6
か
月
毎

及
び
バ
ッ
ド

午

.
デ
ィ
ス
ク

ク
ス
ル

〇
ン
ト

ハウジング

リ
ヤ
，
ア
ク
ス
ル

置

走

&其印は変更項目を示す。
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